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    人物紹介


    遠見啓介〔とおみ・けいすけ〕…………主人公、高校二年生。空っぽの手品師


    アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト…………《方はこ舟ぶね》からやってきた飛行少女。現在、友月家に居候中


    遠見由衣〔とおみ・ゆい〕…………魔術によって半人半狼の姿で顕現した啓介の亡き妹


    友月未由〔ともづき・みゆ〕…………啓介のクラスメイトで友月家次期当主


    冬上雪絵〔ふゆがみ・ゆきえ〕…………表裏のある優等生。友月をライバル視


    朝ノ宮陽名〔あさのみや・ひな〕…………自称・占い師。飛び級のクラスメイト


    ツグミ…………元・《群れクラウド》の生体兵器。現在は脱退して一般の高校生


    鈴〔りん〕…………教会に引き取られた盲目の少女
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     序章


    



    　ある少女が、いた。


    　毎日、神に祈りを捧げる少女がいた。


    　少女には、知らないことがたくさんあった。


    　景色という言葉が分からなかった。色という言葉が分からなかった。


    　他人の姿を知らなかった。自分の姿を知らなかった。


    　世界を現す言葉の中で理解していたのは、一つだけ。


    　──闇やみ。


    　その言葉が少女にとって、世界の全て。


    　少女の周りにあるのは、ただ闇という名の行き止まり。


    　闇は空間でもあり、壁でもあり、人でもあった。けれど、黒ではない。闇の中では全てが溶け消えてしまうのだから、色はない。


    　この場所に広がるものを、埋め尽くすものを、表わせる言葉はただ一つ。闇という単語だけ。少なくとも生まれた時からこの世界にいる少女にとって、闇とはそういうものだった。


    「昔話を、してあげよう」


    　そんな少女に向かって闇がざわめく。声は闇だった。声を発した誰かも闇だった。あらゆるものが闇だった。少女自身さえも、闇だった。


    「──別に子供扱いをしているわけじゃない。オレが語りたいだけだ。退屈なら居眠りしてくれて構わない」


    　少女の近くにいる闇は、そう前置きをしてから話し始める。


    「昔々あるところに……とてもとても遠い場所に、魔法の国があった。その国は賢く強い王様が民を束ね、清らかで美しい聖女様が魔法を正しく使って国を豊かにしていた」


    　闇の言葉には郷きよう愁しゆうがあった。どう考えてもお伽とぎ噺はなしでしかないことを、懐かしむように語る。


    「けれどある時、悪い魔法使いが現れて聖女様を攫さらってしまう。当然、勇ゆう敢かんな王様は聖女様を救出に向かった……。よくあるストーリーさ。キミもこの先の展開は予想できるだろう？」


    　声の調子で闇の揺らぎは変わる。たまに温度を感じることもある。今、ここにある闇は少し浮かれていて、けれど冷え切っていた。


    「ああ、そうだ。お約束通りに王様は悪い魔法使いを倒し、聖女様を助け出した。いつだって悪役は英雄に敵かなわないものだからな。仕方がない。そして救われた聖女様は王様に恋をして二人は結婚。めでたしめでたし、だ。これが物語だったらね」


    　少女は闇の中で首を傾かしげる。物語じゃないのかと問いかける。


    「──物語じゃないさ。これは、歴史だよ。人間が存在する限り途切れない軌跡。けれど続きを語るのは止やめておこう。ここから先は昔話として楽しむには生なま々なましい。それよりもオレはキミに一つ訊ねたい。悪い魔法使いはどうして聖女様を攫ったりしたんだと思う？　平和で豊かな国で、何な故ぜそんな悪事を働こうとしたのか……想像できるかい？」


    　闇やみは密度を増して、少女へ問いかける。声として震ふるえる闇も温度をさらに下げた。


    　少女は身震いしながら考え、答える。


    「──そうか、面白い答えだ。正解ではないが、真実にはとても近い。大抵の人間は無む謀ぼうな野心、聖女への恋れん慕ぼ、果ては身みの代しろ金きん目的なんて返答をする。けれどキミは違った。キミの中には彼と同じものがある。オレと同じものを見ている。ならキミも求めているはずだ。だから、重ねて問おう」


    　返答を聞いた闇は労いたわるように呟つぶやく。体の芯しんまで凍るような闇の寒さが和やわらぎ、少女を包み込む。


    「キミは、カミサマが欲しいかい？」


    　闇の中に闇ではないものが現れる。とても──眩まぶしい。


    　全てが闇で、どんなものだって闇へと呑のまれる世界で、それは闇以外のもので在り続けた。


    　何と呼べばいいか分からない。少女にとって、目の前にあるものは闇でしかなかったから。闇と名づけるしかなかったから。でもここにあるのは──闇じゃない。


    　手を伸ばす。それを、知るために。


    



    　そのすごく、すごく綺き麗れいなものは〝緑〟というのだと、少女は後に知った。
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     第一章　宴うたげの足音、秋の靴くつ音おと


    



    　　　　　　　１


    



    　まどろみは、とうの昔に過ぎ去っていた。


    　けれど僕は布ふ団とんを頭から被かぶり、眩まばゆい日光を拒絶する。


    　布団の中は楽園だ。九月の半ばを過ぎ、冷え込み始めた朝の空気も、この楽園には手出しができない。布団の内側に籠こもった温かさは、宝石のごとく尊いものだった。


    　それを奪おうとした第一の刺し客かく、目覚まし時計はベッドの横で沈黙している。第二の刺客、開け放たれたカーテンから差し込んだ朝日も布団に潜もぐれば届かない。


    　侵略者達を撃退した僕は、安心してぬくぬくと時間を貪むさぼる。


    　だがその平穏はあっけなく破られた。楽園を覆おおい、守っていた毛布が突然剥はぎ取られる。


    「お兄ちゃん!　そろそろ起きないとダメだよ!　遅刻するよ？」


    　それは楽園史において最大であり、最強の征服者だった。抵抗する暇ひまもなく僕の楽園は制圧される。


    　だが僕は一気に押し寄せる冷気に体を震ふるわせながらも、固く目を閉じて呻うめく。


    「……あと五分」


    　まだ目覚めたくない。もう眠くはないが起きたくはない。何な故ぜなら起きれば今日が始まってしまう。訪れてほしくなかった一日が……。


    「もうそんな余裕ないもん!　ほらっ、おーきーてーっ!!」


    　右腕が引っ張られ、僕はベッドからずり落ちる。ゴンっと床に頭をぶつけたところで観念して目を開いた。逆さまになった視界の中、妹の由ゆ衣いが僕を見下ろしている。


    　頭からぴょこんと生はえた獣耳と、青いワンピースの裾すそから飛び出した尻尾しつぽを動かして、由衣は笑顔で言う。


    「おはよ、お兄ちゃん!」


    「おはよう……」


    　僕は力なく返事をした。よろよろと体勢を直し、床に座り込んで欠伸あくびをする。


    　ああ……起きてしまった。一日が動き始めてしまった……。


    　少しだけ痛む側頭部を押さえながら嘆く。由衣はそんな僕の前に立ち、両手をあげた。


    「ほら、お兄ちゃん。ばんざーい」


    「？　ばんざーい」


    　意味が分からないまま由衣の真似をすると、そのままパジャマ代わりに着ていたジャージをすぽっと脱がされてしまう。間かん髪はつを容れずカッターシャツと制服のズボンが飛んできた。


    「早く着替えちゃってね。あたし、その間に朝ごはんの支し度たくしておくから」


    　カッターシャツに覆われた視界の向こうから由衣の声が聞こえ、足音がとてとてと離れていく。


    「朝ごはんの……支し度たく？」


    　僕は肌に直接突き刺さる冷気よりも、その言葉で我われに返ったのだった。


    



    「はい、召し上がれ!」


    　机に並べられた黒焦こげのトーストと、沸ふつ騰とうしボコボコと泡を噴き出すホットミルク、そして満面の笑みを浮かべる由ゆ衣いを前にして僕は硬直する。


    「えっと……さ、由衣」


    「何？」


    　掠かすれた僕の声に由衣は小首を傾かしげた。


    「これまで、由衣が朝食を用意してくれたことってあったか？」


    「ううん、初めてだよ!」


    　にこにこと微ほほ笑えみながら由衣は答える。


    「じゃあ……どうして？」


    「だってお兄ちゃんが珍しく寝坊してるんだもん。あたしがしっかりしなきゃいけないでしょ？　こういうの、一度やってみたかったんだ!」
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    「こういうの？」


    「お兄ちゃんを起こしてー、着替えを手伝ってあげてー、食事を用意してあげるの!　いっつもお兄ちゃんはあたしより起きるの早いから出来なかったんだ!」


    　それを聞いた僕は自分の愚おろかさを呪う。この試練の日に、まさか自分の手で苦難を増やすことになろうとは。


    　だが僕はせめてもの抵抗に、トーストを指差す。


    「あの、さ。これ、真っ黒だな」


    「うん!　おこげっておいしいよね!」


    　次にマグマのようなホットミルクを示す。


    「ミルク、すっっっごく熱そうだな」


    「うん!　今日は寒いから、お兄ちゃんが風か邪ぜ引かないように温めてみたの!」


    　由ゆ衣いの笑顔は揺るがない。その瞳ひとみはキラキラと輝き、僕を真まっ直すぐに見つめている。


    「──いただきます」


    　結局、僕が言えるのはその言葉だけだった。


    　時計を見れば八時過ぎ。いつもなら寮りようを出ている時間だ。ミルクが冷めるのを待つ時間はない。


    　僕は覚悟を決めて朝食に手を伸ばす。


    　食パンはガリガリと固くて苦い。ミルクは息を吹きかけてできるだけ冷ましてから飲むが、それでも火傷やけどしてしまいそうな熱さだ。


    「おいしい？」


    　由衣が声を弾ませて問いかけてくる。間違っても頷うなずくことはできない。もしも肯こう定ていすればこの朝食が何度も繰り返される羽目になる。ここは兄としてきちんと欠点を指摘しなければ。


    　だが──。


    　パサパサパサ。


    　リズミカルに尻尾しつぽを振り、天使の微ほほ笑えみを浮かべる由衣が僕の答えを待っている。


    「…………お、おいしいよ」


    　兄失格の言葉を口にする。


    　これじゃ冬ふゆ上がみにシスコンと言われても仕方ないなと思いながら、僕は嘆息した。


    



    



    「じゃあ、いってきます」


    　三分で食事を終えた僕は、玄関の扉とびらに手を掛けて告げる。口の中はヒリヒリして、苦味の残ざん滓しがこびりついていた。


    「いってらっしゃい。あたしもしばらくしたら鈴りんちゃんのところに出かけるよ」


    　食器の後片付けをしながら由ゆ衣いが答える。


    「そうか、じゃあ帰りは教会に寄るよ」


    「うん、分かった。待ってるね」


    　由衣の言葉に頷うなずいて僕は寮りよう部屋を出た。


    　登校するには遅めの時刻なので、僕は早足で廊ろう下かを歩き、階段を下った。僕同様、遅刻ギリギリの生徒が焦あせった顔で走って行く。釣られて僕も駆け足になり、男子寮の門を走り抜けようとした。


    　しかし──そこで立ち止まる。


    　門柱の傍そばに傘さん陽よう学園の制服を着た少女が立っていた。


    　ここは男子寮の門前だ。当然、女子は非常に目立つ。その上、少女は白い髪と褐かつ色しよくの肌という特徴的な外見を有していた。


    　門を通って行く男子の誰もが、その姿を横目で見ながら通り過ぎて行く。


    　けれど僕は彼女に近づいていった。半ば呆あきれながら。


    「──ツグミ、こんなとこで何やってるんだ？」


    　少女の名──いや、あだ名を呼ぶと、ツグミは少し不機嫌そうな顔で僕を見た。


    「……センパイ、遅いです」


    「いや、遅刻ギリギリなのは確かだけどさ」


    　僕は頭を掻かきながら周囲の目を気にする。


    　男子寮の前で女子と話す僕は、背筋の凍るような視線を向けられていた。


    　ツグミもその視線に怯おびえたのか、さっと僕の背中に隠れて腕を掴つかんでくる。


    「……センパイ」


    「何だ？」


    「……センパイ、シスコンってどういう意味ですか？」


    「いきなり人の心を読むな!」


    　僕は顔を赤くして叫ぶ。


    　ツグミは精神感応能力に秀ひいでた《群れクラウド》の生体兵器……だった。けれど今はその役割を捨て、この街に留とどまる選択をしてくれた。だがその能力まで失われるわけではない。念ねん話わや読どく心しん、さらには変身といった力を有しており、特に読心は相手に直接触れることで高い効力を発揮する。今のように。


    「……すみません、つい。力を抑えていても、触れてしまうと流れ込んでくるんです。ですが、今朝の経緯は全て把は握あくしました」


    「まあ、説明や釈明がいらないのは助かるけどさ」


    　僕が疲れたように肩を落とすと、ツグミは少し顔を曇くもらせる。


    「……やっぱり、嫌ですか？」


    　腕から手を離して訊ねてくる。


    「ん？」


    「……心を、読まれるの」


    　ツグミの瞳ひとみが不安そうに揺れているのを見て、僕は苦笑する。


    「そりゃ不意打ちだと驚くさ。けど驚くだけだ。僕はツグミにとって心が読めることが〝普通〟だって知ってる。だから気にするな」


    「でも……」


    「まあツグミの能力を知らない人の心は、できるだけ読まない方がいいと思うけどな。不公平だし。けど僕は分かってる。分かっていればツグミには本音を隠さないでいいってだけだろ？むしろ楽じゃないか」


    「……楽？」


    　僕の言葉にツグミはきょとんとする。何か変なことを言っただろうか。


    「あれ？　嘘うそを吐つかなくていいって、すごく楽なことだよな？」


    　首を捻ひねりながら呟つぶやくと、ツグミはポカンと口を開ける。


    「……センパイ、変態です」


    「何で変態なんだよ!?」


    　唐突に妙な嫌けん疑ぎを掛けられて僕は焦あせる。


    「……変でおかしな人のことを、この国ではそう呼ぶのではないのですか？」


    「ま、間違っちゃいないけど……」


    「……だとしたら、やっぱりセンパイは変態です。けど、いい変態です。私は、嫌いじゃないです」


    　ツグミはそう言うと、小さく笑った。そしてもう一度、僕の腕に触れる。


    「……さ、急がなくてはいけません。ゆっくり話していたせいで、遅刻してしまいそうです」


    　僕の腕を引っ張り、走り出すツグミ。


    「お、おい、急ぐことに異存はないけど、最初の質問に答えてもらってないぞ？　どうしてツグミがここにいたんだ？」


    「…………通学路だからです」


    　確かに教会からだと男子寮りようの前を通って学園に行くのが最短経路だ。けれど最初の登校で街まち中なかを経由する道を選んで以来、ずっとそちらを通っていたはず。


    「ツグミ、正直に話した方が楽だぞ？」


    　何となく嘘を吐いている気がして僕はカマをかけてみる。


    「……そうですね、センパイばっかり正直なのは、不公平ですね」


    　ツグミは僕の前を走りながら呟く。


    「…………迎えに、来てくれないからです」


    「え？」


    「……最初の登校、楽しかったから。もう一度、センパイと──」


    「何？　聞こえな──」


    　声が小さくて聞き取ることができず、僕は速度を上げて顔を近づけようとする。


    「……っ!」


    　だがその途端、ツグミは走る速度を上げる。


    「うわっ!?」


    　僕は全力で付いていこうとするが、足が追いつかない。人間離れした脚力で、前を走る男子生徒たちをごぼう抜きしてゆくツグミ。


    「……やっぱり、秘密です。女の子は秘密が多いほど魅力的だと、ユキちゃんが言っていました」


    　後輩の女子に引き摺ずられていく僕は校門まで情けない姿を晒さらし続けたが、その代わり遅刻は免まぬがれたのだった。


    



    　ツグミに手を引かれながら、校門から校舎への道をよろよろ歩いていく。途中から引き摺られたとは言え、限界を超えた運動に両足は悲鳴を上げていた。


    「……センパイ、足がカクカクしてます」


    「──こういうの、膝ひざが笑うって言うんだ。よかったら覚えておいてくれ」


    「はい、分かりました。語ご彙いが増えて助かります」


    　そんな会話をしながら歩いて行くと、中等部と高等部の校舎への分かれ道に長い髪の少女が立っているのに気付く。


    「……あ、ユキちゃん」


    　ツグミはその少女──冬ふゆ上がみ雪ゆき絵えのあだ名を呼ぶと、僕の手を離して駆け出し、そのままパフッと冬上に抱きついた。


    「……おはようございます、ユキちゃん。今日も心の中は真っ黒ですね」


    「おはよう、ツグミちゃん。そういうあなたは相変わらず憎らしいほど素直で可か愛わいいわね」


    「……ユキちゃん、痛いです」


    　頭をぐりぐりと力いっぱい撫なでられながら、ツグミは笑う。


    　僕と冬上、そして教会にいる鈴りんちゃんは、ツグミにとって最初の友達だ。だがその中でも冬上への懐なつきっぷりは半はん端ぱではない。近頃はこうやってお互い、心を読むことも、読まれることも構わずに挨あい拶さつしていることがその証拠だ。何となく、冬上に手なずけられているように見えるのが心配だが……。


    「もう、遅いから心配したわよ。それで上う手まくいったのかしら？」


    「……予定とは違いましたが、嬉うれしいことがありました」


    「そ、ならよかったけど、アレはできなかったってことなのね？」


    「……はい、時間がなかったので挨あい拶さつもまだ……」


    　いったい何のことだろうと思いながら、僕は二人の話が終わるのを待つ。校門まで急いだおかげで、まだ予よ鈴れいには猶ゆう予よがある。


    「なら今からでも遅くないわよ、やっちゃいなさい」


    「……ここで、ですか？」


    「どこだって一緒よ。ほら、邪魔が入る前に早く!」


    「……ユキちゃん、楽しんでます」


    　ようやく冬ふゆ上がみから離れたツグミは、僕に向き直る。


    「……あの、センパイ」


    「ん？　な、何だ？」


    　どことなく緊張した面おも持もちのツグミに僕も反射的に居住まいを正す。


    「……おはよう、ございます」


    「え……？　あ……おはよう」


    　そういや挨拶してなかったと思いながら僕は答えた。改まって言うから何事かと思ってしまった。


    　僕は肩の力を抜こうとするが、ツグミはまだ真剣な表情で僕に向かって手を伸ばし、頬ほおに触れた。そしてつま先立ちをし、僕に顔を近づけてくる。


    「へ？」


    　これって──。


    　突然のことに思考が追いつかず、されるがままになる。だが息の掛かる距離までツグミの顔が迫ったとき、大声が響き渡った。


    「ケ───スケェェェッ───────!!」


    　どがっ!!　と脇腹に衝撃を感じ、晴れ渡る秋空とレンガで舗ほ装そうされた道が視界の中をくるくる回る。横よこ殴なぐりに吹っ飛ばされたのだと遅れて理解して、体を丸める。


    　幸か不幸かこういう事は初めてではなかったので、声が聞こえた時点で心に備えはできていた。ごろごろ地面を転がりながら衝撃を逃がし、受身を取る。不本意にも重ね続けた訓練と実戦経験の成果だ。


    「いたたた……」


    　僕は呻うめきながら制服に付いた砂を払って上体を起こす。声で分かっていたが、先ほどまで僕がいた位置に仁に王おう立ちしているのは小柄な金髪の少女──アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトだった。アリッサは宝石のような碧へき眼がんを細めて僕を見下ろしている。


    　僕はアリッサが口を開く前に、急いで言葉を発した。


    「──あ、あのさ、アリッサ。僕はこれから言われることが大方予想できる。それで最後には謝る羽は目めになるってことも経験で知ってる。だから無駄な過程はカットして謝る、ごめん」


    「あのね、事情が分からないのに謝られても、何に謝られたのか分からないんだけど」


    「事情が分からないのに蹴けったのか……」


    「えっと……あれはたぶん、蹴ってもいい場面だったと思うのよ。うん、間違いなく」


    　アリッサは憮ぶ然ぜんとした調子で呟つぶやくと、僕が想像した通りの台詞せりふを続ける。


    「ケースケ、何しようとしてたの？　もしもあたしの予想が外れてたら謝ってあげるわよ」


    「いや、僕は何も……」


    　事実、僕自身は何かをしようとしていたわけじゃない。説明を求めて僕はツグミに目をやる。するとツグミはこくんと頷うなずいてアリッサに告げる。


    「……おはようのキスをしようとしていました」


    　最悪の説明だ。


    　ジトッとした目でアリッサが僕を睨にらむ。


    「蹴って正解だったわね。あたしにはもうするなって言ったくせに」


    「いや、僕は何されるのか分かってなかったんだって!　ツグミ、何でいきなりそんなことをしようとしたんだよ？」


    　僕はツグミの方を向いて訊ねた。
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    「……以前、センパイがアリッサ先輩におはようのキスをされたとき、内心では喜んでいましたので、私もしてあげようかと」


    「そ、そうなの？」


    　頬ほおを染めて確認してくるアリッサは意識的に無視して、ツグミへの質問を続ける。


    「アリッサの真似はしなくていいって言わなかったか？」


    「はい、ですがそれは建たて前まえだろうと。女の子にキスされて喜ばない男子はいないそうです」


    「誰からそんなこと聞いたんだよ……」


    　脱力しながら呟つぶやくと、アリッサの背後から澄んだ声が響く。


    「──冬ふゆ上がみさんしか、いないと思うけど」


    　学生鞄かばんを両手で持った黒髪の少女が前に歩み出て僕を見る。陶とう磁じ器きのような白い肌はわずかに上気して、息も少し乱れていた。


    「啓けい介すけくん、おはよう。大丈夫？」


    「あ、未み由ゆ、おはよう。まあ……一応平気だ」


    　少女──友とも月づき未由はまだ倒れたままの僕に手を差し出し、僕はその手を握って立ち上がる。未由の屋敷でアリッサは暮らしているので、今日は一緒に登校してきたのだろう。


    　未由は僕の白いカッターシャツにくっきりと靴くつ跡あとが残っているのを見ると、溜ため息いきを吐つく。


    「もう……アリッサさんがいきなり走り出したから慌あわてて追いかけたけど、啓介くんを蹴けらなくてもいいのに。どうせ悪いのは冬上さんなんだろうから」


    「失礼ね。私は何もしていないわよ」


    　未由の言葉に、それまで成り行きを見守っていた冬上が口を挟む。


    「何もしていなくても、ツグミさんに余計なことを吹き込んだのは冬上さんでしょう？」


    「吹き込むなんて人聞きの悪い。私はちょっとアドバイスをしてあげただけよ。ね、ツグミちゃん？」


    　話を振られるとツグミは頷うなずく。


    「はい。ユキちゃんは自分自身も楽しんでいましたが、ちゃんと私の事も考えて助言をしてくれました」


    「その、楽しむって部分が一番問題なの……」


    　疲れたように額ひたいを押さえる未由。


    　けれどこれで誤解は解けただろう。僕は脇腹を押さえながらアリッサを見た。


    「まあそういう訳だ。そろそろ教室向かわないと遅刻するぞ？」


    「むぅ……」


    　だがアリッサはまだ不満そうに頬を膨ふくらませながら、ツグミに視線を移す。


    「ねえ、ツグミはケースケが好きなの？」


    「……え？　私、ですか？　その……私、好きとかそういう気持ちは、よく分からないです。センパイは大切な友達ですから、喜ぶことをしたかっただけで……」


    　まあそんなところだとは思った。その「喜ばせること」を上う手まく冬ふゆ上がみの悪戯いたずらに使われただけだったのだろう。


    「なーんだ。そういうことだったのね」


    　アリッサもようやく明るい笑顔を浮かべる。だがツグミの言葉はまだ続いた。


    「……あ、けど、友達でも、特別な友達なのかもしれません。センパイになら全てを委ゆだねられる……私も隠さずに、全てを見せてもいいと……今日、思えました。センパイ……変態でしたから……」


    　照れたように、もじもじとした様子で言うツグミ。


    　恐らく僕が「心を読まれることを気にしない」と言ったことを指しているに違いない。


    　けれど言い方が非常にまずい。僕は全身から冷や汗が噴き出すのを感じていた。恐る恐るアリッサと未み由ゆの様子を窺うかがう。


    「──ねえ、ケースケ。ツグミにいったい何をしたのかしら？」


    　笑顔のまま、けれど声には冷たい怒気を込めてアリッサが訊ねてくる。


    「啓けい介すけくん……詳しく話、聞いてもいい？」


    　表面上は平静だが、目が全く笑っていない未由が迫ってくる。


    「く……くくく……」


    　その後ろで冬上が口を手で押さえ、笑いを噛かみ殺していた。


    　冬上、後で覚えてろよと思いながら後ずさる。


    「つ、ツグミ、ホームルーム始まっちゃうから、もう行くよ。今日は教会に寄るつもりだから、また放課後な!」


    　僕は早口でそう告げると、高等部の校舎に向かって駆け出した。「はい、ではまた」という返事を背中で聞きながら走る。


    「あ、待ちなさい!　ケースケ!!」


    　追いかけてくる足音を聞きながら、これから自分が向かう先も地獄なのだと思い出す。


    　たぶん運が悪い日は、最初からツイていないものなのだろう。


    　焦こげたパンの苦味がまた口の中に蘇よみがえってきて、僕は今日奇跡が起きるのを期待しないことにした。


    



    　　　　　　　２


    



    　教室の中には普段とは違う雰ふん囲い気きが満ちていた。張り詰めた緊張感。慌あわただしく教室に駆け込んだ僕たちもその空気に呑のまれて口を噤つぐむ。


    　普段なら元気よく挨あい拶さつをしてくれる山やま崎ざきと宮みや島じまも、机に突っ伏してこちらを見ようとしない。言い争いを続けられる空気ではなく、アリッサと未み由ゆはしぶしぶ席に着く。だがやはりまだ納得はしていないようで、僕が隣となりの席に座ると、アリッサはぷいと顔を背そむけた。


    「あらら、怒らせちゃったわね。遠とお見みくん」


    　だがそんな中、教室へ遅れて入ってきた冬ふゆ上がみは、普段と変わらない調子で話し掛けてきた。机に手を突いて前かがみになり、僕の顔を覗のぞき込んでくる。


    「誰のせいだよ」


    　僕は視線を逸そらしながら答えた。目の前でそんなポーズをされると胸の大きさが強調されて、落ち着かない。


    「私のせいじゃないわよ？　ツグミちゃんに何したか知らないけど、自じ業ごう自じ得とくでしょ」


    「きっかけを作ったのは冬上だろうが。それに僕はツグミに変なことはしてない」


    「でしょうね。遠見くんにそんな甲か斐い性しようあるわけないもの」


    　しれっと冬上は断言し、小さく微ほほ笑えむ。


    「──けど、ツグミちゃんが喜んでたのは確かね。だから遠見くんにしては、よくできました」


    　小さな子供を相手にするように、冬上は僕の鼻頭を指でツンと突付く。


    「お前な……」


    「もう、睨にらまないでよ。こんなことで怒るなんてストレス溜まってるんじゃない？　あ、でも今日は何だか教室全体がピリピリしてるわね。何かあったのかしら？」


    　不思議そうに教室を見回す冬上。その様子を僕は羨うらやましげに眺ながめる。


    「それが分からないのは、冬上が優等生だっていう証あかしだよ……」


    「何のこと？」


    　まだ分からない様子の冬上に僕は忌いま々いましいその名を告げる。


    「──テスト、だよ。今日は、先週受けたテストが返ってくるのさ」


    　そう、テスト。夏休み明けに待っていた定期テストだ。傘さん陽よう学園は二期制を採用しているので、こんな時期に一学期の期末試験が実施される。


    　八や朔さく連れん大だいが引き起こした事件が終わって間もなく、学園はテスト期間に突入した。


    　未由が復ふく讐しゆうに走り、ツグミが暗躍し、冬上が攫さらわれた一連の騒動の最中には勉強など手に付かず、事件後も別の悩みが増え、しばらく授業に身が入らなかった。


    　ただでさえ広い試験範囲がそんな調子でカバーできるはずもなく、山が外れた科目の手ごたえはかなり悪い。結果を知りたくないほどに……。


    「ああ、そういえばそうね。テストなんて終わった時点で結果は出てるんだし、気にしてなかったわ。でも……ふーん、遠見くんは自信ないんだ？」


    　同情など微み塵じんもなく、むしろ楽しそうな口調で冬上が訊ねてくる。


    「ないよ……全く」


    「それはご愁しゆう傷しよう様。ま、勉強が足りなかったのが悪いんだし。これこそ自業自得ね」


    「返す言葉もない……」


    　溜ため息いきを吐ついて俯うつむくと、冬ふゆ上がみは眉まゆを寄せた。


    「んー、普通に落ち込まれると面白くないわね。遠とお見みくん、もうちょっと噛かみ付いてきなさいよ」


    「無茶言うな。そんな気力なんてない」


    「何よ、たかがテストじゃない。次で取り返せばいいだけでしょ？　命に関わることでもないんだし」


    　呆あきれたように冬上は言うが、僕は首を横に振る。


    「いや、下へ手たしたら命に関わるんだ……」


    　夏休み、従姉いとこの咲さきねえは受験生でありながら、僕の勉強を見てくれた。それなのに赤点なんて取ってしまったら、間違いなくタダじゃすまない。叔お父じの忠ただ志しさんにも面めん目ぼくが立たない。


    　身を震ふるわせる僕を見て、冬上は再び楽しそうな表情を浮かべる。


    「──どうやら愉快な事情があるみたいね。でも残念。どれだけ後悔しても、今から点数は上がらないわ。そんな奇跡なんて起こらないんだから、諦あきらめた方がいいわよ。まあ気が向いたら、後で私が慰なぐさめてあげるわ。ほら、先生が来たわよ？」


    　冬上は教室に入ってきた先生を指差すと、自分の席に戻って行く。


    　相変わらず意地の悪い冬上の背中を見送りながら、僕は肩を落としたのだった。


    



    　冬上の言うとおり、奇跡はない。奇跡など、簡単には起こらない。


    　現実というのは期待をどれだけ裏切れるかを競っているかのように、いつも容よう赦しやなく人をどん底に突き落とす。そういうものだと思っていた。


    　けれど──。


    「……やった」


    　僕は信じられずに呻うめく。僕の手には赤点を回避した四十五点の答案用紙。


    　五時間目、最後のテスト返却が終わり、休み時間になっても僕はその答案を見つめ続ける。視線を逸そらせば、消えてしまう気がしたから。


    　ほぼ確実に赤点だと思っていた教科だった。けれど勘かんで丸をつけた選択問題が、異様なほど的中しており、点数は予想を大きく上回っていた。


    　他の教科も軒のき並なみ期待以上。数学と国語は平均点を超えていたし、ひどい出来だと自覚していた科目も全て赤点を免まぬがれている。まるで神様が僕に味方してくれたようだった。ツキすぎていて、気持ちが悪いほど。


    「おい、遠見……お前はまさか、俺たちを裏切ったのか？」


    　そこにふらふらと、幽ゆう鬼きのような様相で二人の男子生徒が近づいてくる。


    「どうして遠とお見みの顔には、一片の絶望もないんだ？　どうしてそんなに清すが々すがしい顔をしてるんだよっ!?」


    　眼鏡を掛けた細身の男子──山やま崎ざき勉つとむが、バンッと机を叩いて僕を睨にらみ付ける。


    「いや、まあ……なんかゴメンな」


    「さわやかに謝られたっ!?」


    　ショックに仰のけ反ぞる山崎の横から、小太りの男子生徒──宮みや島じま通とおるが顔を出して僕の答案を覗のぞき込む。


    「うわ、ホントに全部赤点回避じゃないかー。テスト終わった後、散々な出来だって嘆いていたのは嘘うそだったんだな……。あーあ、遠見も追試仲間だと思ってたのに」


    　恨うらみがましく僕を見る宮島。


    「い、いや、出来が悪かったのは嘘じゃないって!　なんかさ、分からなくて適当に書いた答えとかが、やけに合ってたんだよ。運が良かっただけだ」


    「運、ねえ……」


    　宮島は疑わしそうに僕の答案を眺ながめた。


    「あ、でも確かに四択問題とか、ほとんど正解してるな。まさか……お前も光る葉を拾ったとかじゃないだろうな？」


    「光る、葉？」


    　唐突に出てきた聞き覚えのない単語に首を捻ひねる。


    「ん？　聞いたことないか？　最近噂うわさになってんだよ。拾うと願いが叶うってさ。まあ四つ葉のクローバーとか……いや、それよりケサランパサランに近い系統の都市伝説だな」


    「けさら……なんだって？」


    「ケサランパサラン。ふわふわした白い毛玉みたいな姿で、持ち主に幸せを呼ぶっていう未確認生物だ」


    「んー……どこかで聞いたことあるような、ないような……」


    「まあ別に喩たとえだから知らなくてもいいぜ。ともかくケサランパサランみたいに空から光る葉っぱが落ちてくるんだとさ。違うクラスの友達がさ、それを拾ったおかげで赤点を免まぬがれたって騒いでたんだよな。いや、これまで全教科赤点とかの奴だから、妙に信しん憑ぴよう性があるんだよ」


    「……そんな便利アイテム、僕は持ってないぞ。っていうかそいつ、よく去年は進級できたな」


    「俺たちと同じで、追試に真の実力を発揮するタイプなんだよ」


    　堂々と宣言する宮島を呆あきれて見る。


    「最初から発揮しとけよ……。けどそいつや山崎はともかく、宮島は無駄に色んな特技があって器用なんだから、ちゃんと勉強すれば赤点回避もできるだろ？」


    「いや、俺もそう思って今回試し行こう錯さく誤ごしたんだが、俺が開発できたのは追試で満点を取る特技だけだった」


    「……それはそれですごいけど──ってかどう開発したのか全く想像できないけど──便利なのか無駄なのか、よく分からない特技だな」


    　僕は嘆息して肩を竦すくめた。


    「何でだ？　すごく実用的だろ？　まあともかく、遠とお見みは光る葉のことは知らなかったわけだ。やっぱガセかな。本当に効果があるなら、俺も探してみようと思ってたんだけど」


    　ん……〝やっぱガセかな〟だって？


    　まるでほんの少しは本当かもしれないと思っているような口ぶりが少し引っかかる。こういう話は嘘うそだと分かった前提でするのが常だというのに。情報ソースが友人だからかもしれないが。


    「──友達が拾ったんだろ？　だったらそれを見せてもらえばいいんじゃないのか？」


    「いや、いつのまにか無くなったんだとさ。噂うわさじゃ願いを叶えると消えるらしいから、そのせいだろうって言ってたぜ」


    「嘘うそ臭いな……」


    「そう言うなって、本当だったらすげぇだろ？」


    　宮みや島じまはやけに目を輝かせて迫る。やはりその噂を信じているらしい。


    　するとそれまでショックにうな垂だれていた山やま崎ざきが口を挟んだ。


    「いいや──遠見の言う通りだ。そんな怪しいもん追いかけてねえで、勉強するぞ宮島。裏切り者の遠見は放っておいてな」


    　珍しく建設的な提案をする山崎だったが、宮島は首を横に振る。


    「え？　俺は勉強しないけど」


    「は？　な、なんでだ？　追試があるだろうが」


    　山崎はポカンとした様子で問う。すると宮島は事も無げに答えた。


    「──俺、追試で満点取れる特技あるし」


    「…………」


    　どうやらその特技は勉強せずとも成し遂とげられる、神の御み業わざらしい。


    　山崎は呆ぼう然ぜんと口を開けていたが、やがてぷるぷると震ふるえ始める。


    「お、お前も裏切り者だっ!!」


    　半泣きで自分の席に駆け戻って行く山崎。僕は哀れなその後ろ姿を見送りながら、宮島に問いかける。


    「──あのさ、宮島。そもそもまだ追試を受けていないのに、どうして満点が取れるって言い切れるんだ？」


    「え？　だってそういう特技だから」


    　会話にならない。


    　こいつ、本当は魔術師なんじゃないかと思いながら、僕は「ああ、そう……」とおざなりに答えたのだった。


    



    　宮みや島じまが自分の席に戻ると、今度は入れ替わりに冬ふゆ上がみがやってくる。どうやら僕らの会話を聞いていたようで、残念そうに溜ため息いきを吐ついた。


    「なあんだ……遠とお見みくん、赤点は免まぬがれちゃったのね」


    「ああ、ご期待に添えなくて申し訳ない」


    　皮ひ肉にくを返すと、冬上は僕を睨にらむ。


    「全くだわ。遠見くんは私に慰なぐさめて欲しくなかったの？」


    「……慰められるような状況にならないことが、一番の幸せだよ。それで冬上の方はどうだったんだ？」


    　朝の様子から結果は予想できたが、聞いてみる。


    「私？　もちろん全教科八割以上取ったわよ」


    「──すごいな」


    　もはや賞賛するしかない。


    「羨うらやましい？」


    「そりゃあな」


    　素直に認めると冬上はにやりと笑う。


    「なら勉強教えてあげましょうか？　条件次第だけど、私と同じぐらいの点数を取れるようにだってしてあげるわよ」


    　そう言って何やら裏がありそうな提案をしてくる冬上。しかし僕が返事をする前に、もう一つの声が割り込んだ。


    「ふふ、啓けい介すけさん。雪ゆき絵え程度の点数で満足してもいいのですか？」


    　びくっと冬上が体を震わせて背後を見る。そこには一見小学生かと思ってしまうほど小柄な少女が立っていた。


    　ウェーブのかかった長い髪に縁ふち取られた顔も幼いが、僕らと同じ高等部の制服を着ている。彼女はクラスメイトの朝あさノの宮みや陽ひ名な。一学期の中ほどに飛び級で転入してきた少女。そして元《群れクラウド》の魔術師だ。


    　冬上は「全く、朝ノ宮さんはいつも心臓に悪いわね……」と呟つぶやきながら場所を空ける。ある一件で冬上は陽名ちゃんの部下に近い立場だったため、今でもどこか気き後おくれする部分があるらしい。


    「あ、そういや陽名ちゃんは飛び級してるぐらいだし、勉強できるよな。テストはどんな感じだったんだ？」


    　僕の机に近づいてきた陽名ちゃんに尋ねてみた。


    「わたくしですか？　ほとんど満点でしたよ」


    　想像以上の答えが返ってきて驚く。


    「──すごいな。もしかしたら学年一位とか取っちゃうんじゃないか？」


    「あはは、そうかもしれないです。ですがわたくしの立場では、これくらいの点数を取らないとダメなのですよ。飛び級ですから。勉強について来れないと判断された場合、最悪この学年にいられなくなってしまうです」


    「そうか、飛び級もなかなか大変なんだな……」


    「はいです。わたくしも陰で努力してるのです。勉強を習うならわたくしにしておいた方がいいですよ？」


    　陽ひ名なちゃんに横目で見られて冬ふゆ上がみは肩を落とす。


    「……はいはい、分かったわ。私じゃ力不足ってことね。遠とお見みくん、次はせいぜい頑張って私よりいい点数取ってみなさいよ」


    　捨て台詞ぜりふを残して冬上は自分の席へと戻っていった。それを見送り、陽名ちゃんはにっこりと微ほほ笑えむ。


    「危ないところでしたね。啓けい介すけさんが雪ゆき絵えの毒どく牙がにかかってしまうところでした」


    「助かった……って言っていいのか？」


    「はいです。ですからわたくしの働きと、陰の努力へのご褒ほう美びをくださいです」


    　陽名ちゃんはそう言うと、前かがみになって僕へ頭を向ける。


    「──えらいえらい」


    　多少、照れを感じながらも、僕はそのフワフワの髪を撫なでた。言葉は棒読みになってしまったが。


    「えへへー、ありがとです。あ、啓介さん。アリッサさんが、こっちを羨うらやましそうに見てるですよ？」


    「え？」


    　僕が隣となりの席を見ると、ばっちりアリッサの碧へき眼がんと目が合った。


    「っ……ふん!」


    　だがアリッサは鼻を鳴らして顔を背そむけてしまう。ツグミの件に関しては昼休みに釈明したのだが、未だに機嫌が悪い。


    「──啓介さん。きっとアリッサさんも、テストの結果について聞いて欲しいのだと思うです」


    　僕の耳元に口を寄せて陽名ちゃんが囁ささやく。


    「いや、アリッサは大丈夫だ。テスト勉強は手伝ったけど、僕より頭の巡めぐりも物覚えも良かったし結果が悪いわけない。答案返却のときも落ち込んでたりはしなかったよ」


    「そ・れ・で・も・です!　全く、啓介さんはそういうところが鈍いですね。いいから聞いてあげるです!」


    　耳元で叫ばれ、僕はしぶしぶアリッサに声を掛ける。


    「えっと……アリッサ？」


    「何!?」


    　ぐるっと凄すさまじい勢いで振り返り、僕を見るアリッサ。気け圧おされながらも言葉を続ける。


    「テスト……どうだった？」


    「わ、悪くなかったわよ？　ほらっ!」


    　アリッサは答案用紙を纏まとめて僕に突き出す。


    　数学と英語は九十点台。転入したばかりのアリッサに不利となる暗記科目も平均点を少し下回る程度だ。


    「おお、僕よりだいぶいい点数じゃないか」


    「で、でしょ？」


    　アリッサは視線を逸そらしながらも、頬ほおを赤くして照れた様子を見せる。


    「…………」


    　だがそれ以上、特に言うことは思いつかない。するとアリッサが確認するように訊ねてくる。


    「あ、あたし、頑張ったわよね？」


    「そうだな。九月に転入して、この成績はすごいと思う」


    「で、でしょ？」


    　再び会話が途切れる。しかしアリッサは答案を突き出した格好のまま、動こうとしない。


    「…………」


    　無言のまま、ちらちらと僕を横目で見てくるアリッサ。妙に落ち着きがない。


    「──トイレに行きたいなら、早くした方がいいぞ？　もう六時間目が始まる」


    「違うわよ!」


    　アリッサは叫ぶと、僕に詰め寄る。


    「ケースケ!　どうしてあたしのことは褒ほめないの？」


    「ほ、褒めたじゃないか？」


    「こ、言葉じゃなくて……ほら、他に何かあるでしょ？　その……ヒナにしたみたいな……」


    「──頭、撫なでるのか？」


    　まさかと思いつつ僕が口に出すと、アリッサの顔が真っ赤に染まる。


    「あ、そ、その……う、うん」


    　頷うなずかれてしまった。


    　僕は上目遣いに見上げてくるアリッサを前に硬直する。


    「え、えっとさ、こういうの……アリッサは子ども扱いされるみたいで嫌だろ？」


    　これは幼い容姿の陽ひ名なちゃんだからこそ、あまり抵抗なく教室で出来たのだと、僕は言外に訴える。


    「べ、別に気にしないわよ。いいから早く──褒ほめて。そうしたら今朝のことは忘れてあげる」


    　アリッサが頑張ったのは事実だ。僕より何倍も。その努力を知っている僕は褒めろと言われて、褒めないわけにはいかない。幸運で赤点を免まぬがれただけの僕に拒否権はなかった。


    　覚悟を決めて、アリッサの頭に手を乗せる。


    「よ、よくやったと……思うぞ」


    　さすがに撫なでることまではできず、僕はそのままぶっきらぼうに告げた。


    「──うんっ」


    　だがそれでもアリッサは嬉うれしそうに頷うなずく。本当にそれまでの不機嫌なオーラを吹き飛ばして、輝くような笑みを浮かべる。


    「何というか……傍はたから見ると、なかなかに恥ずかしい光景だったのですね」


    　僕の隣となりでは陽ひ名なちゃんが頭を押さえて、そんなことを呟つぶやいていた。
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    　テスト返却が終わり、残すは六時間目のロングホームルームのみ。


    　黒板の前には男女の学級委員が立ち、影の薄い担任は教室の隅で様子を見守っている。


    　大きな試練を乗り越えた僕は、ボーっと学級委員が黒板に書き記して行く文字を目で追っていた。追うだけで理解はしていない。脳内は既に放課後の予定を組み立てている。


    　教会に由ゆ衣いを迎えに行くって約束したからアリッサも誘うか……。この一週間、テスト勉強で鈴りんちゃんと会ってないだろうし。


    　まあアリッサのことだから、僕が誘うまでもなくそのつもりかもしれない。


    　だが横目でアリッサを見ると、少し様子がおかしい。キラキラとした眼まな差ざしで、黒板を凝視していた。


    　何だ？


    　僕も再び黒板に目を戻し、視界に入っていても意識には入れていなかった板ばん書しよを読む。


    　そこには『傘さん陽よう祭さいの出し物について』と書かれていた。


    「あ……」


    　思わず、声に出して呻うめく。すっかり忘れていた。そう言えばテストの後にはこのイベントがあったのだ。


    　傘陽祭とは傘陽学園の中等部、高等部合同で行われる文化祭だ。例年十月第一週の土日に実施されている。もうその日は約二週間後に迫っていた。


    「──ねえねえ、ケースケ。サンヨウサイって面白そうね」


    　隣の席のアリッサが、体を寄せて囁ささやいてくる。


    「まあ一年で一番派手なお祭りだしな。そういや……うちのクラスはまだ出し物が決まってなかったか」


    　思い出せばテスト前にも同じ議題でホームルームをした気がする。だけど結局、あまり意見が出なくて今回に持ち越されたのだ。早いところは夏休み前から準備をしているクラスもあるので、ずいぶん出遅れていると言わざるを得ない。


    　学級委員はもう施設使用許可申しん請せいの期限が近いので、今日は出し物が決まるまで帰れないと宣言していた。


    　そのかいあってか、消極的だった生徒の中からちらほらと手が上がる。


    　喫茶店、露ろ店てん、お化け屋敷、演劇、ダンス……一度意見が出始めると、堰せきを切ったように様々な案が述べられていった。


    　極端だな、と思いながら僕は傍観する。今の今まで文化祭のことを忘れていた僕に、提案できるものなどない。それに僕は五月、クラスから弾かれようとしていた未み由ゆを庇かばって以来、微妙に浮いている。冬ふゆ上がみとの確執が解消されてからはマシになったが、普通に話し掛けてくる生徒は少ない。特に男子は、山やま崎ざきと宮みや島じまぐらいだ。他の男子生徒からはたまに敵意すら感じることもあった。明確な理由は分からないのだが……。


    　そんな僕は積極的に参加しない方がいい。その方が空気を乱さずに済む。黒板に次々と追加されていく意見を眺ながめながら、僕は何でもいいから早く決まって欲しいと胸中でぼやいた。


    「ケースケ、ケースケってば」


    　だが他ひ人と事ごとを決め込み、欠伸あくびをする僕の脇腹がいきなり突付かれる。隣となりを見るとまたもやアリッサが椅い子すを傾け、体を寄せてきていた。


    「……どうした？」


    「あれ、何かしら？　あたし、分からないんだけど」


    　そう言って黒板に書かれた提案を指差すアリッサ。


    「どれのことを言ってるんだ？」


    「あの、プラネタリウムってやつよ。初めて聞く言葉なの」


    　いつのまにか王道な出し物は提案され尽くしたようで、現在黒板に記されていくのは人形劇や占いの館などマイナーなものに変わっていた。プラネタリウムもその一つだ。


    「──プラネタリウムっていうのは、星の光を映し出す機械のことだよ」


    「星の光を？　そんなことできるの？」


    「ああ。本当は物もの凄すごく精密な装置なんだけど、簡易なものなら僕らでも作れると思う。よく科学雑誌の付録にあったりするぐらいだしな」


    「へー、どんな感じのものなのかしら……」


    「うーん、暗い部屋に星空を創り出すって感じかな」


    「ホント!?　星空を創れるの？　あたしプラネタリウム見てみたい!」


    　僕の説明を聞いて席を立ち、大声を上げるアリッサ。案あんの定じよう、クラスの注目を集めて会議が中断する。


    「あはは……ごめんなさい」


    　アリッサは苦笑いを浮かべて謝り、着席する。僕も居心地悪く肩を竦すくめた。


    「──まったく、リアクションが大きすぎだ」


    「だってすっごく驚いたんだもん。星空を創るってことは、宇宙を創るのと同じじゃない」


    「そこまで大げさなものじゃないんだけどな……。まあそんなにアリッサが見たいなら、僕はプラネタリウムに一票入れるよ」


    　どうせ僕自身は何でもよかった。それならばアリッサが喜ぶものにしたい。


    「ありがとケースケ。ケースケが協力してくれるのなら、きっとプラネタリウムで決定ね」


    「おいおい……三十何人のうちの一票に過か剰じような期待をしないでくれ」


    　僕は苦笑いを見せながら言うが、アリッサは首を横に振る。


    「ううん、ケースケは私の願いを叶えてくれるわよ。だってこれまでも、ずっとそうだったんだから」


    　全く当てにならない根拠を、アリッサは自信満々に言い切った。


    　まるで世界の理ことわりを告げるかのように──。


    



    　プラネタリウムが選ばれる確率は高くない。多くの意見が上がったものの、結局は王道の喫茶店かお化け屋敷になるだろう。そう思っていた。けれど……。


    「まさか──本当にプラネタリウムが選ばれるなんてな……」


    　放課後、アリッサと二人で教会へ向かう帰り道。僕は未だ信じられない心地で呟つぶやく。ちなみに未み由ゆと冬ふゆ上がみは掃そう除じ当番。山やま崎ざきは追試に向けての補習。陽ひ名なちゃんと宮みや島じまは校門まで一緒だったが、そこで別れた。


    「ね、あたしの言った通りでしょ？」


    　左隣を歩くアリッサが、得意げに笑う。こうやって二人きりになるのは久しぶりな気がする。テスト勉強は皆で未由の家に集まってしていたし、このところ屋敷の監視が厳しいらしく、夜にアリッサが部屋を訪れることもなかった。


    「──ただの偶然だよ。他のクラスと被かぶることが分かって、最有力候補の喫茶店とお化け屋敷が除外されたからな」


    「けど圧倒的勝利だったじゃないの」


    　……そうなのだ。二案を除のぞいてもまだ十以上もあった出し物候補。その中でプラネタリウムはクラスの半分以上の票を集めて、選ばれたのだ。


    「……思うに、あのときアリッサが大声でプラネタリウムが見たいって叫んだのが決め手だったんだよ。皆、王道案がなくなって何に投票するか迷ってただろうし、どうせならアリッサの希望を叶えてやろうと思ったんじゃないか？　僕みたいにさ」


    「違うわよ。ケースケのおかげ」


    「まだ言うか」


    「あはは、でもあたしは心からそう信じてるわよ？」


    「僕はアリッサが思ってるほど大した人間じゃないさ。いつか幻滅するから、もう少し控えめな期待にしといてくれ」


    　僕は半分呆あきれながら釘くぎを刺した。けれどアリッサはその釘を一瞬で引っこ抜く。


    「それは無理な相談ね」


    「どうしてだよ？」


    「だって好きな人のことを信じるのは、当たり前じゃない」


    　にこやかに笑って答えるアリッサ。


    「…………」


    　言葉を続けられない。顔が熱い。僕は赤くなっているのを見られないために、あさっての方を向いた。


    「あ、ケースケ照れてる」


    　視界の外から、アリッサの楽しそうな笑い声。


    　近頃アリッサは、こんな台詞せりふを唐突に言う。昔とは違う意味で「好き」と言う。僕の心拍数を跳ね上げる「好き」を繰り返す。


    　これはきちんと答えを返さなければいけない「好き」だ。しかし僕はまだ返事ができていない。


    　自分の心が、見えないから。


    　もう一人、同じ言葉をくれた人がいるから。


    「──もしかして、困ってる？」


    　視線を空に逸そらしたまま黙った僕に、アリッサが訊ねる。少し、不安そうな声こわ音ねで。


    「いいや、困ってない」


    　僕はアリッサに向き直ると首を横に振る。だがアリッサの表情は晴れない。


    「ごめんね、ケースケ。あたしはケースケがどんな人か分かってるのに……選べないって知ってるのに──」


    　ここまでアリッサが踏み込んできたのは、連れん大だいの事件以降初めてだった。僕は真剣に考えを纏まとめて、アリッサに答える。


    「それは違うよ、アリッサ。僕はこの前、気付いたから。好きって気持ちは、選ぶとか、手放すとか頭で考えるものじゃない。そんな傲ごう慢まんなものじゃなくて、ただ単に心が惹ひかれて寄り添う……それだけなんだろうなって」


    「ケースケ……」


    「だからもうちょっとだけ──これまで怯おびえて、がちがちに固まってた心が動けるようになるまで……待ってて欲しい」


    　僕がそう頼むと、アリッサはようやく不安の色を消した。


    「そ、よかった……だったらあたしのすることは変わらないわ」


    　声を弾ませて、僕の左腕にぎゅっと抱きついてくるアリッサ。柔らかな感触に僕は再び動どう揺ようする。


    「お、おい!?」


    「ケースケのこと、ずっと好きでいるから。ケースケがどんなケースケになっても、あたしはずっと、このままのあたしでいるからねっ」


    　どうしようもなく可か愛わいく見えるその笑顔で、アリッサは僕の鼓こ動どうを速める。


    「…………」


    　またもや僕は、視線を逸そらして黙り込むしかなかった。


    　顔を、熱くして。


    



    



    　僕の心拍数はずっと落ち着くことなく、早いテンポを維持していた。


    「──星空かぁ。創るのも見るのも、すごく楽しみ」


    　僕の左腕に腕を絡からませながら、アリッサが呟つぶやく。少し歩き辛づらいが、自分からこの温かさを振り払うことはできない。


    　僕らは男子寮りようの前を経由してではなく、街まち中なかを通り教会へ向かっていた。遠回りにはなるが、おかげで周りの目はそれほど気にしないで済んでいる。


    　それにしてもアリッサは、さっきからずっとはしゃぎっぱなしだ。


    「なあ、アリッサは《流ながれし星ほし竜りゆう》の魔術を使ってるよな。だから星が好きなのか？」


    　だから僕はアリッサに訊ねてみた。何か特別な思い入れがあるのか気になって。


    「んーと……まあ、それもあるわね。あたしと宙そらは繋つながっているから。でもそれ以上に、昔お母様から聞かされたお伽とぎ噺ばなしのおかげかしら」


    「お伽噺？」


    「うん。魔法の国のお伽噺。聞きたい？」


    「興味はあるな」


    　僕が頷うなずくとアリッサは指先を顎あごに当て、考える素そ振ぶりを見せる。


    「じゃあどれがいいかしら……」


    「そんなにたくさんあるのか？」


    「そうよ。あたしが小さな頃、お母様は毎日語ってくれたから。星を神様として崇あがめている国で起こった、色んな奇跡についてのお話をね」


    「星が神様、か」


    　何となく空を見上げて呟つぶやく。青空にはまだ星の輝きは灯ともっていない。


    「ええ。その国の人々は星の神様から魔法の力を借りて豊かに暮らし、星の大河である天の川ミルキーウエイを最も崇高な存在──星ほし竜りゆうとして祀まつっていたの」


    「ん？　ちょっと待ってくれ。星竜って《流ながれし星竜》のことか？　これ、お伽とぎ噺ばなしなんだよな？」


    　語り出したアリッサだったが僕は思わず口を挟む。


    「それは、よく分からないわ。《流れし星竜》のルーツとなった国の話かもしれないけど……たぶんお母様の創作よ」


    「どうしてだ？」


    「だってこんな国があったのなら、世界のどこかには伝承が残ってるでしょうし。そうしたらお爺じい様さま以外でも《流れし星竜》の存在を知り、契約できちゃうかもしれないじゃない」


    「あ……確かにそうか」


    　世界から魔術を奪う壁《天牢ウオルフ＝ライエ》を創ったヒース＝ストーリングは〝誰も知らない〟三柱の《高次存在ヴイナー》を使し役えきした。未知であったからこそ、彼の一族以外はヒースが扱う魔術を使うことができなかったのだ。


    「──まあ、あたしも子供の頃は信じてたんだけどね。特に〝聖女レナ〟の話が好きだったなぁ……」


    「どんな話なんだ？」


    「星竜に仕える聖女様が悪い魔法使いに攫さらわれちゃう話よ。だけど強くてカッコいい王様が助けに向かうの。そして魔法使いのアジトに乗り込んで、聖女様を救い出すのよ。あたし、その王様にずっと憧れてたわ」


    「はは、冒険活劇だな」


    「うん、そんな感じよ。お母様は話すのがすごく上う手まかったから、何度聞いてもハラハラしたわ。特に王様が魔法使いを倒したけど大おお怪け我がをして死にそうなった時とか、泣いちゃったもの」


    「アリッサが？」


    「……何よ、悪い？」


    　拗すねたように口を尖とがらせるアリッサ。


    「いや、そんな可か愛わいい頃もあったんだなって」


    「──か、可愛い？　あれ？　でも褒ほめられてるわけじゃないのかしら？」


    「ふ、深く考えるなって!　それより王様はどうなったんだ？　助かったのか？」


    　慌あわてて話題を元に戻す。するとアリッサはパッと顔を明るくした。


    「もちろんよ!　聖女様が夜空から星の竜を招いて王様の傷を癒いやしたの。あたし、その話を聞きながら天の川の輝きが竜の姿になるのを想像したわ。それ以来、あたしは星空をよく眺ながめるようになったのよ」


    「星の竜を探したのか？」


    「うん。夜空を流れる天の川は、本当に竜みたいな光の帯だった。そしてあたしがルゥトの儀式を行って魔術師になってからは、そこに確かな存在を感じられるようになったの。銀河の星々──その輝きが重なり連つらなる光の輪。それが星ほし竜りゆうだって理解したの。お母様は……あたしが《流ながれし星竜》のイメージをしやすいように、物語を作ってくれたのかもしれないわ」


    「そっか……」


    　アリッサの思い出話を聞き終わり、僕は微ほほ笑えむ。


    「ケースケ、どうして嬉うれしそうな顔してるの？」


    「ん？　僕、嬉しそうか？」


    「うん、何だかニヤニヤしてる」


    「人聞き悪いな……」


    　僕は首を振り、表情を引き締めた。


    「何が嬉しかったの？」


    「ん……その、何て言うかさ、僕はアリッサのこと、特に《方はこ舟ぶね》でのことはあんまり知らないからさ。それが聞けて……まあ少し、よかったなぁって」


    　またニヤつかないように気をつけながら、僕は答える。するとアリッサは納得したように頷うなずいた。


    「ふうん、じゃあ夏休みにあたしがケースケの故郷──ナナミへ行ったときみたいな感じなのね」


    「え？」


    「あたしもケースケがどういう風な場所で生きてきたのか、どんな人達に囲まれて暮らしてきたのか知ることができて、嬉しかったから」


    　アリッサはそう言って、絡からめた腕に力を込める。


    「ね、ケースケ。今度ゆっくり、お互いの昔話をしてみない？　そうしたら二人とも嬉しくなれるわよ」


    　それはとてもいい提案に思えた。けれど素直に頷くのは気恥ずかしい。


    「……機会があったらな」


    　だから僕は仏ぶつ頂ちよう面づらを崩くずさずに答える。


    「うん、じゃあ今度ね!」


    　しかしアリッサは全てを見透かしたかのように、笑顔で頷いたのだった。


    



    　　　　　　　４


    



    　普段は通り過ぎるだけの街並み。意識にも止めない風景。


    　たくさんの家々の中には、僕らに関わりのない大勢の他人が暮らしている。


    　けれどそれが、ふとしたきっかけで特別な場所、特別な人たちに変わることもある。


    　今僕がアリッサと共に辿たどり着いた児童養護施設を兼ねた教会も、その一つだった。鉄てつ柵さくで囲われた敷地内には高い鐘しよう楼ろうがある教会と、三階建ての宿舎、広い運動場が見えている。


    　テスト勉強に忙しかったので、ここを訪れるのはツグミの初登校時に迎えに来て以来だ。


    「ケースケ、早く入りましょうよ」


    　無意識に門の前で立ち止まっていた僕をアリッサが呼ぶ。


    「ああ」


    　頷うなずいて歩き出そうとする。だが何かが僕を躊躇ためらわせた。


    「ケースケ？」


    　不思議そうに僕を見るアリッサ。


    「な、何でもない。すぐ行くよ」


    　僕は訳の分からない躊ちゆう躇ちよを抑えつけて、ようやく門の内側に入る。特に何も起こらない。


    　──僕は、何かが起こると思っていた？


    　自分自身の思考に戸惑うが、アリッサが礼拝堂の入り口にどんどん歩いていってしまうのを見て慌あわてた。


    「アリッサ、待ってくれ!」


    　僕は走ってアリッサに追いつくと、隣となりに並ぶ。


    　──アリッサを一人にしてはいけない。


    　またもや湧わき上がる理由の分からない衝動に困惑しながら、僕はアリッサと共に礼拝堂の扉とびらを開いた。


    　ステンドグラスから差し込む彩光が荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きを作り出す堂内に、ギイィィッという扉の音が反響する。他に、音はない。


    　これまで何度か聞いたことのあるオルガンの音も流れていない。とても静かだ。無人かと思うほどに。けれどそこには人の姿があった。


    　祭壇の前で膝ひざをつき、祈りを捧げる幼い少女。脇には白い杖つえが置かれている。


    　僕らが入ってきたことに気付いていないのか、こちらを振り向く様子はない。


    　その両隣にも、二人。麦むぎ藁わら帽子を被かぶった由ゆ衣いと、修道服に着替えたツグミだ。彼女たちの方は扉の音に反応し、僕らを見た。


    「あ、お兄ちゃん!　それにアリッサさんも」


    　由衣が声を上げて近づいてくる。


    「……センパイ、約七時間ぶりですね」


    　ツグミはその場を動かず、ぺこりと頭を下げた。僕は二人に挨あい拶さつを返した後、由衣に訊ねる。


    「なあ、鈴りんちゃんは何をしてるんだ？」


    　一心に祈っている少女の背中を示す。彼女の名は鈴。この施設で暮らす、盲もう目もくの少女だ。


    「お祈りしてるんだよ」


    「いや……それは分かるんだけど」


    　どう聞いたものか僕は考える。だがその間に由ゆ衣いは言葉を続けてきた。表情に心配そうな色を混ぜて。


    「──でも本当は、寝てなくちゃいけないの」


    「寝る？」


    「うん、鈴ちゃん風か邪ぜ引いてるから」


    　それを聞いたアリッサが慌あわてた様子で口を挟む。


    「ちょっと、それじゃどうして寝てないのよ!?」


    「鈴ちゃん、毎日お祈りを欠かしたことがないんだって。あたし止めたんだけど……無理にでもここへ来ようとしたから、ツグミさんと相談して付き添ってきたの」


    　僕が確認の意味を込めてツグミを見ると、彼女はコクンと頷うなずく。


    「……勝手に無理をされるよりは、傍そばで見守ったほうが良いと判断しました」


    　そういうことか。けど、風邪ならばやっぱり大人しく寝ているのが一番だ。秋の気配が近づいてきている今、礼拝堂の中もひんやりと肌寒い。
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    「鈴りんちゃん、お祈りが大切なのは分かるけど、早く戻った方がいい」


    　僕は鈴ちゃんに近づき、強めの口調で話しかける。しかし反応はない。小さな足音にも気づくほど聴覚の鋭い鈴ちゃんが、聞こえていないはずないのだが。


    　仕方なく僕は肩を叩こうと手を伸ばす。けれどその手が届く寸前、鈴ちゃんはピクッと体を震わせて、こちらを振り向いた。光を映さない瞳ひとみが僕を見る。


    「……だれ？」


    「あ、えと、僕……だけど」


    「その声……けーすけさん？」


    　目を丸くして、驚いた様子で僕の名を呼ぶ。その顔は火ほ照てったように赤く、由ゆ衣いの言う通り風か邪ぜのようだ。


    「──何度か呼んだんだけど、気が付かなかったか？」


    「そうなの？　ごめんなさい……お祈りしてて、分からなかった」


    　申し訳なさそうに俯うつむく鈴ちゃん。それほど真剣に祈っていたということだろう。


    「もう、リン!　風邪なのに無茶しちゃダメじゃない!」


    　僕らのやり取りを聞いていたアリッサが近づいてきて、その手を鈴ちゃんの額ひたいに当てる。


    「……やっぱり、すごく熱い。ほら、部屋に戻るわよ」


    　アリッサは少し怒った口調で言うと、答えも聞かずに鈴ちゃんを抱き上げた。


    「え？　あ、アリッサさんも来てたの？　へ、へいきだよ。わたし、自分で歩けるから」


    「歩けるけど、しんどいでしょ？　それが無茶っていうの。ケースケ、杖つえを持ってくれる？」


    「ああ、分かった」


    　僕は頷うなずいて、床に置かれた視覚障がい者用の杖を手に取ろうとする。けれどその前に由衣が素早く杖を拾い上げた。


    「お兄ちゃん、これはあたしが持つよ!」


    　鈴ちゃんのために由衣も何かしたいのだろう。杖をぎゅっと胸に抱き、由衣が僕を見上げる。


    「わかった、頼む」


    　僕は微ほほ笑えんで頷うなずき、ツグミの方を向いた。


    「ツグミ、鈴ちゃんの部屋まで案内してくれるか？」


    「……分かりました。こちらです」


    　僕たちはツグミの先導で礼拝堂を出ると、運動場の横を歩き、二つある棟むねのうち新しい方へと入った。


    　古い方の棟は、八や朔さく連れん大だいの事件で冬ふゆ上がみとアリッサ、そして僕自身も囚とらわれていた場所だ。ツグミに聞いたところ、あの棟は取り壊しが決まっていて今は使われていないのだという。


    　そういや、何であんな場所に捕まってたんだっけ……？


    　ツグミが敵の一味だったから……それは分かる。だがそもそも、どうしてツグミはこの施設を監かん禁きん場所に選んだ？　ツグミはどんな経緯でここへやってきた？


    　聞いたような気もする。だけど……思い出せない。


    　記憶を呼び起こそうとするが、脳裏に浮かぶのは緑色に塗りつぶされたイメージ。まるで植物の蔦つたに覆おおわれているかのように、記憶の蓋ふたが開かない。


    「──なあ、ツグミはどうしてこの施設に来たんだっけ？」


    　僕は足を早めてツグミに並ぶと、小声で訊ねてみる。


    「……どうしたのですか、急に？」


    「いや、ちょっとな。確認だ」


    　訝いぶかしげな表情を浮かべるツグミだが、素直に答えてくれる。鈴りんちゃんには聞こえないよう声を抑えて。


    「……もちろん、隠れ場所とするためです。私は護衛として連れてこられました」


    「誰に？」


    「……八や朔さく連れん大だいと──」


    「と？」


    　心臓が跳ねた。どこを探しても見つからなかったピースが、嵌はまりそうな感覚。僕の記憶を覆いつくす緑の蔦の隙すき間まから、何かが見えそうな予感。


    「…………いえ、間違いました。八朔連大だけです」


    　けれどその言葉で、見えかけていたピースも幻へ変わる。隙間も蔦に塞ふさがれる。


    「そっか……まあ、そうだよな。それ以外にいないもんな」


    　何か引っかかるものはあるが、おかしいところはなにもない。ないはずだ。


    　きっと気のせいだろう。そう思うと、それまであった違和感が嘘うそのように消えて行く。


    　無駄なことを考えていた自分に呆あきれながら、思考を切り替える。すると今度は別のことが気になってきた。


    「そういやツグミ、さっき連大のことを様付けで呼ばなかったな」


    「……はい」


    「どうしてだ？」


    「……もう私は《一鶫スラシユ＝ワン》ではないですから。ツグミである私は、あえて敬称を付けようとは思いません」


    　少し回りくどいツグミの言葉を頭の中で噛かみ砕く。


    「つまり──嫌いだったのか？」


    「……いいえ。彼は、これまで私が接してきた大多数の人間と同じでしたから……特別な感情は何も抱いだきませんでした」


    「同じ？」


    「……嘘を吐つくのが当たり前で、そうでなくては自分を保てない人間です。彼らは本音を覗のぞかれることを極度に恐れ、私に絶対触れません。嫌われていたのは、私の方です」


    「…………」


    　軽けい率そつだった。僕の質問は、過去にツグミへ向けられた嫌悪の感情を再生させてしまっただろう。直接触れずとも、眼まな差ざしから、態度から、言葉から伝わるその感情がどれだけ心を蝕むしばんだか想像もつかない。


    　僕は歩きながら無言で、ツグミの頭に手を置く。


    「……センパイ、心の中、ごちゃごちゃですね」


    　苦笑を浮かべてツグミが僕を見上げた。


    「ああ、上う手まく考えが纏まとまらないからな。何を言えばいいのかも分からない」


    　でも、今はこうすべきだと思った。理屈ではなく。


    「……これで十分です。十分、あったかいです」


    　ツグミは首を振って、微ほほ笑えんだ。


    「……ありがとうございます。センパイは必要なときに手を差し伸べてくれる人なんですね……。先ほどもセンパイたちが来てくれて、助かりました」


    「ん？　何のことだ？」


    「……鈴りんのことです。礼拝堂へ行くときは、由ゆ衣いさんが鈴に肩を貸しました。私は見ているだけでした。助けることも、止めることもできなかったです。強引に連れ帰ることも……。私は触れると心を覗のぞいてしまいますから。私の力を知らない人の心を読むのは不公平──ですよね？」


    　朝言った僕の言葉をツグミは繰り返す。


    「そっか──ごめん、僕はツグミに余計な枷かせを嵌はめたな……」


    　後悔して謝る。こういった時に行動できないのは辛つらいだろう。深く考えずにそんな言葉を口にした僕は愚かだった。


    「……いえ、いいんです。センパイが言ったことは間違っていません。センパイは私に指針をくれました。それにどうしても必要なときは、触れるのを厭いとわないつもりです。大切な……友人のためなら」


    　ツグミはそう言って後ろを歩くアリッサを──その腕に抱かかえられている鈴ちゃんを見る。


    「──それならよかった。僕の言葉が絶対だとか考えて、縛しばられたりして欲しくなかったんだ」


    　ほっとして僕は息を吐いた。


    「……はい。その思い、伝わってきましたから。センパイの心、私は裏切りません」


    　ツグミは頭の上に乗っている僕の手に触れると、頼もしく笑って見せた。


    



    　鈴ちゃんの部屋は、一階の奥まった場所にあった。子供達の部屋は本来二階と三階にあり、一部屋に二人が寝泊まりしているらしい。けれど鈴りんちゃんの場合、階段の昇り降りなどに危険が伴ともなうので一階に一人部屋を宛あてがわれたそうだ。


    　扉とびらには低い位置に点字が刻印されたシールが貼られている。読み方は分からないが、恐らく鈴ちゃんの名前が記されているのだろう。


    　僕とツグミは先に扉を開けて、中に入る。部屋にあったのはベッドと勉強机だけ。蛍光灯以外には電化製品の類たぐいは一切ない。


    　続いて入ってきたアリッサがベッドに鈴ちゃんを寝かせ、最後に由ゆ衣いが扉を閉めた。


    「ほら、戻ってきたわよ。ゆっくり寝て、しっかり風か邪ぜを治しなさい。もう無茶しちゃダメよ？」


    　アリッサは鈴ちゃんに布ふ団とんを掛けてあげると、優しく言い聞かせる。


    「ありがとう……アリッサさん。でもお祈りは……どうしても続けたいの」


    「リン、そんなんじゃ風邪が長引くじゃない。傘さん陽よう祭さいに来れなくなったらどうするの？」


    「さんようさい？」


    「ケースケの──じゃなくて、あたし達の学園で行われる文化祭よ。ホントは今日、リンのことを誘うつもりだったの」


    　アリッサは〝あたし達の〟という部分を嬉うれしそうに──少し誇らしげに告げる。今日、ここへ来るまではしゃいでいたのは、早く鈴ちゃんにこの事を伝えたかったからに違いない。


    「文化祭……」


    「二週間後だから、その頃にはもう元気になってるわよ。来てくれる？」


    「……アリッサさんたちは、何するの？」


    「プラネタリウムよ。星空を創るの!」


    　笑顔で答えるアリッサだったが、鈴ちゃんは対照的に顔を曇くもらせた。


    「わたし……やめとく」


    　その返事に僕は驚くが、すぐにその理由は思い当たる。しかし僕が止める間もなく、アリッサは呆あつ気けに取られた顔で聞き返していた。


    「え？　どうして？」


    「行っても、仕方ないから……。わたし、星空がどんなにキレイでも……見えないから」


    「あ……」


    　絶句し、顔を強こわ張ばらせるアリッサ。表情には後悔の色がありありと窺うかがえる。


    「ご、ごめんね、リン。あたし──何も考えてなかった」


    　鈴ちゃんを傷つけてしまったと思ったのだろう。アリッサは声を震ふるわせて謝る。


    　僕もこの話題が出たときに気付くべきだった。そうすればアリッサにこんな顔をさせずに済んだのに……。


    　だが鈴ちゃんは、アリッサを気遣うように笑みを浮かべて首を振る。


    「いいの。気にしないで、アリッサさん。文化祭へ行きたくない理由は……それだけじゃないの。他にもあるの」


    「他の……理由？」


    　僕はアリッサに代わり、問いかける。


    「わたし、学校があんまり好きじゃないの。だから……プラネタリウムじゃなくても、行かなかったと思う」


    「そうか……」


    　確か鈴りんちゃんは小学校へ通わずに、シスターから勉強を教わっているのだという。何か事情があるのかもしれない。


    「……何な故ぜ、学校が嫌いなのですか？　私は通い始めたばかりですが、それほど悪くない場所だと思います」


    　しかし僕が躊躇ためらっていた質問を、ツグミがぶつけてしまった。そこまで踏み込んではいけない気がしたが、一度口にされた言葉は取り消せない。僕は鈴ちゃんを追い詰めていないか気になって様子を窺うかがう。


    「──学校って〝ふつう〟だから。みんな、おなじ場所に集まって、いっしょのお勉強をしてる。だから、みんなおなじで、ふつう。だから、なにか一つがちがうと、ふつうじゃない。そういうの、イヤだったの」


    　鈴ちゃんは声を沈ませながら、平坦な口調で答える。


    　内容は抽象的だったが、僕にはよく分かるものだった。僕もアリッサに出会うまでは普通でいることに必死だったから。


    「……言いたいことは分かります……とても。ですが私は──」


    「ツグミ、もういいよ」


    　僕はポンとツグミの頭に手を置いて、制止する。


    　ツグミも自身の能力のせいで〝普通〟からは大きく外れた存在として扱われてきた。学校でもその容姿ゆえ、恐らく非常に目立っているはずだ。鈴ちゃんの気持ちは理解できると思う。


    　けれど、ツグミにとって学校は新しい自分として生きていく舞台だ。それを嫌いと切って捨てられたくなかったのだろう。


    「……すみません」


    　僕の心を読んだのか、ツグミは小さく謝る。


    （心を読まずに、言葉で相手のことを理解しようとするのは難しいですね……）


    　精神感応テレパスで心に直接ツグミの呟つぶやきが伝わってきた。僕は少し強めにツグミの頭を撫なでた後、鈴ちゃんに向き直る。


    「風か邪ぜなのに長話しちゃってゴメンな。今日はもう帰るから」


    　アリッサもツグミも落ち込んでしまい、重くなった部屋の空気。それを吹き払うようにできるだけ明るい声で告げる。


    「鈴りんちゃん!　あたしもお兄ちゃんと一緒に帰るよ。また来るからね!」


    　それまで黙っていた由ゆ衣いも僕に習い、元気に挨あい拶さつした。


    「──うん、けーすけさん、ゆいちゃん、今日はありがとう。アリッサさんも、ツグミさんも、わたしのことを心配してくれてうれしかったよ」


    　鈴ちゃんの言葉にアリッサとツグミは顔を上げる。


    「リン、軽けい率そつなこと言ってゴメン。私も、また来るわ」


    　まだ声に力はないが、微ほほ笑えんで答えるアリッサ。


    「……私は、七時ごろ夕食を運んできます。それまでゆっくり休んでください」


    　ツグミも落ち着いた声で返事をした。


    　そして僕らは鈴ちゃんの部屋を後にする。


    　パタンと扉とびらを閉じた後、アリッサは「あたし、ダメね……」と小さく言葉をこぼしていた。
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    　窓から見える秋晴れの空。その色が青から茜あかね色に移り変わろうという夕暮れ時。


    「はあ……」


    　僕の部屋に重い溜ため息いきが流れた。その主はアリッサ。ベランダの窓に寄りかかるようにして座り、ぼんやりと夕焼け空を眺ながめている。教会を出た後、現在の住処すみかである未み由ゆの屋敷には帰らずに付いてきたのだ。もちろん寮りようへ入るときには魔術で姿を消していたが。


    　僕と由衣はキッチンで夕飯の支し度たくをしながら顔を見合わせる。


    「お姉ちゃん、ずっとあんな調子だね」


    「……そうだな。あ、由衣、にんじん取ってくれ」


    「うん!」


    　僕は近頃自じ炊すいに挑戦していた。一人部屋が集まるこの第一男子寮は払い下げられたアパートをリフォームしたらしく、キッチンとユニットバスが付いている。学生食堂と合同浴場もあるのだが、それは寮として建造された第二から第四男子寮に住む生徒用だ。もちろん食堂を利用する方が楽なので、大半の生徒はそうしている。だが僕は部屋で食べる機会が増えたせいで、カップ麺めんに依存する日が多かった。これではマズいと、奈な波なみへ帰省したときに叔お母ばの茜あかねさんから簡単な料理を習っておいたのだ。


    　ちなみに他の男子寮にはキッチン・バスがない代わりに、エアコンが付いている。どちらがいいかは人それぞれだろう。女子寮には……その両方が揃そろっているらしいが。


    「由衣、たまねぎ」


    「はいっ、お兄ちゃん」


    　たまねぎの汁は目に沁しみた。由衣もごしごしと隣となりで目を擦こすっている。


    　由ゆ衣いは基本的に受け渡し係だ。本人は調理を手伝いたがったが、今朝の二の舞は避けたい。というか、たぶん僕が料理をするようになったので、由衣もやってみたくなったんだろうと思う。今、僕が作ろうとしているのはカレーだ。


    「はあ……」


    　野菜を切り刻む合間に聞こえるアリッサの溜ため息いき。


    　僕は切り終わった野菜や肉を鍋に入れ、蓋ふたをする。あとは待つだけだ。カレーは煮込むのに時間が掛かる。


    　僕は手を洗い、ついでにまだしばしばする目も濯すすいだ。そうしている時にも、アリッサの溜息は定期的に聞こえてくる。しばらくそっとしておくつもりだったが──。


    「ああもう……」


    　とうとう僕は放っておけなくなり、アリッサの傍そばに腰を下ろした。


    「──アリッサ、気にしすぎだ。鈴りんちゃんも許してくれただろ？」


    　僕が話しかけると、由衣も後ろから歩いてきて言葉を重ねる。


    「そうだよ。鈴ちゃん、怒ってなかったよ？　それにプラネタリウム、あたしは楽しみだよ」


    　アリッサは僕らの言葉を聞いて苦笑を見せた。


    「分かってる。分かってるけど──」


    　その顔に表われていたのは悔くやしさだった。


    「何か、できないのかしら。あたし、傘さん陽よう祭さいをリンにも楽しんで欲しかった。学校が苦手だとしても、お祭りの日はきっと楽しいから。プラネタリウムじゃなかったら……来てくれたのかな……」


    「プラネタリウムに投票したこと、後悔してるのか？」


    「ううん、違う。あたしはプラネタリウムを造りたいし、見てみたい。それは変わらない。でも私がどれだけ頑張ったとしても、プラネタリウムって形じゃリンには届かない。それが悔しいの……」


    　アリッサは呟つぶやくと、赤から紺に移り行く空をガラス越しに見上げる。目を細め──一番星を探すように。


    　その横顔を見て思う。何とかしてやりたいと。言葉は自然に口から滑り出ていた。


    「──だったら、届く方法を探せばいいんじゃないか？」


    「え？」


    「クラス展示以外に、僕たちだけで何か鈴ちゃんが楽しめる出し物をしたらいい」


    「そんなこと……できるの？」


    　問い返されて僕は言葉に詰まる。思いつきで口にしただけで、文化祭における詳しい規則など知らなかった。


    「──ちょっと待っててくれ、訊いてみる」


    　僕は机の上に置きっぱなしにしてあった携帯電話を手に取り、アドレス帳から電話を掛ける相手を選ぶ。


    　プルルルル、プルルルル、プル──。


    　三回目の着信音が途中で途切れ、相手が出た。


    『もしもし、啓けい介すけくん？』


    　聞こえてきたのは未み由ゆの声。この携帯電話に登録してあるアドレスはまだ、叔お父じさんの家と咲さきねえ、そして未由のものだけだ。


    「あ、未由。今、寮りようか？」


    　この携帯で話すのは初めてだなと思いつつ、問う。屋敷にいるのなら、目的は果たせない。


    『うん、そうだよ。どうしたの？』


    「えっと、傍そばに陽ひ名なちゃんいるか？　ちょっと訊きたいことがあるんだ」


    　文化祭の細かい規則など、未由も知りはしないだろう。そしてこう訊いてはいるが、質問をしようとしている相手は陽名ちゃんでもない。


    『……いるよ。何だ……私に用事じゃ、ないんだね』


    　声のトーンが下がり、落ち込んだ様子の未由に僕は慌あわてる。


    「そ、その……ごめん。また今度、ちゃんと掛けるから」


    『……本当？』


    「ああ、約束する」


    『……うん。じゃあ陽名さんに代わるね』


    　少しの間が空き、陽名ちゃんの声が聞こえてきた。


    『──もしもし、代わりましたですよ。何の御用ですか？』


    　軽い陽名ちゃんの声に、僕は少し躊躇ためらいながら訊ねる。


    「えっとさ、冬ふゆ上がみの電話番号って知ってるか？　あいつもたぶん、携帯持ってるだろ？」


    　僕の周りで冬上の番号を把は握あくしているとしたら、陽名ちゃんだけだろう。冬上は一時期、スパロウと名乗っていた陽名ちゃんの部下だったことがある。


    『……はいです。一応知ってますです』


    「本当か？　なら教えてほしいんだけど……」


    『耳みみ掻かき』


    「へ？」


    『耳掻きで、どうですか？』


    「ごめん、意味が分からない」


    　僕は戸惑いながら答える。


    『もう、察しが悪いですね。交換条件ですよ』


    「……それぐらいなら、構わないけど」


    　何な故ぜ耳みみ掻かきなんだと思いながら、僕は了りよう承しようした。


    『ふふ、楽しみです。では番号を言いますね』


    　とてつもない間違いを犯したかのような危機感を抱いだいたが、僕はとりあえず冬ふゆ上がみの番号をメモして、掛け直す。


    　プル──。


    　コール音が鳴った瞬間に冬上は出た。


    『もしもし、どうしたの？　遠とお見みくん』


    「……ちょっと待て、どうして僕だって分かったんだ？」


    『遠見くんが私のことを知らなくても、私は遠見くんのことを知っているのよ』


    「いや、それ怖いぞ!　ああもう、どうせツグミに探らせたんだろう？」


    『さあ？』


    　惚とぼける冬上に、溜ため息いきを吐つく。まあいい、今は優先事項がある。


    「なあ、冬上。それより訊きたいことがあるんだ」


    『何かしら？』


    「──冬上は文化祭の規則とか詳しいか？」


    　クラスの中心であり何かと物事を仕切っている冬上なら知っていそうだと思い、僕は電話をしたのだ。


    『去年は学級委員と文化祭実行委員もしてたから、大体のことは分かるわよ。今年は面倒くさくて、全部他の人に押し付けたけど』


    「あ、それなら助かる。文化祭の出し物って個人でもできるのか？」


    『あら、何か面白いことをしようとしているかしら』


    「いいから、教えてくれ」


    『もう、せっかちね。残念だけど、屋や台たいの出店も施設使用許可も、クラスか部活単位じゃないと受け付けてないわ』


    　それを訊いて僕は肩を落とす。


    「そっか……ありがと。訊きたかったのはそれだけなんだ。じゃあ──」


    　僕は落らく胆たんしながら、電話を切ろうとした。だが携帯から冬上の声が響く。


    『遠見くん、ちょっと待ちなさい。もし傘さん陽よう祭さいで何かやりたいのなら、いい手が一つあるわ』


    　そして冬上は楽しそうにとんでもない案を提示した。僕はそれを聞いた後、礼を言って電話を切る。


    「──ケースケ？」


    　傍そばで様子を見守っていたアリッサが声を掛けてくる。


    「アリッサ!」


    　僕はガシッとその肩を掴つかむ。


    「え？　な、なに？」


    　戸惑うアリッサに僕は決意を込めて告げた。その願いを叶えるための行動を。


    「アリッサ、これから部を作るぞ!!」
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    　薄い闇やみと、濃い闇。


    　少女の世界にあるのはその程度の違いだけ。


    　闇の深さで、昼か夜かは何となく分かる。医者によれば、少女の目はわずかだが明るさを感じ取っているのだと言う。


    　しかしその明るさは、決して少女の闇を払いはしない。ベッドで眠っていた少女が目を開けても、その闇は少し薄くなるだけだった。


    「──もうすぐ、夜ごはんかな」


    　闇の濃度から部屋の暗さを読み取り、少女は呟つぶやく。体は熱く、重いが、食欲はあった。


    　コンコン。


    　タイミングを計ったようにドアがノックされる。


    「ツグミさん？　入っても、いいよ」


    　少女が答えると、ドアの軋きしむ音が響く。だが続いて聞こえてきた足音で、それが想像していた人物ではないと気が付いた。


    「あ……院長さん？」


    「こんばんは、調子はどうだい？」


    　院長と呼ばれた男が少女に挨あい拶さつをする。ベッドの横で立ち止まったことが床の軋みで知れた。


    「まだちょっとしんどいけど、平気だよ。お腹も空すいてるし」


    　上半身を起こして、少女は答える。


    「そうか、安心した。キミは彼のようになる心配はないようだな」


    「彼？」


    「……何でもない。それじゃあオレは失礼するよ。少し心配で顔を見に来ただけだからな。ゆっくりと休んだらいい」


    　足音は部屋の扉へと向かっていく。


    「待って!」


    　ノブが回る音の響く前に少女は声を上げた。


    「何だい？」


    「院長さん。この前のお話……続き聴きたいな。魔法の国の物語……」


    「前も言ったが──あの続きは楽しいものじゃないんだ」


    「それでも、聞きたい!」


    　少女が強く告げると、男は「やれやれ」と声を漏もらした。


    「──仕方ないな。それじゃあ晩御飯までだ」


    　ギギッと床が擦こすれる音がした。近くにあった椅い子すをベッドの横に移動させたのだろう。ドスンと椅子に腰を下ろしたのが分かり、少女は笑う。


    「うん!」


    　男はゴホンと小さく咳せき払ばらいをしてから語り出した。


    「悪い魔法使いから王様は聖女様を助け出して、二人は結婚した。けどそれを良く思わない人達は多かったんだ」


    「どうして？」


    「魔法の国はね、王族が国を統治し、教会が魔法を管理していたんだ。そして聖女様は教会で一番偉い人だった。そんな二人が結婚したらそれまでのバランスが崩くずれる。特に教会は王族に権力が集中することを恐れた」


    　少女はそれを聞いて「うーん……」と唸うなる。


    「院長さん、わたしよく分かんない」


    「はは、そうだな。少し難しい話だったか。簡単に言うと王様と教会の仲が悪くなったんだよ。そして──そこに悪い魔法使いが付け込んだんだ」


    「……悪い魔法使いさん、生きてたんだ」


    「ああ、魔法を使って生き延びていたのさ。そこから教会は少しずつおかしくなって、元々の神様じゃなく悪い魔法使いを崇あがめるようになった。王様と教会の仲はどんどん悪化して、ついには戦争になったんだ」


    「ケンカ、しちゃったの？」


    　少女は怯おびえるように訊ねた。


    「国中を巻き込む、派手な喧けん嘩かさ。勝ち負けなんかつかなかった。戦いの果てに国は滅んでしまったんだから。勝者はいない。悪い魔法使いですら、そんな結果は望んでいなかった」


    　男の声に、寂しげな色が混じる。


    「お話は……それで終わり？」


    「いいや。戦争が起きたとき、王様と聖女様の間には娘が生まれていた。魔法の国は人の住める地ではなくなってしまったが、聖女様は魔法で王様と娘を別の国へ逃がしたのさ。悪い魔法使いも果たせなかった望みを叶えるために、その後を追った」


    　その時、コンコンと部屋にノックが響いた。


    「──と、今日はここまでだな。できればオレがここに来たことは秘密にしておいてくれ」


    「どうして？」


    「ちょっと手て間まが増えるからさ」


    「……よく分かんないけど、今度お話の続きを聞かせてくれるならいいよ」


    「約束しよう」


    　その言葉と同時に足音もなく、部屋から男の気配が消える。扉はまだ開いていない。けれど少女には、男がもうここにいないのだと理解できた。


    　ガチャッとノブの回る音が響く。


    「話し声が聞こえましたが……？　誰か、いるのですか？」


    　女性の声が聞こえ、足音が部屋へと入ってきた。


    「ううん、わたしの独ひとり言ごとだよ。ツグミさん」


    　少女は笑顔を見せて、そう答えた。
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     第二章　集う音、祈る声
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    　傘さん陽よう学園では部活動が非常に盛んだ。寮りよう住まいの生徒が大半で、付近に娯楽施設が少ないことも起因しているだろうが、最も大きな理由は申しん請せいが通りやすいから。つまり、部を作るだけなら簡単なのだ。必要最低限の人数を集めて書類を提出すれば、大抵受理される。


    　ただし、作っただけでは正式な部ではなく同好会扱いだ。里帰りをした折、言い訳のために名前を借りた史跡研究会はそんなマイナークラブの一つ。こういった同好会には部費が支給されない。同好会から部活へ昇格するためには顧こ問もんと部室が必要で、その両方に限りがある。ゆえに傘陽学園における〝正式な〟部数はほぼ一定だった。


    　けれど、文化祭に参加するだけならば同好会でも十分。


    　だからとりあえずは申請に必要な最低限の人数──四人を集めるだけでいい。


    「──そういうわけで、よければ未み由ゆにも入部して欲しいんだけど……」


    　昼休み、本来は立入禁止な校舎の屋上。そこで僕は未由に協力を頼んでみた。辺りは静かで、グラウンドからの声が遠く聞こえている。他に生徒の姿はない。


    「昨日、電話してきたのは……それが理由だったんだね」


    　未由は強い風に靡なびく髪を手で押さえ、呟つぶやく。


    「ああ、文化祭の規則を知りたくってさ」


    「……啓けい介すけくんは誰かのためってなると、本当に止まらないね」


    　口く調ちように呆あきれを混ぜながらも、未由は微ほほ笑えむ。


    「その部活で、何するの？」


    「まだ決まってない」


    　今度は完全に呆れた表情をされた。僕は慌あわてて言葉を付け足す。


    「無計画ってわけじゃないぞ？　部員が揃そろってから、皆で相談しようってことにしたんだよ。やっぱり部活って皆でするものだしな」


    「まあ……それは確かにそうだね。じゃあ他のメンバーは？」


    「今のところ、僕とアリッサ、それにツグミだ」


    　ツグミには今朝、登校時に声を掛けた。結果は、快かい諾だく。鈴りんちゃんのために何かしたいという気持ちはアリッサと同じだった。


    「……えっと、じゃあ何で、私なの？」


    「どういう意味だ？」


    「申請に必要なのがあと一人なら、私じゃなくても……。他に陽ひ名なさんや山やま崎ざき君、宮みや島じま君。あと冬ふゆ上がみさんでもよくない？」


    「皆も誘うつもりだよ。まあ、あえて帰宅部やってる山崎と宮島は難しいだろうし、陽名ちゃんと冬ふゆ上がみにはどんな条件を突きつけられるか分からないけど」


    　苦笑しながら僕が言うと未み由ゆは納得したように頷うなずく。


    「ああ、だから私なんだ」


    「ん？　いや、単純に未由と部活できたら楽しそうだなって思ったからだけど」


    　それを聞いた未由は、何な故ぜか目を逸そらす。


    「……啓けい介すけくん、ずるい」


    「え？」


    「何でもない、よ。ちょっと考えさせて。その間に、ここへ来た用事を済ませても……いいかな？」


    「あ、ああ、そうだったな」


    　上目遣いに見上げる未由に僕は頷く。二人で屋上に来たのは、わざわざこの話をするためではない。ちょうど二人きりになったから、僕が切り出してみただけだ。ここへ誘ったのは僕ではなく未由の方。昼休みに入った直後に、こう囁ささやいてきたのだ。『喉のどが渇いたの──』と。


    「ごめんね……我慢できなくて」


    「気にするなって、これを見たせいだろ？」


    　僕はそう言って左手の甲にある擦すり傷を示す。先ほど、体育の授業中にできたものだ。


    「うん。啓介くんの傷から血が滲にじんでいるのを見た途端……急に。ダメだね、満月まで大分あるのにこんなんじゃ……」


    　未由は体を流れる《高次存在ヴイナー》の血とのバランスを保つために、少量だが人間の血を必要とする。その衝動は満月に近いほど強くなるらしい。しかしこの前の満月──テスト前日に血を飲んでから、まだ一週間だった。


    「いいんだ。我慢する方が体に悪い」


    「……ありがとう」


    　僕が差し出した手を取り、ぼうっとした目で傷を眺ながめる未由。


    　ゆっくりと未由は顔を近づけ、まるで口付けるように傷口へ舌を這はわせた。


    「うっ……」


    　温かく、ざらついた感触が傷口から浮き出た赤い血を舐なめ取り、背筋が震える。


    「──痛い？」


    「いや……痛いというか、沁しみるというか……まあ、大丈夫」


    　表現しにくい感覚。僕は傷口をなぞる赤い舌から目が離せないでいた。


    「おいしい……私、クセになっちゃったかな」


    　未由は紅潮した顔で呟つぶやく。そして傷口から血が滲まなくなると、名な残ごり惜しそうに口を離した。唾だ液えきで湿った傷口が風に触れてひんやりとする。


    「──落ち着いたか？」


    　僕は声が上うわ擦ずっているのを自覚しながら問いかける。


    「うん……一応。でもまだ、頭がぼーっとする」


    　ふらふらっと寄りかかってくる未み由ゆ。僕はその体を支えて、給水塔の陰に腰を下ろす。


    「しばらく休んでいこう。ここは涼しいし、すぐに頭も冷える」


    「……そうだね」


    　未由は僕の肩に頭を乗せて空を仰いだ。僕も未由の視線を辿たどると、そこには白い半月。


    「真昼の月、か」


    　僕が呟つぶやくと、未由は頷うなずく。


    「最近……月が眩まぶしいの」


    「眩しい？」


    「満月じゃないのに……満月みたいな感じ」


    「それで体調がおかしいのか？」


    「そうかもしれない。きっと、月が目覚めたから。朋とも月づき未み永えいが私の代わりに、月へ昇ったから……」


    　未由は目を細めて呟いた。


    「前に聞いたけど……それって、本当なのか？」
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    　八や朔さく連れん大だいの事件終結後、友とも月づき本家に行った未由に、現当主である彼女の祖母が告げたそうだ。友とも月づき家を裏で支配していた初代・朋とも月づき未み永えいは月へ昇り、その座は未み由ゆに継承されたのだと。


    「たぶん、ね。現に私は、もう裏の当主として友月家を好きなように動かせる。何でもできるようになったから、私が友月未由のままでいることも選べてる。だからもう、朋月未永はいないんだと思う」


    「だとしたら……目的は何なんだろうな」


    　未由の体を乗っ取った《嘆なげきし魔ま王おう》は、月へ昇れば友月家の血を引く人間全てを支配できると言っていた。それによる世界征服とも考えられるが、魔王の口ぶりからはもっと別の目的があるように思える。事実、友月家の人間が操られた様子は、まだないらしい。


    「私、《嘆きし魔王》と混じり合ってたときは色々分かってた。でも、今はほとんど思い出せないの」


    「……それでいいと思う。未由は未由でなきゃいけないんだから。未由以外の記憶なんて、残ってなくていい」


    　僕は魔王に未由を奪われそうになったときの絶望を思い出しながら言う。


    「啓けい介すけくん……」


    「もう……無茶はしないでくれよ？」


    「うん、もうしない。もうできないよ。どうしても……捨てられないものができたから。ずっと抑えてたのに……勢いで告白して、思いが溢あふれちゃったから──」


    　未由はそう言うと、僕の目を間近から見つめる。


    「……未由、待たせてごめん。でも有う耶や無む耶やにはしないから。答えは絶対、見つけるから」


    　明確な返事ができない自分を情けなく思いながら謝ると、未由は首を振った。


    「分かってる。まだ……いい。何も手放せない啓介くんの優しさに──壊れた部分に甘えていたのは、私だから。それに正直言うとね、私は啓介くんに答えなんて出して欲しくないの」


    「え……？」


    　意外な言葉に僕は驚く。


    「さっき、啓介くんが言ったことに似てるかな。啓介くんは啓介くんのままでいて欲しい。今の啓介くんが──私の好きな啓介くんだから」


    「でも、それじゃあ──」


    「うん……そうだね。それじゃあ、しんどいね。啓介くんが一番しんどいよね。だからこれは、私のワガママ。啓介くんは好きなように変わっていい。私も──頑張るから」


    「頑張る？」


    　問い返した僕の目を真まっ直すぐに見て、未由は頷うなずいた。


    「アリッサさんに、啓介くんを独り占めされないよう頑張る。もう遠えん慮りよはしない。正面から張り合う。だから……アリッサさんが啓介くんと部活をするなら、私だってもちろん入るよ」


    「え？　それって──」


    　僕は呆ぼう然ぜんとしながら未み由ゆの顔を見る。


    「うん。私、入部する」


    　未由はそう言って、明るく微ほほ笑えんでみせた。


    



    　そして放課後、僕らは教室に集まり作戦会議を開始した。プラネタリウムの準備はまだ細かい下調べの段階なので、実作業は来週から。その間に、こちらの方を進めておくつもりだった。


    　集まったのは、僕、アリッサ、ツグミ、そして未由の四人。二つの机を合わせ、その上に置かれた部活申しん請せい用紙を囲んでいる。山やま崎ざきと宮みや島じまにも声を掛けたのだが、面倒くさいと断られてしまった。陽ひ名なちゃんと冬ふゆ上がみにはやはり交換条件を出され、返事は保留してある。


    　実際、何をするのか決まっていないので、人数が必要なのかも分からない。だから取り敢あえず、この顔ぶれで最低限のことを決めるつもりでいた。


    「じゃあ、最初は──」


    「部の名前を決めないとね!」


    　僕の言葉を勝手に引き継ぐアリッサ。


    「いや、何をするのか分からないのに、名前なんて決められるのか？」


    「あ……そっか」


    　たはは、とアリッサは苦笑いを浮かべた。それを見たツグミが、横から小声で呟つぶやく。


    「……アリッサ先輩、浅せん慮りよです」


    「き、厳しいわね」


    「……普通です。少し、しっかりして欲しいと思っただけです」


    「なんかツグミ……ケースケと喋しやべってる時とは態度が違わない？」


    「……気のせいです」


    　アリッサに半眼で見つめられ、ぷいっと顔を逸そらすツグミ。


    　何な故ぜかいきなりギスギスし出した空気を何とかしようと、僕は話を進める。


    「え、えっと……まず前提としてあるのが、僕らは鈴りんちゃんも楽しめる出し物がしたいってことだ」


    　僕は確認を求めるようにアリッサを見る。


    「うん、そうよ。リンに伝わらなきゃ、意味がないもの」


    　アリッサは肯定する。するとそれまで黙って話を聞いていた未由がおずおずと手を上げた。


    「あの、啓けい介すけくん。その鈴ちゃんって私は面識がないんだけど……目が見えないんだったよね？」


    「ああ。だからプラネタリウムじゃダメなんだ」


    「そっか……じゃあ視覚以外で楽しめて、皆で出来るもの──露ろ店てんとかバンド演奏とか、そういう系になるのかな？」


    　未み由ゆの意見にツグミが頷うなずく。


    「……確かに。露ろ店てんなら食べ物を舌で味わえますし、音楽なら耳で楽しめます。さすがは友とも月づき未由ですね。侮あなどれません」


    　仏ぶつ頂ちよう面づらで、悔くやしそうに呟つぶやくツグミを見て、未由は頬ほおを掻かく。


    「つ、ツグミさん……何で私だけ、フルネームなのかな？」


    「……気にしないで下さい」


    　またもや視線を逸そらすツグミ。この前の事件で、ツグミは未由の命を狙っていた。今はツグミとして暮らしていても、何か拘こだわりがあるのかもしれない。もしくは冬ふゆ上がみに余計なことを吹き込まれているかだ。


    「なあツグミ。無理にとは言わないが、ここは学校だ。下級生として上級生には敬称を付けた方がいいぞ」


    　僕は一応、注意してみる。すると案外しおらしくツグミは首しゆ肯こうした。


    「……はい。センパイがそう言うのなら」


    　それを聞いたアリッサが溜ため息いきを吐つく。


    「やっぱりケースケには素直なのね……」


    「……べ、別にそういう訳じゃありません」


    　僕はまたもや脱線していきそうになる話の筋を戻すために、少し大きめの声で仕切りなおす。


    「料理か音楽。今のところ、この二つの方向性が挙がったけど、他に何かあるか？」


    　三人を順番に見回す。だが特に発言はない。


    「──なら、この二つで考えるか。大おお雑ざつ把ぱに料理か音楽、どっちがいい？」


    　皆に問いかけてみる。未由とツグミは考え込む様子を見せたが、アリッサはすぐに答えてきた。


    「あたしは音楽がいいわ。リンはそっちの方が喜ぶと思うし」


    　それを聞いてツグミも同意する。


    「……そうですね。鈴りんはいつもオルガンを弾いていますから、音楽は好きでしょう。私も音楽が良いと思います」


    　残るは未由。


    「二人がそう言うなら、私もそれでいいよ」


    　あっさりと意見が纏まとまる。ここまで来れば、後は煮詰めて行くだけだ。


    「よし、じゃあ音楽で何かをやろう。バンド演奏、合唱、合奏、色々あるけど……」


    　僕は言葉の途中で気付く。重大なことに。


    「──あ、その前に……アリッサは歌でいいとしても、未由とツグミは何か楽器とか弾けるか？」


    　その問いにツグミは真顔で答える。


    「……私、楽器というものに触れたことがありません」


    　まあこれは仕方がない。予想の範はん疇ちゆうだ。かすかな期待を込めて、未み由ゆを見る。


    「その……小学校で習った、たて笛ぐらいなら……。ごめんね、これじゃあ力になれないね」


    　けれど未由は申し訳なさそうに言った。


    「いや──僕も似たようなものだから安心してくれ」


    　何の慰なぐさめにもならない台詞せりふを告げて、僕は肩を落とす。


    　どうしよう、経験者もいないのでは楽器演奏は難しい。だとすると合唱だが、発声練習もしていない素人しろうと三人ではアリッサの足を引っ張るだけだろう。それならばアリッサ一人で歌った方がマシというものだ。


    「あのさ、話を戻して悪いんだけど……料理なら誰か得意だったりしないか？」


    　念のため、聞いてみる。すると全員、気まずそうに視線を逸そらした。


    「……ごめん」


    　居いた堪たまれない空気を感じ、僕は謝る。最近自じ炊すいし始めたとはいえ、僕も茜あかねさんから習ったものしか作れない。


    　こうなるとアリッサの歌声がある分だけ、音楽の方がいい。僕はそう判断すると覚悟を決める。


    「──だったら、練習するしかないな」


    「りょ、料理を!?」


    　戦慄おののくアリッサ。僕は苦笑する。


    「違う。楽器を、だ」


    　そう告げると、今度は未由が首を傾かしげる。


    「だけど……全員素人だよ？　独学じゃあ、傘さん陽よう祭さいまでに間に合わないと思う」


    「ああ、だから楽器ができる人間を引き込むしかない。とりあえず保留してた冬ふゆ上がみと陽ひ名なちゃんに訊いてみるよ。あと一度断られたけど、山やま崎ざきと宮みや島じまにも当たってみる。今日のところはこれを提出してお開きにしよう」


    　僕は机に置かれた部活申しん請せい用紙を指差して言った。今日中に提出しておかなければ傘陽祭の申し込みに間に合わないのだ。


    「そうね!　音楽関係で何かするっていうのは決まったから、部活名も思いつきそう」


    　アリッサが腕を組んで悩み始める。


    「じゃあ皆、ちょっと考えててくれ。僕はその間に、書類の他の部分を埋めとくよ」


    　僕はボールペンで必要事項を書き記していく。


    「あ、代表者──部長はアリッサでいいか？」


    　途中、部員に役職を割り振る段になって、僕は確認のためにアリッサへ訊ねた。


    「え？　何言ってるの？」


    　だが不思議そうに聞き返されてしまう。


    「聞こえなかったか？　部長はアリッサでいいかって言ったんだけど……」


    「もう、だから変なこと言わないでよ。部長はケースケじゃない」


    「……へ？」


    　僕は理解できずに皆の顔を見回す。


    「うん、部長は啓けい介すけくんだね」


    「……はい、センパイが部長です」


    　未み由ゆとツグミまで当然のようにアリッサの言葉に同調した。


    「お、おい、ちょっと待ってくれ。鈴りんちゃんのために何かしたいって言ったのはアリッサで──」


    「だけど、実際に行動したのはケースケよ。部を作ろうって言ったのもケースケ」


    「確かにそうだけど……僕は部長なんかやれる器じゃないって」


    　学級委員を筆頭に、僕はあらゆる役職から逃げ回ってきた。そんな僕より、明るく意思をはっきりと持ったアリッサの方が適任だろう。


    「器とか、そんなの関係ないよ」


    　未由が首を振る。


    「私たちを集めたのは啓介くん。だから啓介くんが部長」


    　ツグミもコクンと頷うなずいて、言う。


    「……センパイが部長でいいと思う人は、挙手」


    　三人の手が挙がる。


    「……賛成多数で可決されました。センパイが部長です」


    「わかったよ……観念する」


    　僕はしぶしぶ自分の名前を部長の欄らんに記す。


    「ケースケの部なんだから、いっそのことケースケ部でいいんじゃないかしら」


    「それだけは部長権限で断固拒否だ」


    　アリッサのとんでもない提案を却下することが、部長としての最初の仕事になってしまった。


    「啓介くん、確認だけど……軽音楽部とか吹奏楽部、合唱部はもうあるんだよね？」


    　一方、真面目に考えていたらしき未由が質問してくる。


    「ああ、どれも文化部の古株だよ。軽音楽部なんて人数が多いから、第一と第二軽音楽部に分かれてたはずだ。他にパンク部とかジャズ部、クラシック部、レゲエ部……果ては一ミュージシャンのファンクラブまであったと思う」


    「……被かぶらないようにするのが難しいね。アリッサさんの案じゃないけど、ちょっとアバウトな名前でもいいんじゃないかな？　その方がこれから方針の変わった場合、便利だと思う」


    「まあ同好会は審査も緩ゆるいし、大抵のものは通ると思うけど……」


    「じゃあ最低限、音楽に関わる部活だというのは伝わるようにして……第九総合音楽サークルとかどうかな？」


    「第九って……一から八はあるのか？」


    　僕が指摘すると未み由ゆは恥ずかしそうに目を逸そらす。


    「その……知らない。けど、もし仮に同じ名前の部活があっても九番目なら被かぶらないかなって。それに第九って、音楽っぽいから」


    「ベートーヴェンかよっ」


    　思わず、未由相手に本気でツッコミを入れてしまった。


    「あ、あはは……ふぃーりんぐだよ。ふぃーりんぐ。別に第九を演奏するサークルって意味じゃないよ？」


    　それはそれでさらに訳が分からない気もするが……総合音楽サークルという名前は自由が効きそうだ。部活名はそこまで拘こだわる部分ではないので、未由が推おすならこれで構わない気もする。


    「……私は賛成です。柔軟性に富み、多大な領域を包ほう括かつする良い名だと思います」


    　ツグミは気に入ったようで、しきりに頷うなずいていた。だがその隣となりでアリッサは難しい顔をしている。


    「えっと──第九……ソウゴウ……何だっけ？」


    「第九総合音楽サークル……だよ」


    　未由が補足するが、アリッサは「むー」と唸うなる。


    「長くて、堅苦しい名前ね……。第九総合……音楽サークル。第九、九……サークル……そうだ、略してククル……いえ、語ご呂ろが好くないから……クックルにしましょうよ!」


    「く……クックル？」


    「ええ。何か可か愛わいいでしょ？　動物の鳴き声みたいで」


    「まあ、愛あい嬌きようはあるけど……さすがにそれじゃ意味不明すぎだ。っていうか〝音楽〟はどこ行った？　アリッサがそう呼ぶのは自由だけど、書類にはちゃんと第九総合音楽サークルって書くからな」


    「好きにしなさいよ。あたしにとってはクックルだから。イイ響きよね？」


    　アリッサはそう言って未由とツグミを見るが、曖あい昧まいな笑顔が返される。


    「残念ながら、その略称は定着しそうにないな」


    「……うるさいわね」


    　僕の言葉にアリッサはフンと鼻を鳴らす。


    　ともかくこの日、僕らは傘陽学園にまた一つ謎なぞなクラブを作り出したのだった。


    



    　　　　　　　２


    



    　第九総合音楽サークル設立の翌日、僕は普段より十分ほど早く登校した。


    　とは言っても近頃は遅刻ギリギリが普通となっていたので、既に教室は賑にぎわっている。


    　その中に目的の二人組を見つけると、僕は真まっ直すぐ近づいて行った。


    「おはよう、山やま崎ざき、宮みや島じま」


    　机を挟んで話をしていた二人は、僕の声に反応して顔を上げる。


    「おう、遠とお見みか。はよ」


    　山崎は軽く手を上げ、宮島は「おはよー」とまだ眠そうな声で挨あい拶さつを返してくれた。


    「なあ、ちょっと聞くけど。山崎と宮島って楽器弾けたりするか？」


    「ん？　何だよ、突然」


    「まあ、ちょっとな」


    「……よく分かんねぇけど、俺はギターとベース弾けるぜ」


    　山崎がそう言うと宮島が「元、軽音部だもんなー」と続けた。


    「本当か？　初めて聞いたよ」


    「まあ別に、わざわざ言うことでもねーし」


    　山崎はどこか気まずそうに視線を逸そらす。それを見た宮島がニヤリと笑った。


    「実はな、山崎は中等部の時、高等部の先輩に憧れて軽音部に入ったのさ。でもその先輩が卒業して、やる気なくしちまったんだよ。いや、それとも卒業式の日に告白してフラれたせいだったか？」


    「う、うるせーぞ、宮島!　勝手に人の過去を暴ばく露ろすんな!」


    　山崎は宮島の首を締め上げて黙らせる。


    「先輩って女の人だったのか……」


    　僕が呟つぶやくと、宮島がコクコク頷うなずく。


    「ああ、遠見は高等部から編入だし知らないのか。すごい美人だったぜ。当時は全校注目の的まとだったな」


    　首を絞められているというのに平然と喋しやべる宮島。何だか見ていて気持ちが悪い。


    「それで宮島の方はどうなんだ？　楽器とか」


    「俺か？　俺はピアノぐらいかな。弾けるのは」


    「ぴ、ピアノ？」


    　思わず声が裏返る。


    「何だよ、遠見。失礼だな。俺はこれでも坊ちゃん育ちなんだぜ。小さな頃から色んな習い事に行かされてたんだ。それが今の俺が有する、いくつもの特技の礎いしずえになったのさ」


    　なんて無駄な礎いしずえなんだと思いつつ、僕は内心で喜ぶ。二人とも、即戦力だ。


    「だったらさ、頼みがあるんだ。僕ら、部で傘さん陽よう祭さいにバンドか何かで参加するつもりなんだよ。でも経験者がいなくて困ってる。だから力を貸してくれ!」


    　僕がそう言って頭を下げると、二人は顔を見合わせる。


    「……遠とお見み、それ昨日断らなかったか？　話は聞いたけど、俺たちは顔も知らない女の子のために頑張れるほど、お人ひと好よしじゃねえんだよ。やる気が起こらないんだ。昨日やっと追試が終わったんだから、ゆっくりさせてくれ」


    　山やま崎ざきはうんざりとした様子で肩を竦すくめた。


    「分かってる。だけどそれでも、もう一度考えて欲しいんだ。できることなら何でもする!」


    　僕が食い下がると、宮みや島じまが不思議そうな表情を見せる。


    「どうしてそこまで必死なんだ？　遠見ってそこまでボランティア精神に溢あふれてたっけ？」


    「いや……その女の子のために何かしたいって思ってるのはアリッサなんだ。正直言うと僕はただ、そんなアリッサの願いを叶えてやりたくて……」


    　照れくさいながらも本当の動機を告げると、宮島は納得したように頷うなずく。


    「あ、そういうことか。それなら分かりやすい。だったら──手を貸してやってもいいかなぁ」


    「宮島!」


    「──でも山崎も参加するなら、だ。俺がいなくなると、山崎が放課後に寂しがるからな」


    　喜ぶ僕を制して、宮島は山崎を見る。


    「お、俺はやらねぇぞ!」


    「やっぱりやる気が起こらないか？」


    　宮島の問いに山崎は頷く。


    「まあ、こういう訳だ。どうやら山崎にやる気を出させないと、ダメらしい」


    　意味ありげに僕へ告げる宮島。


    「やる気？」


    　僕が問うと、宮島はニヤリと笑ってわざとらしく大きな声で告げる。


    「なあ遠見ー、その部活って冬ふゆ上がみは参加しないのかぁー？」


    　ビクンと山崎の肩が跳ねる。


    「……分かったか？」


    　宮島の言葉に、僕は苦笑を浮かべて頷いたのだった。


    



    　一時間目と二時間目の間にある十分間の休み時間。僕は早さつ速そく、冬上に話しかけた。


    「──あら、遠見くんが私の席に近づいてくるなんて珍しいじゃない？」


    「まあ、何となく近付き難いし」


    　クラスの中心人物である冬ふゆ上がみはいつも人に囲まれている。その中に割って入れるほど、僕は強きよう靭じんな心臓を持っていない。今も授業が終わってすぐ、人が集まる前に急いで来たのだ。


    「遠えん慮りよなんてしなくていいのに。私と遠とお見みくんは、特別な仲でしょ？」


    「誤解を招く表現は止やめろ」


    「別にありのままを言っただけよ。少なくとも私の死に、本気で怒って悲しんでくれる人は、私にとって特別ね」


    　冬上は周囲に聞かれたら何事かと思われる台詞せりふを口にする。だが幸い僕がいるせいか、他の生徒は遠巻きに見ているだけだった。


    「……ツグミに聞いたのか？」


    「ええ、遠見くんも友とも月づきさんも、すごく怒ってたらしいわね。正直──意外だったわ」


    　冬上はそう言って微ほほ笑えむ。どことなく空気が和なごみ、用件を切り出すなら今だろうかと僕は口を開く。


    「──なあ冬上、頼みがあるんだけど」


    「何かしら？」


    「僕らの部に入って欲しい」


    「ああ、私がアドバイスしてあげたやつね。昨日はまだ部活名も決まってなかったみたいだけど……結局、何をすることになったの？」


    「一応、音楽で何かしようってことになった。たぶんバンドみたいな形になると思う」


    「ふーん、なら私はすごい戦力になるわよ。冬上家の英才教育で芸術関連も叩き込まれたから楽器は色々弾けるし、楽がく譜ふだって書けるわ。一番得意なのはフルートね」


    「す、すごいな……」


    　普通に感心して僕は呟つぶやく。


    「ええ、私はすごいわ。だから高く付くわよ？　昨日は保留されたけど……需要が高まった今は値上がりしちゃったわ」


    「僕たちは特別な仲じゃなかったのか……？」


    「どれだけ親しい間柄でも、ケジメはつけないとね」


    　やっぱり冬上は冬上だ。


    「──いくらぐらいになるんだよ？」


    「えっとね、ツグミちゃんにおはようのキスでどうかしら──友月さんの目の前で」


    　想像するだけで背筋が凍る提案をしてくる冬上。そこまで未み由ゆに嫌がらせをしたいのか。


    「冗談はやめてくれ……第一、嫌々そんなことをしてもツグミは喜ばないだろ」


    「私は本気。それに遠見くんはやるとなったらツグミちゃんを悲しませたりしないでしょ？」


    「ぐ……頼む、まけてくれ」


    「残念、これが底そこ値ねよ。不満なら、これから毎日って条件も付けてあげようかしら？」


    　高い、高すぎる。冬ふゆ上がみはいざとなれば、この条件でも僕が呑のむと判断しているのだ。決して譲じよう歩ほはしないに違いない。


    　どうすればいい？


    　考えて僕は思いつく。


    「──そっか、順番を間違えてた」


    「遠とお見みくん、何言ってるの？」


    　ぽかんとする冬上に僕は不敵に笑う。


    「冬上、高く吹っかけすぎたな。ギリギリまで値切ってやるから覚悟しろ」


    　そう言って僕は冬上の席から離れる。


    　冬上はまともに取引ができる相手じゃない。元々、格が違いすぎる。そういう相手にはジョーカーが必要なのだ。


    



    　昼休み。僕はまたもや校舎の屋上に来ていた。


    　だが一緒にいるのは未み由ゆではなく、陽ひ名なちゃんだ。彼女こそが冬上に対する切り札ジヨーカー。冬上が唯一頭の上がらない人物と言っていい。


    　何とかして陽名ちゃんをこちらへ引き入れようと頼んでみたのだが、まずは以前の交換条件──耳みみ掻かきを果たしてくれと言われてしまった。そんなわけで、こうして屋上へやってきたのだが……。


    「──どうしてこんなことになってるんだ？」


    　僕は陽名ちゃんに膝ひざ枕まくらされながら呻うめく。左頬ほほの下には、白いふともも。顔は膝側に向けているので、陽名ちゃんの表情は見えない。


    「どうしてって、耳のお掃そう除じをするためなのですよ」


    　陽名ちゃんの声が聞こえ、右耳の中が耳かきでくすぐられる。


    「て、てっきり僕が耳掻きをしてあげる方だと思ってたんだけど……」


    　痒かゆさと心地よさが同居した感覚に耐えながら、僕は言った。


    「もう、啓けい介すけさん。えっちですね」


    「……何でだよ？」


    「女の子の耳を弄いじるつもりでいたなんて……」


    「変な言い方しないでくれ」


    　僕がそう言うと、陽名ちゃんが笑ったような気配が伝わってくる。


    「わたくしは、最初から耳掻きをして欲しいとは言わなかったです」


    「するとも言ってないけどな」


    「……あまりごねるようだと、優しくしてあげないですよ？　それに雪ゆき絵えを説き伏せるため、わたくしが必要ではなかったのですか？　わたくしはハーモニカが吹けますから、戦力にもなるのです。昔、兄さんに習いました」


    　耳の中を少し強めに引っかかれ、僕は体を震ふるわせる。息を吸い込んだ拍子に、ふとももから漂う甘い匂においが鼻び腔こうを撫なでた。


    「わ、分かった。大人しくする……」


    　この状態では色々な意味で逆らえそうにない。


    　そこからはしばらく無言の時間が続いた。屋上の風は冷たかったが、日差しは昨日より温かく、居心地はいい。


    　いつの間にかうつらうつらしていると、不意に陽ひ名なちゃんが呟つぶやいた。


    「──無防備ですね、啓けい介すけさん」


    「陽名ちゃん？」


    　その声こわ音ねが普段と違うことに気付く。


    「最近、わたくしにとって啓介さんが兄さんの仇かたきだということ……忘れていませんか？　この状態なら、啓介さんをどうとでもできます」


    「……やるなら、黙ってやってるさ」


    　僕は動かずに答えた。


    「こんなことを言っても、逃げないんですね」
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    「逃げても仕方ないだろ。受け止めるって約束したから」


    　忘れてはいない。陽ひ名なちゃんにとって兄のような存在だったジンを滅ぼしたことも、自分が陽名ちゃんに告げた言葉も。


    「そうですね……一生意地悪するだけにしてあげるって、わたくしも宣言しました。今更なこと、言ってしまいましたです」


    　陽名ちゃんの声には自じ嘲ちようが混じっていた。


    「すみません──ちょっと変な気分になったのですよ。耳みみ掻かきはいつか兄さんにしてあげたいと思っていたことでした。それで……」


    「──陽名ちゃん、意地悪をするのは僕でいい。けど……ジンがいなくなったことで欠けた部分は、僕で埋めたらダメだ」


    　僕は陽名ちゃんが辛つらそうに思えて告げる。しかし返ってきたのは笑みを含んだ声だった。


    「ふふ──啓けい介すけさん。残念ながら、この二つは分けることができないのです。わたくしの行き場がない気持ちをぶつけられるだけで、啓介さんは一番大きな存在になってしまうのですから」


    「陽名ちゃん……」


    　できれば顔を見て話したかったが、この体勢ではそうもいかない。


    「まったく……啓介さんは罪作りなのです。窮きゆう地ちに陥おちいっている人がいたら助け、傷ついている人がいれば救う。そういった人は足りなかったものを、失くしたものを……啓介さんというピースで埋めてしまうです」


    　陽名ちゃんは耳掃そう除じの手を止めて、僕の頭に触れてきた。


    「これまで啓介さんは何回、人を救ってきましたか？　アリッサさんと未み由ゆさんは幾度となく、最近ではツグミさんという人も助けたそうですね。そしてもちろん、わたくしも。まるで物語の中の、勇者様や英雄みたいです。一人の人間が成し遂とげられる領分を超えているとさえ、思えるですよ」


    「それは……買いかぶりすぎだよ」


    「かもしれません。けれど啓介さんが、それだけ多くの人を助けたのは事実です。そして救われた人は、啓介さんという存在があってこそ日常の中でバランスを取ることができました。わたくしたちにとって啓介さんは、必要不可欠な人です。その責任……啓介さんは全部最後まで、果たしていくつもりですか？」


    　その声は真剣だった。陽名ちゃんはとても根本的な部分を指摘していたが、求められた答えは、それ以上に深い場所にある。


    「どうして今……そんなことを？」


    「──啓介さんが、アリッサさんと未由さんとの関係性を考え直しているからです」


    「……誰かから聞いたのか？」


    　二人から想いを告げられたことを知っているのかと問いかける。


    「ふふ、わたくしが占い師だということも忘れていませんか？　この程度のこと〝視みて〟いれば分かるのです。啓けい介すけさんの周りには、以前より激しい桃色の嵐が吹き荒れていますです。鈍感なフリはもう止やめたのですね」


    「はっきり言うなぁ……」


    　僕は苦笑する。


    「はいです。アリッサさんや未み由ゆさんのように優しくはないです。わたくし、啓介さんのことは大好きですけれど、恨うらんでもいますので」


    「……そうか」


    　どう答えていいか分からず、曖あい昧まいな返事になる。


    「だから、さっきの質問にもはっきり答えてもらうです。啓介さんは、これからも救った責任を果たしてくれるのですか？　わたくしを受け止め続けてくれるのですか？　答えてくれないと入部してあげないです。分からないまま啓介さんの傍そばにいるのは……怖いですから」


    　僕の頭に触れた陽ひ名なちゃんの手は少し震ふるえていた。


    「──責任って言葉は、好きじゃない」


    　ぴくんと陽名ちゃんが体に震えが走る。


    「じゃあ……」


    「違う。僕は義務で陽名ちゃんの傍にいたわけじゃないから……責任って言葉は違う気がしただけだ。陽名ちゃんが意地悪してきて、たまに優しくなって……そういうのが楽しかった。だからこれからも、僕が陽名ちゃんから逃げる理由はないよ」


    「──啓介さん、ドＭですね」


    　ようやく固かった陽名ちゃんの声に笑みが混じった。


    「かもな」


    「ふふっ……わたくしの杞き憂ゆうだったようです」


    「何がだ？」


    「不安だったのです。変わろうとしている啓介さんを見て、これまでのものが全て失われてしまう気がしていました。物語の勇者様は大抵の場合……皆を救った後、誰の前からもいなくなってしまいますから」


    「だから僕は、勇者なんかじゃないって」


    「そうですね、啓介さんは啓介さんでした。だから……啓介さんが喜ぶよう、意地悪を続けてあげるです。わたくしがいないとダメな体にしてあげます。さ、左耳は終わってますからこちらを向いてください」


    　陽名ちゃんはそう言うと、僕の頭から手を離す。


    「ああ」


    　体を転がして反対側を向く。すると僕を見下ろす陽名ちゃんの顔が視界に入った。


    「……この意地悪は、どうですか？」


    　陽ひ名なちゃんは訊ねる。目を赤くし、頬ほおに涙の跡が残った顔を見せて。


    「すごく──困った」


    　僕が苦笑で答えると、陽名ちゃんは「なら、成功です」と笑みを浮かべた。


    「もっと困らせるために、入部してあげるですよ。後悔しても知らないですから」


    　こうしてハーモニカ担当が僕らの第九総合音楽サークルに入ったのだった。
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    　放課後、並んで下校する第九総合音楽サークルの面々。その人数は、昨日の倍に膨ふくらんでいた。


    　鍵かぎとなる陽名ちゃんが参入したことで、芋いも蔓づる式に冬ふゆ上がみ、山やま崎ざき、宮みや島じまも加わることになったためだ。冬上は陽名ちゃんに説得されて渋々と、山崎は冬上に誘われてウキウキと、宮島は山崎が入部するのを見て淡々と──僕らの部活仲間となった。


    「これでクックルも八人ね!」


    　僕と並んで先頭を歩くアリッサが嬉うれしそうに言う。


    「──くっくる？」


    　後ろで冬上が不思議そうに呟つぶやく声が聞こえた。


    「アリッサが勝手につけた第九総合音楽サークルの略称だよ」


    　僕は肩を竦すくめて説明する。すると冬上は口の中で「くっくる……くっくる」と繰り返す。


    「……なかなか、いい響きじゃない」


    「本気で言ってるのか……？」


    　僕は半眼で冬上に訊ねる。


    「もちろんよ、私は可か愛わいくて好きだわ。山崎くんたちも、そう思うわよね？」


    　冬上は後ろを振り返り、最後尾を歩いていた山崎と宮島に問いかけた。


    「お、おう!　クックル可愛いぜ!　クックル!」


    　山崎は冬上に迎げい合ごうし、宮島もノリを合わせて「くっくるー」と声を上げる。


    「ね？　評判いいじゃない。私、部活にこういうあだ名はあっていいと思うわよ」


    「……あだ名？」


    　冬上の言葉に、ツグミがぴくんと反応した。


    「そうよ、クックルは第九総合音楽サークルのあだ名。こういう愛称があると親しみが持てないかしら？」


    「……そうかもしれません」


    　クックル肯定派でなかったツグミを取り込み、とうとうクックルは過半数の支持を得てしまった。


    「クックル、クックルー」


    「……クックル」


    「くっくるくっくる～」


    　まるで鳩の群れに取り囲まれているような気がして眩暈めまいがする。


    「分かった……もうクックルでいいから、止やめてくれ……」


    　肩を落として、僕は敗北を認めた。


    「──啓けい介すけさん、わたくしは略称とかどうでもいいのですが、今はどこへ向かっているのですか？」


    　打ちひしがれる僕の制服を引っ張って、横から陽ひ名なちゃんが訊ねてくる。


    「ああ、そういや言ってなかったか。活動するにしても、僕ら部室がないだろ？　来週からは教室もプラネタリウムの準備で物がいっぱいになる。だから未み由ゆの屋敷に集まることにしたんだ」


    「家に電話しておいたから、たぶん準備はできてると思うよ」


    　僕が説明すると、未由が後ろから補足してきた。


    「そうなのですか。でも今日はハーモニカ、持ってきてないです」


    「大丈夫だ。まだ何を練習するのかも決まってないんだから。とりあえずは打ち合わせだ」


    　陽名ちゃんはそれを聞いて「本番は明日からなのですね」と頷うなずいた。


    　明日は土曜日で、学校は休みだ。皆の都合が付けば、本格的に活動開始といきたい。


    　しかしそんな風に予定を思い描いていた僕へ、冬ふゆ上がみが口を出す。


    「──言っておくけど遠とお見みくん、私が関わるからには完かん璧ぺきなものを目指すから。仲間内の自己満足で終わるつもりはないわ。楽器がなくても今日からやれるだけのことはやるわよ」


    　陽名ちゃんに説き伏せられた時にはげっそりしていた冬上だが、今は瞳ひとみにやけくそじみた光を宿していた。


    「望むところだ。冬上が一番詳しそうだし、これからの進行は任せる」


    「ふふ、もしも音ねを上げたら……お仕置きよ？」


    　自信満々で微ほほ笑えむ冬上が、今だけは頼もしく思える。


    　不安要素と言えば、視界の隅で「お仕置き」という台詞せりふに反応していた山やま崎ざきぐらいなものだった。


    



    　高級住宅地の中で、一ひと際きわ広い土地を有する友とも月づき家の屋敷。かつては未由の叔お父じが所有し、使用人も大勢いたというが、現在の屋敷に住んでいるのは四人だけ。未由とその秘書をしている九棚さん。それに屋敷の管理をするために最近やってきた九棚さんの妻、香か織おりさん。あとは屋敷にホームステイしているアリッサだ。その伯お母ばであるウルトさんも、以前は一緒に暮らしていたが、いまは行ゆく方えが分からなくなっている。


    　僕らは未み由ゆに続いて門を潜くぐり、前庭を歩いていく。道の両脇には綺き麗れいに剪せん定ていされた木々が並び、行く手には古めかしい洋館が聳そびえていた。このメンバーの中で唯一、初めて友とも月づき邸へ訪れたツグミはきょろきょろと辺りを見回している。


    「おかえりなさいませー!」


    　屋敷の玄関扉とびらを開けると、やたらと明るい声に出迎えられた。メイド服姿の眼鏡を掛けた女性がにこやかに微ほほ笑えんでいる。彼女が九く棚だな香か織おりさんだ。


    「ただいま」


    「カオリ、ただいまー」


    　未由とアリッサがそれぞれ挨あい拶さつを返す。


    「香織さん、おじゃまします」


    　僕も二人に続いてお辞じ儀ぎをする。


    「啓けい介すけ様、いらっしゃいませ!　あらまあ、今日は未由様のご学友が来られるとは聞いていましたが、思っていたより大所帯ですね」


    　香織さんは僕の後ろに居並ぶ第九総合音楽サークルの面々を眺ながめて言った。


    「……すいません、大勢で押しかけちゃって」


    「いえいえ～～、構いませんよ!　お客様は大歓迎ですっ。初めて見る方が多いようですから、ご挨拶しておきますね。私は九棚香織と申します。九棚裕ゆう也やのことを知っておられるなら、その妻だと覚えておいてくださいっ!!」


    　にこにこと香織さんは自己紹介をする。普段から感情の起伏が激しい人なのだが、今日は異様なほどプラス方向に針が振り切れている。


    「よ、よろしくお願いします……です」


    　あの陽ひ名なちゃんが気け圧おされたように、挨拶を返していた。ただならぬものを感じ取ったのかもしれない。


    　その後ろで山やま崎ざき達は「九棚さん、結婚してたんだな」「人妻かぁ……」などと気楽な会話を交わしている。


    「それではこちらに。夫が準備をして待っています!」


    　スキップをするような軽い足取りで、僕らを案内する香織さん。


    「ああ、愛しの旦だん那なさまがいるのか……」


    「──どうりでやたらハイテンションだったわけね」


    　アリッサがぼそりと呟つぶやく。


    「そうだな……」


    　僕は苦笑を浮かべて同意した。九棚さんは未由の秘書をしているのだが、最近は多忙のようであまり屋敷に顔を出さないらしい。その反動でこうなってしまったのだろう。


    　香か織おりさんは一刻も早く九く棚だなさんの元へ行きたいようで、僕らを置いてきぼりにする勢いで廊ろう下かを歩いていく。早足で彼女を追いかけ、辿たどり着いたのは屋敷の北館──その一階にある広間だった。


    「あ・な・た～、未み由ゆ様方をお連れいたしましたわ～」


    　息を切らしている僕らを尻目に、香織さんは猫なで声で扉とびらの向こうに呼びかける。


    「──ど、どうぞ」


    　いつも冷静沈着な九棚さんの声が、僕には震ふるえているように聞こえた。


    「はーい!」


    　香織さんは歓声を上げ、部屋の中に飛び込んでいく。


    　続いて中へ入ると、そこは教室の二倍はありそうな空間だった。天井も高い。部屋の中央にはグランドピアノが鎮ちん座ざしている。他にも色々な楽器が部屋の隅に置かれていた。


    「……皆様方、ようこそ。未由様のご要望通り、防音室を片付けておきました。あと屋敷の中にあった楽器も集めてあります。昔の使用人が置いていったものも混じっていますが、一応使えることは確認しました。ただこのグランドピアノには調ちよう律りつが必要です。明日までには終わらせておくのでご了りよう承しようください」


    　ピアノの傍そばに立つ執事服を着た細身の男性が僕らに告げる。左腕にはがっしりと香織さんがしがみ付いていた。彼が九棚裕ゆう也や。香織さんの夫だ。


    「九棚さん、色々ありがとうございます」


    「いえ、構いません。これが私の仕事ですから。それより──」


    　引きつった笑顔を九棚さんは香織さんへ向ける。


    「なぁに、あ・な・た？」


    　うっとりと九棚さんの瞳ひとみを見つめる香織さん。


    「……香織、離れなさい。皆様の前なのですから、こういったことは謹つつしんで──」


    「いいじゃないのぉ……久しぶりに会えたんだからぁ。未由様も大目に見てくれるわよぉ。ですよね？」


    　急に話を振られ、未由は「う、うん」と反射的に頷うなずいていた。


    「み、未由様……」


    　九棚さんはショックを受けたように項うな垂だれたが、俯うつむいた顔の影でその瞳が冷たく輝く。


    「香織──私は暑苦しくて不快なんですよ。二度同じことを言わなければいけないほど、あなたは耳が遠いのですか？」


    　なにやら九棚さんらしからぬきつい口調で告げると、香織さんを強引に引き離す。そして僕らに向かって見事なまでの愛想笑いをしてみせた。


    「それでは皆様、私はこれで。何か御用があればお申し付け下さい」


    　一切無駄のない動きで、扉とびらに向かう九く棚だなさん。


    「ああん、待ってー!」


    　香か織おりさんが体をくねらせながら、それを追いかけて行く。


    「……ねえ、ケースケ」


    　二人が風のように部屋から出て行ったあと、アリッサが僕を呼んだ。


    「何だ？」


    「あれが……夫婦愛なのかしら」


    「いや、何か違う気がする……」


    　変な疲労を感じながら、僕はアリッサが妙な誤解をしないよう訂正しておいた。


    



    「それでは、第一回クックル会議を始めます」


    　香織さんが残していった妙な雰ふん囲い気きを吹き払うように、冬ふゆ上がみが告げる。


    「やっぱりクックルなのか……」


    　もう諦あきらめつつも、僕は溜ため息いきを吐つかずにはいられなかった。


    　椅い子すがなかったので、僕らは車くるま座ざになって床へ座っていた。九棚さんが掃そう除じしてくれたのか、床に埃ほこりが積もっていることもない。今は輪の中で、冬上だけが立ち上がっている。


    「遠とお見みくん、うるさいわよ。話が進まなくなるから黙ってて。とりあえずどんな形での発表が可能なのか見極めたいから、それぞれの音楽スキルをもう一度確認させてもらうわ」


    　冬上はそう言って、順番に話を聞いていく。


    「……えっと、アリッサさんが歌で、陽ひ名なさんがハーモニカ、山やま崎ざきくんがギターとベースで、宮みや島じまくんはピアノ。残りは素人しろうと、か。これならバンドスタイルでいくのが無難かしらね……。あ、その前に何か演奏したい曲はあるのかしら？」


    　冬上の言葉を聞いて、僕はアリッサに目をやる。これはアリッサが鈴りんちゃんに伝えるため選んだ手段だ。アリッサが何か唄いたいものがあるなら、それがいいだろう。


    　アリッサも僕の視線に気が付いたようで、頷うなずいて手を挙げた。


    「──あたし、唄いたい歌があるわ」


    「アリッサさん、何かしら？」


    　冬上が意見を求める。やはり鈴ちゃんが慕したっていた歌姫ユヤの曲だろうか。鈴ちゃんはアリッサがユヤの歌を唄うとすごく喜ぶ。


    「自分の歌を、唄いたいの」


    　だがアリッサの言葉は予想を超えていた。


    「自分のって……アリッサさんが創作した歌があるのかしら？」


    「ええ、一曲だけ。前に友達のため作った歌があるわ。今回は誰かから借りた歌じゃなくて、あたし自身の歌をリンに聞かせてあげたいのよ」


    　それは恐らく、アリッサが大きな選択に迷っていた友人・美み澄すみ透とう子このことを想って紡つむいだ歌のことだろう。一度しか耳にしていないが、とても優しい歌だったことは覚えている。


    「うーん、それだけじゃあ判断のしようがないわね。伴奏がなくても、今ここで歌えるかしら？」


    「いいわよ」


    　美澄さんへ向けて唄ったときは、風の魔術で音楽を奏でていた。しかし山やま崎ざきや宮みや島じまがいる以上、ここで魔術は使えない。


    　だがアリッサは気にした風もなく、朗ろう々ろうと唄い始めた。


    



    　　風の行く先、廻まわる空が導く明日


    　　交まじわる道と重なる足音


    　　あなたが笑って、あたしが微ほほ笑えむ


    　　あなたが笑って、みんなが微笑む


    



    　一フレーズを唄い終えると、アリッサは皆の様子を窺うかがった。少し、不安そうに。


    「──すごい。上う手まいとは聞いてたけど、本当に綺き麗れいな歌声ね」


    　珍しく冬ふゆ上がみがストレートな賞賛を口にする。他の皆もそれに同意した。


    「メロディはちょっと単調で短めだから、アレンジして膨ふくらませる必要があるだろうけど、基本はこのまま行けると思うわ。皆がよければ、私はこれで楽がく譜ふを起こしてみようと思うけど」


    　反対意見は特にない。冬上は満足そうに頷うなずき、アリッサはホッとした様子で胸を撫なで下ろしていた。


    「それで楽器だけど、私はフルートにしようかしらね。何だかさっきの曲には笛の音ねが合いそうだったし。ギターはアコースティックでいきましょう。あとはピアノで……ハーモニカも馴な染じみそう。他には……。んー……要素自体はこれで十分なのよね。無理やりバンド風にする必要もない曲だし。ただそれだと人数が余るから──」


    　ぶつぶつと呟つぶやき、思索モードに入る冬上。僕らは黙ってそれを見守る。


    「──そうね、初心者が二週間でものになるわけないし……これが妥当かしらね」


    　考えが纏まとまったのか、冬上が顔を上げる。


    「よし、決めたわよ!」


    　僕らは気を引き締めて冬上の言葉を待つ。


    「フルート、ギターは二パートでいきましょう。それぞれ経験者がメインパートを担当しつつ、初心者に簡単なサブパートをレクチャーするの。遠とお見みくんは山崎くんからギターを習いなさい。ツグミちゃんには私がフルートを教えるわ。朝あさノの宮みやさんはハーモニカ、宮島くんはピアノ担当ね。朝あさノの宮みやさんにはコーラスもお願いするわ」


    　合理的な割り振りだ。しかし一人だけ名前を挙げられなかった未み由ゆが手を上げる。


    「あの……私は？」


    「友とも月づきさんもコーラス担当よ。それとこれも……ね？」


    　冬ふゆ上がみは壁際に置かれた楽器の中から円形の打楽器を手に取った。シャランと音が鳴る。


    「た、タンバリン？　冬上さん……どういうつもり？」


    　じとっとした目で冬上を睨にらむ未由。


    「あら、別にふざけているわけじゃないわよ。タンバリンをあまり舐なめないでよね。リズム楽器として優秀だし、案外奥が深いのよ？　私は純粋にこの割り振りが最適だと判断したの。嫌がらせで曲の質を落とすことなんてしないわ。私を見くびらないでちょうだい」


    「う……分かった」


    　真ま面じ目めな冬上の口調に押され、未由はタンバリンを受け取る。


    「他に何か意見はある？」


    　全員に向けて冬上は訊ねた。異論は出ない。


    「じゃあ賛成の人」


    　僕も含め、皆が手を挙げた。


    　でもギターか……。興味はあったのだが、これまで触ったことなどない。サブパートとはいえ、いざとなると不安になる。


    「よしっ、じゃあ遠とお見み。俺に任せとけ!」


    　だがグッと親指を立てて請うけ負おう山やま崎ざきを見て、何とかなりそうな気がしてきた。


    　今更弱よわ音ねを吐いても仕方ないな……頑張ろう。


    　僕は胸の中で自分に言い聞かせると、「よろしく頼む」と山崎に告げたのだった。


    



    　第一回クックル会議終了後、今できる範囲で皆は活動を始めた。僕が未由の屋敷を出たのはそれから約二時間後のことだった。


    　夕ゆう闇やみに染まる空の下を僕は長い影を引き連れて歩く。隣となりには未由、一歩前には山崎の姿があった。あまり広くない住宅街の道に三人分の足音が響いている。


    　他のメンバーはいない。何となく珍しい組み合わせ。


    　冬上は楽がく譜ふを作るために、アリッサと屋敷でまだ曲を煮詰めている。ツグミと陽ひ名なちゃん、それに宮みや島じまは、僕らより一足早く帰宅していた。まだ今日は練習できることがなかったためだ。


    　そんな訳で現在、自然とこの三人での道行きとなっている。


    　僕は歩きながら、少しヒリヒリする自分の指先を見つめた。


    　楽器はやはり実際に触ってみることで、その難しさが初めて分かる。


    　九く棚だなさんが屋敷中から集めたという楽器の中には幸いギターが何本かあったので、山崎から早さつ速そく基本を習い始めたのだが──まともに音さえ鳴らせなかった。明日の練習では何とか挽ばん回かいしたい。


    「啓けい介すけくん、指痛いの？」


    　隣となりの未み由ゆが少し距離を詰めて、僕の手を覗のぞき込む。


    「まあ、ちょっとな。ギターの弦を押さえたの初めてだから、指の皮が負けたみたいだ」


    「ホントだ。少し赤いね」


    　未由はそう言うと、手を伸ばして僕の指に触れる。ひんやりと冷たく、柔らかい感触。


    「未由の指……冷たいな」


    「私、冷え性しような方だし。それに今は啓介くんの指が熱を持ってるんだよ」


    「あ……そっか」


    　納得する僕を見て、未由は僕の指を包み込むように握った。


    「よかったら──冷やしてあげるよ？」


    　わずかに頬ほおを染めて問う未由。


    「え、えっと……」


    　僕がどぎまぎして返事に詰まっていると、「ごほんっ!」というわざとらしい咳せき払ばらいが聞こえた。


    　我われに返って前を向くと、山やま崎ざきが半眼で僕らを見つめていた。


    「あのさ、俺がいること忘れてねえか？　まあ正直、お邪魔だってことは分かってるけどよ……」


    　僕と未由は慌あわてて手を離す。


    「いや、そんなことない!　山崎のこと忘れてないって!」


    「う、うん、山崎くんを邪魔だなんて思ってないよ!」


    　弁解するが山崎は呆あきれたように首を振った。


    「嘘うそ吐つけ。完全に二人の世界に入ってただろうが。っていうかこの際だから聞くが、お前らってやっぱり付き合ってるんだよな？　アリッサさんが現れてから、いまいち分からなくなってんだけど」


    「そ、それは……」


    　答えにくい質問をぶつけられ、僕は視線を泳がせる。確かに未由と仲良くなってから、山崎たちはそんな誤解をしていた。当時は放課後に行動するため都合がよく、あえてその誤解を解かなかったのだが……今となっては建たて前まえで答えられる問いではない。


    　どう返答するか迷っていると、未由が僕の手に指を絡からめ、笑いかけてきた。


    「啓介くん──私たち付き合ってるとか、もうそんな言葉で言い表わせるほど、浅い関係じゃないよね？」


    　悪戯いたずらっぽい表情。だが、妖あやしさを含んだ微笑。


    「ま、まあ……確かに」


    　その瞳ひとみに魅入られ、思わず頷うなずいてしまう。何度も救い、救われ、今は血のやり取りまでする関係を浅いとは言えまい。


    「うぇえええっ!?　ちょ、ど、どういうことだよ!?」


    　すると山やま崎ざきは素すっ頓とん狂きような声を上げて、仰のけ反ぞった。


    「うーん……山崎くんには刺激が強すぎると思うから、これ以上は聞かない方がいいよ。ね、啓けい介すけくん？」


    　同意を求める未み由ゆ。確かにこれまで僕らが潜くぐり抜けてきた戦いは、刺激的と言っていいだろう。何しろ何回死に掛けたか分からないほどだ。


    「──そうだな。下へ手たに詮せん索さくすると火傷やけどするから止やめとけ」


    　僕の言葉に山崎は肩を落とした。


    「く……こ、この敗北感……ちくしょー、お前ら開き直りやがって……」


    　恨うらめしげに睨にらんでくる山崎。切り返すなら今がチャンスだ。


    「山崎の方こそどうなんだよ？　僕も一度聞いてみたかったんだけど、山崎って冬ふゆ上がみのこと好きなのか？　今日だって冬上がいたから部活に入ってくれたしさ」


    　話題を逸そらすために、問いかける。


    「なっ……と、遠とお見み、お前、いきなり何を言ってんだよ!」


    　山崎は面白いほど慌あわてふためく。


    「私も、聞いてみたいな。冬上さんの、どこがいいのか」


    　未由も僕の言葉に乗っかり、攻守が逆転した。


    「か、勘かん違ちがいするなって!　冬上のことは確かに好きだけどよ。遠見や友とも月づきが思ってる好きとは微妙に違うんだよ!　だって俺、冬上を口く説どいたりしてないだろ？」


    「そういやそうだな……」


    　僕はこれまでを思い返しながら呟つぶやく。山崎は冬上と仲良くなるために努力を惜しんでいなかったが、いざ友達になってからはその関係から先に進もうとしている様子がない。


    「じゃあ、どう好きなの？」


    　本質を突く質問を未由が投げかける。


    「……り、理想なんだよ」


    「理想？」


    　小首を傾かしげる未由。


    「冬上は俺にとって完かん璧ぺきな人間なんだよ。そりゃ最初は付き合えるなら付き合いたかったぜ？でもよ……仲良くなるほどに完璧さが際立って、付き合いたいってよりも認められたいって思うようになったのさ」


    　山やま崎ざきの言葉を聞いて僕と未み由ゆは顔を見合わせる。たぶん頭に浮かんだ疑問は同じだろう。頷うなずき合い、それを口に出す。


    「冬ふゆ上がみって、別にそこまで完かん璧ぺきじゃないと思うけど」


    「冬上さんは、そんなに完璧じゃないよ。絶対」


    　同時に否定の台詞せりふを言う僕と未由。冬上は成績や能力は高いが、その他の点で色々と問題があると思う。あえて挙げるなら──根性の捻ひねくれ具合とか、だ。


    　しかし山崎は、馬鹿にしたような笑みを浮かべた。


    「ふん、お前らは冬上の凄すごさと魅力が分かってねえんだよ」


    「じゃあ……山崎の言う、冬上の凄さって何なんだよ？」


    　教えてくれなくては納得できない。


    「んー……例えばだな──」


    　山崎は腕を組んで考え込んだ。


    「──あ、そうだ。遠とお見み、光る葉の話を覚えてるか？」


    　いい喩たとえが思いついたのか、山崎は急にそんなことを問いかけてきた。


    「光る葉？」


    　未由はきょとんと首を傾かしげる。


    「えっと……前に宮みや島じまから聞いた噂うわさ話ばなしだよ。空から光る葉が落ちてきて、拾うと願いが叶うんだってさ」


    　僕は思い出しながら未由に説明した。


    「そう、そのくだらない都市伝説だ。例えば今、この空からその光る葉が落ちてきたとしても冬上は──」


    　空を指差して語り始めた山崎だったが、突然言葉を切る。


    「──ん？」


    　目を細め、顔を顰しかめる山崎。何事かと、僕も山崎の視線を辿たどった。


    「……何だ、あれ？」


    　太陽が沈み切ろうとしてる藍あい色の空から、小さな光る物体が落下してきていた。ひらひら風に翻ほん弄ろうされながら、ゆっくりゆっくりと。空が暗くなっていなければ気付かなかっただろう。


    「ねえ……もしかしてあれが、今の話にあった光る葉？」


    　未由が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


    「いや、そんなわけねーよ。あれはただの噂話だ。どうせ風に乗った木の葉に夕日が反射してるだけだろ」


    　山崎はわずかに動どう揺ようを見せながらも、淡白な反応を返した。


    「でも、近くに落ちそう。啓けい介すけくん、行ってみない？　何か気になるし」


    　瞳ひとみに好奇心ではなく、真ま面じ目めな色を浮かべて未由が僕の手を引く。


    「そうだな……ちょっと確かめてみるか」


    　仮に何かの異変なら僕らに関わりがないとも言い切れない。僕は頷うなずいて、未み由ゆと共に走り出した。


    「おい待てって!　あんなもん、どうでもいいだろうが!」


    　山やま崎ざきは文句を言いながら、僕らを追いかけてくる。光る何かは風に流されるようにして住宅地の上を漂っていた。


    「こっちから回り込んだ方がいいよ!」


    　風向きから判断して未由が道を選び、僕らを先導する。


    　人にぶつかりそうになりながら歩道を走り抜け、何度も角を曲がるうちに光は近づくが、やがて住宅の陰に隠れて見えなくなってしまう。


    「あーあ……間に合わなかったね」


    　未由は落らく胆たんの声を上げた。しかしとりあえず落下地点と思われる場所まで走り続け、道路の上を探してみる。


    「ほら、やっぱ光る葉なんてどこにもねぇだろ。夕日だよ、夕日。全く、無駄な体力を使わせるな」


    　僕らに追いついた山崎が、辺りを見回している僕らに言う。


    　道の脇には落ち葉が積もっていたが、その中で光っているものは一つもない。


    「やっぱり山崎くんの言うとおり、夕日の反射だったのかな？」


    　未由は残念そうに呟つぶやいた。


    「当たり前だろ？　奇跡なんてその辺に転がってるもんじゃねーんだよ」


    　呆あきれたように山崎は肩を竦すくめる。


    　ただ僕は山崎の言うように、夕日の反射だとも思えなかった。


    　僕には空から落ちてきた光の色が夕日の赤ではなく──緑に見えた。


    　美しく鮮やかな、緑色に。


    　けれど実物がない以上、確認することはできない。僕は諦あきらめることにして山崎を見る。


    「それでさっきは何を言おうとしてたんだ？　冬ふゆ上がみならどうとか言ってたけど……」


    「──いや、やっぱあれはナシだ。喩たとえに出すのもバカバカしくなった」


    　山崎は肩を竦すくめて歩き出す。そう言われると気になるが、これ以上山崎の機嫌を損ねるのも問題だ。


    　僕は繋つないだままだった未由の手を引いて、山崎の後に続く。走ったせいで手の平は汗ばんでいたが、未由は指を解く様子はない。


    　僕から手を離す理由もなく、男子寮りようと女子寮の分かれ道に出るまで──僕らはそのまま歩き続けた。


    



    　　　　　　　４


    



    　空から落ちてきた緑色の光。


    　だが特に異変も起こらず、翌日の練習は順調に行われた。


    　冬ふゆ上がみが土曜の朝には楽がく譜ふを書き上げていたので、まずはそれを元にアリッサ、冬上、陽ひ名なちゃん、山やま崎ざきで音合わせ。サブパートがない分、音の厚みが足りなかったが悪くない出来だった。


    　そこからさらに完成度を上げるのが素人しろうと組の役目だ。異様に飲み込みの早いツグミはもう楽譜を見ながら音をなぞっていたが、僕はまだ四苦八苦の段階。楽譜を覚える以前に、音をきちんと鳴らすことに苦心していた。


    　──バロロン……。


    　弦を弾くと不協和音が響く。もちろんこれは出そうとした音ではない。


    「違う違う。コードをきちんと押さえてないからそんな風になるんだよ。こうだ、こう」


    　山崎が自分のギターを使って手本を見せる。僕は山崎の指と自分の指を見比べながら、もう一度コードを押さえた。


    「よし、やってみろ」


    　──ポロン


    　弦を弾くと、今度は綺き麗れいな音が鳴った。せつない響きの震ふるえる和音は、僕の鼓こ膜まくに届き、余よ韻いんを残して消える。


    「おお……」


    　思わず声を漏もらしてしまう。ただ普通に音が鳴らせただけなのだが、じわりと感動が込み上げてきた。


    「いい音だろ？　それがＥマイナーだ。んじゃ忘れないよう繰り返し練習しとけ。俺はトイレ行ってくる」


    　山崎はギターを置くと、防音室から出て行った。少し緊張の糸が緩ゆるみ、僕は部屋の中を見回す。防音室には机や椅い子すが持ち込まれ、皆が思い思いの場所で練習していた。フルート、ピアノ、ハーモニカの音が混じり合いながら響いている。


    　そんな中、「あいうえおあお」と繰り返しながらシャンシャンとタンバリンを叩く未み由ゆの姿が一ひと際きわ目立っていた。僕の視線に気付いたのか未由は口を噤つぐみ、こちらに歩いてくる。


    「け、啓けい介すけくん……あんまり見ないで、恥ずかしいから」


    「いや、その、ごめん。何やってるんだろうと思って」


    「タンバリンと発声の練習だよ。私は声が小さいから、今日は一日タンバリンを同じリズムで叩きながら声を出してろって冬上さんが……」


    　喋しやべりながらもシャンシャンとタンバリンを叩き続ける未由の姿はどこかシュールだ。


    「そ、そっか、邪魔して悪い。続けてくれ」


    「うん……できればじっと眺ながめたりしないでね」


    　未み由ゆはタンバリンを鳴らしながら元の場所へ帰っていく。そんな僕らの様子を見ていたのか、今度はフルートを手に冬ふゆ上がみが近づいてきた。


    「友とも月づきさんって声は澄んでいて綺き麗れいなのよ。きちんと発声できればアリッサさんといい感じにハモると思うわ」


    　フルートを手に、冬上は再び「あいうえおあお」と繰り返し始めた未由を見つめる。


    「冬上が未由を褒ほめるなんて珍しいな」


    「そう？　私は認めるべきものは認めるわよ。特に今回は友月さんも曲を形作る一人だもの。能力が高いのは喜ばしいわ」


    「その切り替えの速さは尊敬する」


    「別に切り替えてるわけじゃないわよ。目指すべき目標があるうちは、他の事に拘こだわらないだけ。余計なことに気を取られて足踏みするのは、全体にとっても私にとっても損だもの」


    　その言葉を聞いて、何となく理解できた。


    　冬上は目標とする何かに猛進するとき、とても輝く人間なのだと。たぶん、そういうことが好きなんだろうと。


    　普段はその対象が未由で、今はこの第九総合音楽サークルの演奏ということに違いない。
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    冬ふゆ上がみを完かん璧ぺきだ、凄すごいと賞賛する山やま崎ざきに、今は少しだけ同意できる気がした。


    「何よ？　にやにやして」


    　冬上が眉まゆを寄せて訊ねてくる。どうやら無意識のうちに笑みを作っていたらしい。


    「冬上は味方だと頼もしいなって思ってさ」


    「遠とお見みくんの方は、まだ頼りないけどね」


    　切り返されて苦笑を浮かべる。


    「……分かってるよ。ギターの練習、頑張るから」


    「頑張るだけじゃなくて、自分の役割以上の事をこなせるぐらいにまで上う手まくなってくれなきゃ困るわ。一応、期待してるんだから」


    　冬上は僕のギターを指でトンと叩くと、フルートの練習をしているツグミの元へ歩いていった。


    　その背中を見送りながら、僕はもう一度コードをしっかりと押さえ、弦を弾く。


    　──ポロン


    　冬上が足を止め、振り返って口を開いた。


    「いい音ね」


    「ああ」


    　素直に嬉うれしくて、僕は微ほほ笑えみながら頷うなずいたのだった。


    



    　土日は朝から日が沈むまでみっちりと練習を重ね、明けての月曜日。クラスの方でもプラネタリウムの準備が始まっていた。


    「ケースケ、これ楽しいわね!」


    　ダンボールを黒い絵の具で塗りつぶしながら、アリッサが言う。


    「そうか？　単純作業で飽きてくるけど……」


    　早くギターの練習をしたいなと思いながら僕は答える。


    　今、僕らのクラスは三つの班に分かれて作業をしていた。一つは僕とアリッサが属する、プラネタリウムを投影するドームをダンボールで作る班。まずはその下準備として、ダンボールの内側を黒色に塗っているのだ。


    　二つ目はプラネタリウムの核と言うべき投影用天てん球きゆう儀ぎを作る班で、こちらは星の位置に針で穴を開けて行くという地道な作業。星占いも得意なのだという陽ひ名なちゃんがリーダーシップを取っていた。未み由ゆもここに属している。


    　残る三班目は教室を飾りつけるモビールなどを制作している。冬上、山崎、宮みや島じまはここの班員だ。


    　皆、真ま面じ目めに黙々と作業しているので教室は意外に静かだ。しかしモビール班の一角から、突然大声が上がった。


    「いや、本当だって!　俺、マジで拾ったんだから!!」


    　何事かと顔を上げると、クラスの男子生徒が山やま崎ざきに何やら熱弁を振るっていた。名前は確か……大おお原はらだ。ほとんど話したことはないが、さすがに九月下旬ともなればクラスメイト全員の苗みよう字じぐらいは把は握あくしている。


    「──寝言は止やめろよな。だったら見せてみろよ」


    　冷たい口調で山崎が言う。


    「そりゃ無理だ。お前も噂うわさで聞いてるだろ？　願いを叶えると消えちまうんだって。その代わり、拾ったときの状況は細かく言えるぞ。願いだって叶ったからな」


    「へー、じゃあ聞かせてもらおうか」


    　ヒートアップする大原に対して、山崎は淡白だ。どうも会話の流れからして、例の光る葉に関するものらしい。


    「金曜日の夕方だ。繁華街の方へ寄り道してから寮りようへ向かってた俺は、道端に何か光るものがあるのに気が付いたんだ。場所は……普通の家ばっかりのとこだったし説明しづらいけど、必要だったら連れてってやるよ。まあそれで近づいてみたら、緑色に光る葉っぱが落ちてた」


    「金曜日の夕方……」


    　山崎が眉まゆを寄せる。ちょうど僕らが空から落ちてくる光を見つけた頃だ。場所も近いように思える。


    「俺も噂は聞いてたからな。けど本気で信じちゃいなかった。誰かが蛍光塗料でも塗って手の込んだ悪戯いたずらしてんだろ程度に思った。でも、ほんのちょっと……もしかしたらって気持ちがあったから、拾い上げて軽い願い事をしてみたんだよ。そしたら葉っぱは緑色の光になって消えちまったんだ!」


    　大原の熱弁に教室がざわめく。「きゃー、うそー」という女子の歓声、「何言ってんだ、あいつ」といった冷めた声、「いや、でもマジっぽくね？」という囁ささやき。皆が作業を中断し、大原と山崎の会話に耳を傾けていた。


    「──で、どんな願いが叶ったって言うんだよ？」


    　山崎の質問は、クラスメイトの気持ちを代弁していた。


    「それは──」


    　答えようとした大原だったが、そこでようやく自分が注目を集めていることに気が付いたようだった。


    「えっと……こ、こんな大勢の前で言えることじゃない」


    「何だ、やっぱり嘘うそか」


    　躊ちゆう躇ちよする大原だったが、山崎の言葉で顔に血を昇らせる。


    「ち、ちげーよ!　お、俺は今日、文化祭の準備で好きな奴と同じ班になれるよう願ったんだよ!　そしたらその通りになったんだ!」


    　色々な意味で歓声が起きる。特にモビール班の女子はひそひそと囁ささやき合っていた。


    　しかしその中で山やま崎ざきだけは、平静な様子を崩くずさない。


    「あのなあ……三班しかねえんだから、確率なんて三分の一だろうが。それで願いが叶ったとか言われても困るぜ」


    「くっ……そこまで言うなら、もう一回光る葉を見つけてやるよ!　そんで今度は絶対に文句の言えねえほど、すげぇ願いを叶えてやる」


    　大おお原はらはそう言うとずんずん教室の出口に歩いて行く。


    「おい、準備をサボる気かよ？」


    　苛いら立だった様子で咎とがめる山崎。


    「うるせえ!　俺にカミングアウトまでさせやがって……こんな雰ふん囲い気きの中で作業なんてやってられっか!」


    　結局、大原はそのまま教室を出て行ってしまった。まあ気持ちは分からなくもない。


    「ちっ……何なんだよ、あいつ」


    　本気で不機嫌そうな口調で山崎は呟つぶやくと、作業を再開する。


    　他の皆も大原の願いが大したものではなかったせいか、光る葉自体の噂うわさよりも誰が大原の好きな奴なのかという話で盛り上がりながら作業に戻った。


    「光る葉……か。アリッサはどう思う？」


    　僕は黒色をダンボールに塗り続けていたアリッサへ小声で訊ねる。


    「──分からないわね。でも本当に不思議な力で願いを叶えたって言うなら、魔術師でない人間が魔術を使ったことになる。それは普通に考えれば有り得ないわ」


    「そっか」


    　僕はそれを聞いて、少し安心する。だがアリッサは言葉を続けた。


    「だけど、普通じゃないことが起こっているのかもしれない。何かしらの異変……もしくはその前兆かもしれない。それも忘れないで」


    　これまで何度も僕らを襲った危機。前触れがあるときも、ないときもあった。


    　しかし、いつも実際に事が起きるまで事件の全ぜん貌ぼうは見えてこないのは同じ。事前に阻止するためには決定的に情報が足りない。


    　だから僕らにできることは、一つだけ。


    「ああ、気をつける。何も起こらずに、傘さん陽よう祭さいが成功するといいな」


    　覚悟をしながら、後悔しない日常を過ごす。それだけなのだ。


    



    　赤い夕日が窓から射し込み、廊ろう下かに濃い影を作り出している。そこに響く足音は二つ。


    　僕と、隣となりを歩く冬ふゆ上がみの靴くつ音おとだ。


    「──何とか枠わくは確保できたわね。よかったわ」


    「ああ、危ないところだった。冬上が粘ねばってくれなきゃどうなってたことか……」


    　冬上の言葉に僕は頷うなずく。


    　クラス展示の作業がお開きになった後、僕は冬上と二人で文化祭実行委員会の会議室を訪れていた。傘さん陽よう祭さいでステージ発表を行う同好会の予定調整を行うと校内アナウンスが流れたからだ。冬上に同伴してもらったのは、文化祭の段取りに詳しいため。


    「そうね、私がいなかったら発表時間が三分とかにされちゃってたわよ。全く、今年の実行委員は融ゆう通ずうが利かなくて困ったわ」


    　冬上の言うとおり、実行委員会は先着順で機械的に時間を割り振っていたので、ギリギリで申しん請せいした僕らの枠わくはないに等しいものだった。そこで冬上は前年までの例を具体的に挙げて、発表に応じた枠を再分割するよう実行委員を説き伏せたのだ。


    「ホントに助かったよ。準備もあるし、三分じゃあ一曲演奏する時間もなかった」


    「まあ今回は感謝してもらわなくてもいいけどね。自分のためでもあるんだし。さ、皆はもう友とも月づきさんの屋敷で練習を始めてるんだから、私たちも早く合流するわよ」


    　冬上はそう言って足を早める。僕も歩幅を広げて、スピードを合わせた。


    　鞄かばんを取りに一度教室に戻ってから、下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替えて校舎を出る。何気なく空を見上げると鱗うろこ雲ぐもが空に広がっていた。


    　ふと教室での出来事を思い出し、緑の光がないか探してみる。だがそれらしいものはどこにもなかった。


    「何やってるの、遠とお見みくん。ぼーっとしてないで、もっと急ぎなさい」


    　空に気を取られて歩調が緩ゆるんでいた僕を、冬上が急かす。


    「──悪い」


    　僕は謝って冬上に追いつく。そしてふと、山やま崎さきが言ったことを思い出した。


    　この空からその光る葉が落ちてきたとしても冬上は──。


    　どうすると言うんだろう？


    「なあ、冬上は光る葉って信じてるか？」


    　気になったので、話を降ってみることにする。


    「光る葉？　ああ、大おお原はらくんが騒いでいたやつね。信じるも何も、別段気にしていなかったわ。興味もないし」


    　その答えは少し意外だった。昔、僕の手品に興味を示したことや、魔術を求めたこと……冬上はこういう不思議なことに興味があるのだと思っていた。


    「冬上は、何か願い事とかないのか？　光る葉はそれを叶えてくれるって噂うわさだけど。信しん憑ぴよう性は置いておいて、冬上なら欲しがるかと思ったよ。未み由ゆに勝ちたいっていつも言ってるしさ」


    　僕が問いを発すると、冬ふゆ上がみはピタリと足を止める。釣られて僕も立ち止まると同時に、左ひだり頬ほほに軽い衝撃が走った。


    　パシンと乾いた音が辺りに小さく響く。


    「…………へ？」


    　平手打ちをされたのだと遅れて理解した。呆ほうける僕に冬上はにこやかな笑みを向ける。


    「お仕置きよ、遠とお見みくん。物覚えが悪いことと、私を侮ぶ辱じよくしたことに対する、ね」


    「侮辱って、そんなつもりは全然──」


    「いいえ、遠見くんはさっき私のことを軽く見たわ。前に言ったはずよね？　私はどんな悩みも全部自力で解決していく予定だって。望みも同じ。自分の力で手に入れる。ただ与えられるものなんて本物かどうか分からないじゃない。そんなもので満足する人間だと思わないでちょうだい」


    　目が全く笑っていない。僕は冷や汗を垂らしながらコクコクと頷うなずく。


    「──分かってくれたのならいいわ。あ、勘かん違ちがいしないで欲しいんだけど、私は望みを叶える手段ならいくらでも欲しいのよ。手段っていうのはどんなものであれ、自分の力だから。大事なのは誰かや何かじゃなくて、自分が望みを叶えることなの」


    　冬上はそう告げると、歩みを再開する。僕も一歩遅れて後に続いた。


    「でも……叩くことなかったんじゃないか？　言ってくれれば分かるのに」


    　ひりひりする頬をさすりながらぼやく。


    「これも前に言ったでしょ──音ねを上げたらお仕置きだって。私にさっきみたいな質問をするってことは、遠見くんの中に甘えがある証拠よ。大方、心のどこかでギターが突然上う手まくなったらいいなーとか考えてたんじゃない？」


    「う……確かに早く上達したいとは思ってるけど……」


    　まだようやく音が出せるようになった段階だ。正直焦あせりはある。


    「だったら毎日、練習を重ねるしかないのよ。それが手段。手段がありさえすれば、いつか目標には辿たどり着くんだから、甘えたことは考えないで一歩ずつ進みなさい」


    　冬上は肩を竦すくめて、多少皮ひ肉にくを混じらせた口調で告げた。


    「一歩ずつ……か」


    　近道なんてない。当たり前のことを胸に刻むため、僕は呟つぶやく。


    　山やま崎ざきが言いかけたことが、分かった気がする。確かに、冬上は凄すごい。


    「そうよ、手段があるうちは弱よわ音ねなんて許さない。私は──そう決めているんだから」


    　冬上は自分の胸に手を当て、不敵に笑った。


    



    　冬上の言葉は僕の中に覚悟を植えつけた。


    　それから数日、いくら練習に励んでも進歩は微々たるものだったが、投げやりにならずにすんだのは冬ふゆ上がみのおかげだ。成果は出せる音が増えた程度。しかし確実に前進はしているのだと言い聞かせ、練習する。


    　だが木曜日。ようやく最低限必要なコード進行を覚え、後は楽がく譜ふを見て一人で練習していいと山やま崎ざきから言われた僕だったが、ポロンと弦を鳴らした瞬間、指に鋭い痛みが走った。見れば親指にできた肉ま刺めが潰つぶれている。


    「──ケースケ、大丈夫？」


    　近くにいたアリッサが僕の様子に気付いて指の様子を見た。


    「あー……血が出てるじゃない。これじゃ今日の練習はもう無理ね」


    「いや、絆ばん創そう膏こうを張れば……」


    「ダメ!　休まなきゃいけないときは休むの」


    「でも、まだ皆は──」


    　僕は防音室を見回す。皆、熱心に練習へ取り組んでいた。僕と同じ素人しろうとだったツグミはもう綺き麗れいなメロディをフルートから奏かなでている。未み由ゆも最初に比べてずいぶんと声が出るようになっていた。今のところ一番足を引っ張っているのは僕だ。サボってはいられない。


    「あのね、誰に聞いたってあたしと同じこと言うわよ。もし何もしないのが嫌なら……あたしの用事に付き合ってくれない？」


    「用事？」


    「そうよ、行くところがあるの。だから今日はもう練習を切り上げるつもり。本当は一人で行くつもりだったけど……ケースケが一緒に来てくれるなら心強いわ。だから、お願い」


    　アリッサの目は真剣で、僕を気遣うために嘘うそを言っている様子ではない。瞳ひとみには不安な色も揺れている。


    　僕はもう一度自分の指を見つめた後、溜ため息いきを吐つく。


    「──分かった。僕も行くよ」


    「ありがとう、ケースケ」


    　アリッサに礼を言われて複雑な気分になる。


    「礼を言うのは僕の方だな。おかげで負い目を感じずに休める」


    　その言葉を聞いてアリッサは「じゃあ、おあいこね」と笑って見せた。


    



    　夕方は、季節の移り変わりを感じる時間だ。


    　毎日、少しずつ日没が早くなる空は、秋の到来を告げている。一週間前の同じ時刻だとまだ明るかった空はその半分が藍あい色に覆おおわれて、高い鐘しよう楼ろうの向こうには一番星が輝いていた。


    「行くところって、ここだったのか……」


    　そう、僕は今、鈴りんちゃんのいる児童養護施設の前に来ている。アリッサも一緒だ。


    「ええ、傘さん陽よう祭さいで演奏できる目め処どが立ったし、もう一度リンを誘いに来るつもりでいたのよ」


    　だとしたらアリッサの不安も分かる。前回アリッサは不用意な言葉で鈴ちゃんを傷つけたと後悔していたから。


    「あれからちょうど一週間か……」


    　呟つぶやきながら、施設の門から敷地内へ入る。


    　広い運動場に人ひと気けはない。宿舎の窓からは明かりが漏れ、子供たちの声が聞こえていた。そろそろ夕食時なのだろう。


    「リン……今日は礼拝堂にいるかしら」


    　アリッサが緊張の混じった声こわ音ねで呟く。


    「たぶんな。風か邪ぜは治ったみたいだってツグミから聞いたし」


    　ちなみに由ゆ衣いは未み由ゆの屋敷にいる。最近はずっと屋敷で練習していたので、そちらに泊まっているのだ。鈴ちゃんのところへ行くなら一緒にと思ったのだが、今日は冬ふゆ上がみに確保されてしまい奪取は叶かなわなかった。


    「そう、元気になってくれたのならよかったわ」


    　アリッサは少し表情を和やわらげると、礼拝堂へ向かって歩いて行く。しかし今日も礼拝堂からオルガンの音は聞こえてこなかった。代わりに何か──人の声が耳に届いた。


    「──なんて……ないだろっ!!」


    　誰かの怒鳴り声。アリッサは躊躇ためらった様子を見せたが、意を決したように勢いよく扉とびらを押し開く。


    「もう、そんなこと止やめろよ!　止やめないと……これ、返さねえぞ!!」


    　そこには前回訪れたときと同じく、祭壇で祈りを捧げる少女の姿があった。そしてその傍そばには白い杖つえを持って、怒鳴り散らしている男の子がいる。年は鈴ちゃんと同じぐらい──小学校中学年ほどだろう。激げつ昂こうしていてこちらに気づいた様子もない。


    「──いいよ。その代わり……わたしにお祈りさせてね？」


    　だが鈴ちゃんは男の子とは対照的な、落ち着いた優しい声で答えていた。


    「な……お、お前、これないと困るんじゃないのか？　だったら、おれの言うこと聞けよ!!」


    　男の子が手にしていたのは杖だった。悪戯いたずらで取り上げていいものではない。


    「この施設の中なら、杖がなくても大体分かるよ。シスターにはわたしが失くしちゃったって言うから。ちょっと怒られるだろうけど……ほんとうのことは言わないから、あんしんしてね」


    　にっこりと微ほほ笑えむ鈴ちゃん。だが男の子は顔を歪ゆがめる。


    「意味、分かんねえよ。お前……何なんだよ。気持ち悪ぃよ!　おれは、お祈り止やめろって言ってんだ!　もう何でもいいから、とにかく止やめろよ!　神様なんていねえんだから!!」


    　男の子はそう叫んで、杖を床に叩きつけようとする。だがその寸前で、僕より速く動いていたアリッサが男の子の腕を掴つかんでいた。


    「──止やめなさい。これはリンの大事なものよ。壊したら、あたしが許さない」


    「あ……」


    　男の子は我われに返った様子でアリッサと、その背後にいる僕を見る。途端にそれまでの強気な表情は失われ、瞳ひとみには怯おびえの色が混じる。


    「──っ!」


    　男の子は杖つえから手を離すと、そのまま礼拝堂の出口に向かって駆け出す。


    「待ちなさい!　リンに謝りなさいよ!!」


    「いいの、アリッサさん!」


    　アリッサが追いかけようとするが、鈴りんちゃんの声が制止をかけた。


    「だって……」


    　悔くやしそうにアリッサが呻うめく。だが鈴ちゃんはもう一度、はっきり告げた。


    「いいの。アリッサさんが怒らなくていいんだよ。だって、わたしが怒ってないんだもん。それよりいらっしゃい、アリッサさん。来てくれて嬉うれしいよ」


    「リン……」


    　アリッサはどうしたらいいのか分からないのか、助けを求めるように僕を見た。


    「──なあ鈴ちゃん。たとえ鈴ちゃんが怒ってなくても同じことが起こったら困るだろう？　下へ手たしたら事故に繋つながるかもしれない」


    　僕はアリッサが言葉にできないでいたと思われる憂ゆう慮りよを代弁した。せめてシスターに報告する義務が僕らにはあるだろう。


    「けーすけさんもいたんだね。こんばんは。心配してくれて、ありがとう。だけど平気だよ。同じことはもう起こらないもん。さっきの子……たーくんって言うんだけど、たーくん本当はすごく優しいから」


    　だが鈴ちゃんはそれでも首を横に振った。


    「優しい？　あんなことをしたのに？」


    　アリッサが信じられないように聞き返す。


    「うん。わたしが困ってるときによく声をかけてくれるし、しばらく前まではここでわたしといっしょにお祈りしてくれたもん」


    「……それならどうして、さっきみたいなことになったのよ？」


    　首を捻ひねるアリッサ。僕もきちんと話を聞かなければ、納得できない。


    「たーくんは、かみさまを信じられなくなっただけなの」


    「カミサマ……？」


    　アリッサは顔を顰しかめるが、大人しく耳を傾ける。


    「ここに来たばっかりのころ、たーくんはすごく泣き虫だったんだよ。でもシスターに言われてお祈りするようになってからは、泣かなくなったの。毎日、ここで私とお祈りしてくれて、オルガンも聞いてくれた。でもある日から、来なくなっちゃった」


    「──何か、理由があるの？」


    　アリッサの問いを聞いて、鈴りんちゃんは悲しそうな表情を浮かべる。


    「諦あきらめちゃったんだよ。たーくんは毎日かみさまに何かお願いしてたの。でも、それがずっと叶わなかったんだと思う。それでかみさまなんていないって言って、お祈り止やめちゃったの」


    「それでリンにもお祈りを止やめさせようとしてたわけ？　すごく自分勝手じゃない」


    「かもしれない……でもわたし、気持ち分かるの。かみさまがもしいるとしたら、自分のお願いを聞いてくれなかったこと、うらんじゃうでしょ？　けど、たーくんは優しいから、かみさまがいないって思うことにしたんだよ。だからずっとお祈りを続けてるわたしのことが、がまんできなかったの……それだけなの」


    　寂しく笑う鈴ちゃん。


    「だとしたら、やっぱりもう一度止めに来るんじゃない？」


    「……だいじょうぶ。たーくん、そんなこともう止やめとけって……本当はわたしを心配して来てくれたの。でも、さっき気持ち悪いって怖がられちゃったから。もう、ここには来ないよ」


    　笑顔を崩くずさない鈴ちゃんに胸が痛くなる。


    「リン……別に泣くのを我慢しなくてもいいのよ？」


    　アリッサも居いた堪たまれなくなったのか、鈴ちゃんの頭に手を置いて言った。


    「ううん、わたし泣かないよ。こういうこと何回もあったから。ゆーちゃんみたいに、みんなを笑顔にできないのはくやしいけど、その代わりみんなの分までわたしはお祈りするんだ」


    「何回もって……」


    　アリッサは絶句する。


    「みんな、ここに来なくなっても……きっと叶かなって欲しいお願いは消えてないんだよ。だからわたしが、みんなのお願いを叶えてくださいってお祈りするの。毎日、絶対に続けるの」


    　鈴ちゃんが抱かかえている想いの大きさに、僕は圧倒される。この場所で鈴ちゃんはいったいどれだけの出会いと別れを繰り返したのか……想像もできない。


    「どうしてリンが一人で頑張らなきゃいけないのよ……」


    「わたしのお願いは叶ったから。お友達が欲しいってわたしがお祈りしたら、ゆーちゃんが話し掛けてきてくれたの。だから次はみんなの番」


    「でもユヤは──」とアリッサは口にしかけた言葉を飲み込む。鈴ちゃんの言うゆーちゃんは、歌姫・珠す洲ず里りユヤのこと。かつてはこの施設で暮らし、鈴ちゃんの心の支えになっていた。しかし数か月前の事件で命を落とし、もう彼女はいない。


    「わかってるよ。でも、今はアリッサさんたちやツグミさんもいる。ゆーちゃんもよく遊びに来てくれる。ゆーちゃんはたぶん、ここへ来なくなったりしないから……わたし寂しくないよ」


    　僕はその言葉に少しほっとした。


    「由ゆ衣いのこと、信じてくれてるんだな」


    「もちろん、信じてるよ。あ、でもわたしが言いたかったのは、ゆーちゃんお祈りしないからって意味なんだけど……」


    　ちょっと気まずそうに鈴りんちゃんは頬ほおを掻かく。


    「由衣は、見てるだけなのか……？」


    　少し意外に思って呟つぶやく。何となく由衣なら形だけであれ、鈴ちゃんに付き合いそうな気がしたのだが。


    「うん。ゆーちゃんは、かみさまにするお願いごとはないんだって」


    　願い事が、ない？　それとも神頼みはしたくないってだけか？


    　妙に心がざわめく。だがそれは明確な形にならず、もやもやと胸の奥にわだかまった。


    「──ま、まあ、とにかく事情は分かった。シスターに告げ口したりはしないよ」


    　僕は落ち着かない気分になりながらも鈴ちゃんに告げる。この件が気になるなら、後でそれとなく由衣に訊ねればいい。


    「ありがとう、けーすけさん」


    　鈴ちゃんはぺこりと頭を下げる。


    「……あたしはまだ少し、納得できないけどね」


    　しかしアリッサが腕を組んで口を挟む。


    「だって悪いことをされたら怒らないと、向こうだって謝る理由がなくなっちゃうじゃない。そうなると仲直りなんてできないわ。リンのしてることはすごいと思うけど、受け入れるだけじゃ……これからも失なくし続けちゃう気がするの」


    　それは僕が思いつかなかった──けれど、どこまでも真まっ直すぐな正論だった。鈴ちゃんは呆ぼう然ぜんとしている。


    「──そっか、そうだね。そういうことが分からないから。わたし、気持ち悪いって言われちゃうんだね」


    「え？　ち、違うわよ!　あたしはそういう意味で言ったんじゃ……」


    　しみじみと言葉を零こぼした鈴ちゃんにアリッサは慌あわてる。


    「ううん、わたしがズレてるっていうのは知ってるの。よく当たり前のことが噛かみ合わなかったりするんだ。わたしはみんなが見えているものが見えてないの。笑い声は知っていても、笑顔がどんなものかは分からないし、色なんていうのも想像できないもん。こんな風に知らないことばかりだから……当たり前のことが分かってないんだ」


    「リン……あたしは」


    　また不用意なことを口にしてしまったと後悔している様子のアリッサだったが、鈴ちゃんは笑う。


    「ありがとう、アリッサさん。わたし、今度からは少しだけ怒ってみるね」


    「そ……そう。それがいいわよ」


    　救われた表情で頷うなずくアリッサ。そこでようやく思い出したように本題を切り出す。


    「──ねえリン。実はあたし……リンをもう一度、傘さん陽よう祭さいへ誘いに来たのよ。それがこんな風にお節せつ介かい焼いたり、お説教したりでごめんね」


    「え……さんようさい？　でも、わたしは……」


    「プラネタリウムが見られないのは分かってるわ。でもあたしたちがやるのはそれだけじゃないの。部活の皆でコンサートをするのよ。あたしが歌を唄って、ケースケたちは楽器を演奏するわ。できるなら、リンに聴いて欲しいの」


    　アリッサは明るい調子で説明するが、鈴りんちゃんの顔は曇くもる。


    「コンサート……聴いてみたいけど、学校はやっぱり嫌だな」


    「じゃあ気が向いたらでいいわ。聴いてみたいって思ってくれたんなら、今はそれで十分。けどもし来てくれたなら、絶対に楽しい一日にしてみせる。それだけは保証するから」


    　確約を取り付けずに引き下がったアリッサを僕は意外に思う。何か言いたげに見つめていた僕をアリッサは睨にらんできた。


    「──何よケースケ。文句ありそうね。言っておくけど、あたしはリンのために唱うんじゃないの。リンがもし来てくれても楽しませてあげられないのが嫌だったのよ。だからこれでいいの」


    　あえてだろう。鈴ちゃんの前でそう告げるアリッサ。


    　確かによく考えれば、無理やり説得してもそれは善意の押し付けだ。僕らは、ただ自分がやりたいことをしているだけというスタンスを崩くずしてはいけないのかもしれない。


    「……そうだな。鈴ちゃん、僕らは傘陽祭を楽しむよ。ま、よかったら聴きに来てくれ」


    　僕も軽い調子で告げる。


    「うん……」


    　鈴ちゃんの返事は相変わらず重かったが、これでいい。


    　十月初めのお祭りは、鈴ちゃんが来ない傘陽祭から、鈴ちゃんが来るかもしれない傘陽祭になったのだから。


    　この違いがアリッサにとっては何よりも大切だったのだろうと僕は思った。


    



    　三日月に雲が薄くかかり、淡い黄色の光が夜をぼんやりと照らす。カーテンを開け放した僕の部屋にも、月光は柔らかく届いていた。


    　おかげで電気をつけなくても、目の前に置いた楽がく譜ふは読み取れる。


    　僕は音符を一つずつ追い、指を動かす。ギターを持ったつもりになって。


    　コードの押さえ方を思い出しながら、弦を弾く真似をする。今日は練習量が少なかったので、とりあえず眠くなるまで続けるつもりだった。風ふ呂ろにはもう入って、ジャージにも着替えてあるのでいつでも就寝可能。部屋には僕一人。響くのは時計の針が時を刻む音だけ。とても集中できる。


    　しかし海の底のように全てが停滞していた世界が、わずかに乱れた。


    　急に部屋の中が明るくなったのだ。顔を上げて窓から外を見ると、雲の帳とばりから顔を出した月が眩まばゆく輝いている。だが目に映ったのはそれだけではなかった。


    「──え？」


    　ベランダに、人影がある。薄うっすらと霞かすんでいるが、目を凝こらすと輪りん郭かくが見えてきた。金色の髪に、白黒の法ほう衣い……アリッサに似ているが、身長は頭二つ分ほど高い。


    「ウルト……さん？」


    　僕はこの二か月ほど行ゆく方え知れずになっているアリッサの伯お母ばの名を呟つぶやく。間違いない。どうしてここに？


    　ウルトさんは何かを訴えるように、口を動かしていた。


    　だが月が雲間に隠れると、その姿は嘘うそのように消えてしまう。


    「なっ!?」


    　僕が慌あわてて窓を開けてベランダへ飛び出してみても、そこには誰の姿もなかった。


    　見間違い……か？


    　ベランダに吹き付ける夜風は冷たく、僕はやむなく部屋へ戻る。けれど落ち着かずに部屋の中を意味もなくグルグル歩いた。そして、ふと机に置かれていた携帯電話が目に留まった。手に取り、アドレス帳を開く。そこには友とも月づき邸の番号も登録されている。


    　アリッサに……伝えるか？


    　けれど、窓の外にウルトさんが見えた気がした……それだけだ。仮にあれが本物のウルトさんだったとしたら何な故ぜ僕の前に現れたのかも分からない。アリッサに用事があるなら、アリッサの前に現れればいいだけなのだから。


    　そういえば以前、ウルトさんは僕だけを魔狼フエンリルと《天使王ミトロン》の戦場跡へ連れて行き、その異状を見せ付けた。今は突然現れたクレーターに地面は抉えぐり取られ、見る影もないが……。


    「…………」


    　考えた末、電話するのは止やめにした。〝僕〟に対しての警けい鐘しよう……とりあえずはそう捉えておくことにしよう。見間違えという可能性も捨てきれない。


    　気を取り直して、楽がく譜ふの前に座ろうとする。


    　だがその時、先ほど以上の眩まばゆい光が窓から射し込み、部屋を一瞬だけ金色に染めた。


    　はっとして、僕は窓へ駆け寄る。しかし部屋へ入ってきたのは、パジャマ姿のアリッサだった。腕には子こ狼おおかみ姿の由ゆ衣いを抱かかえている。


    「ケースケ、どうしたの？」


    　窓際で立ち尽くす僕をきょとんと見つめるアリッサ。


    「あ……いや、何でもない」


    　ウルトさんのことは黙っていようと決めた直後だったので、僕はぎこちなく誤ご魔ま化かした。


    「えっと──それよりアリッサは、今日こっちで寝るつもりなのか？」


    　フリルのついた白いパジャマを眺ながめながら問いかける。由ゆ衣いの方はもう寝息を立てて丸まっていた。


    「そうよ。今日は久しぶりに屋敷を抜け出すチャンスだったの。ミユはヒナと寮りようへ帰ったし、カオリはクダナを追っかけてるから。あー、このベッドで寝るの久しぶりだわー」


    　アリッサはそっと由衣をベッドの枕元に寝かせた後、自分もごろんと転がる。


    「……つまり僕は久々の床か」


    　肩を落とす。約二週間ぶりだが、妙に懐かしい。


    「何言ってるのよ。床なんかで寝たら風か邪ぜ引くじゃない。もう寒くなってきてるんだから。ケースケもこっちで寝るの」


    「あのなあ……自分を好きだって言ってくれた女の子の横で平然と寝られるかよ」


    　寝転んだアリッサの姿から視線を逸そらして告げる。アリッサが着ているパジャマは生き地じが薄く、下着や体のラインが薄うっすらと見えていた。いくら由衣もいるからといって、平常心でいられるとは限らない。
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    「あたしは何もしないわよ？　待つって約束したもん」


    「僕が何かしそうなんだよ!」


    　その言葉にアリッサは頬ほおを染める。しまった、失言だった。


    「ケースケ……何か、したいの？」


    「し、したいことなんてない!　とにかく僕は絶対に床で寝るからな!」


    　色々なことをごまかしたくて、はっきり宣言する。


    「どうしても……？」


    「どうしてもだ」


    　譲ゆずらない僕を見て、アリッサは俯うつむく。


    「……分かった」


    「よし、それなら──」


    「じゃあ、あたし戻るわ」


    「へ？」


    　ベッドから立ち上がって窓に歩いて行くアリッサ。反射的に僕はその手を捕まえる。


    「おい、別にそこまでは言ってないだろ」


    　いつものアリッサらしくなくて僕は戸惑う。こういう形で引き下がることはこれまでなかったから。


    「だって……あたしがベッド使ったら、ケースケ床で寝るんでしょ？　それは嫌よ。あたしは本当に──ケースケが風か邪ぜ引いて欲しくないんだもん」


    「アリッサ、お前……」


    「だから屋敷に戻るの。最近はそれが普通なんだし、別に構わないわ」


    「でも、今日はこっちで寝たかったんだろ？」


    「…………」


    　僕は問いかけるが、アリッサはプイと視線を逸そらして答えない。


    「──ああもう、これじゃアリッサばっかりに我慢させてることになるじゃないか。それは僕がイヤだ。分かったよ、僕もベッドで寝るからこっちにいろ」


    「ケースケ!」


    　アリッサが顔を輝かせて僕を見上げる。僕は勢いで抱き付いてきそうなアリッサを慌あわてて押し止とどめ、言葉を続けた。


    「その代わり、アリッサは先に寝てろ。僕はしばらくギターの練習してるから。さすがに寝てる相手に変な気は起きないだろうし……」


    　正直自信はないのだが、理性が保たれる確率は二倍ぐらいになると思う……恐らく。


    「なんか、曖あい昧まいね？」


    「うるさい。百パーセントの保証ができるほど、僕は人間ができてない」


    　僕が正直に告げるとアリッサは笑う。


    「──あたしは百パーセントじゃなくて、嬉うれしいけどね」


    「…………さっさと寝ろ」


    　僕が半眼で睨にらみ付けると、アリッサは小さく舌を出してベッドへ入り布ふ団とんに包まる。ちゃんと僕が入るスペースを残して。


    「言っておくけど、あたしが寝たからってそのまま床で寝たら……許さないわよ」


    「分かってる。ちゃんと布団で寝るから。約束だ」


    「──うん」


    　アリッサはそう言って掛け布団を口元まで引き上げると目を閉じる。


    　再び部屋が静かになった。


    　僕はアリッサの顔から視線を無理やり引き剥はがして、床に座る。そしてベッドの角に背中を預けると、また楽がく譜ふと睨めっこを始めた──。


    



    



    　眠気がやってきたのは十二時を回った頃だった。アリッサがやってきてからもう二時間が経っていて、ベッドの上からは二つの寝息が聞こえてきている。


    「ふぁ……」


    　欠伸あくびをして、目を擦こする。


    　僕は床に広げていた楽がく譜ふを纏まとめると──アリッサを起こさないようにして布団へ潜もぐり込む。


    　布団の中は既にアリッサの体温で温まっており、すぐ近くに綺き麗れいな寝顔があった。


    　──どくん。


    　すぐに反対側を向こうとしたが、何な故ぜか目が離せない。


    「ん……」


    　アリッサが小さく呻うめいて、ころんと寝返りを打った。僕の方に。


    　ちょっ……!?


    　狭いベッドの上、当然退ひくことはできない。熱い肢し体たいが、僕に触れる。理性が溶けそうな柔らかさと、甘い香りが僕を包んだ。


    　すぅすぅと寝息を立てる唇くちびるも、触れてしまいそうなほど間近にあった。


    　ほんの少し顔を前に動かせばキスができる。僕はその味を知っていた。


    　一度目は正気を失くしかけていた僕を我われに返すため。アリッサは必死な様子で顔を近づけ、唇を強く押し付けた。一瞬で目が覚めるほどの、鮮烈な口付け。


    　二度目は朝の登校時、不意打ちにされたおはようのキス。ついばむように、ほんのわずかな間だけ触れ合った柔らかな唇……。


    　ごくりと唾つばを飲み込み。その音の大きさで我われに返る。


    　何やってんだ!　アリッサは寝てるんだぞ!


    　寝てる相手に変なことをしようとは思わない。そう告げたのは誰だったか。元々自信はなかったが、それでも情けなくなる。


    　けれど、体勢を変えて背を向けることはどうしてもできなかった。


    　遠ざけたくない、手放したくない。


    　そんな思いが胸に溢あふれる。


    　背を向けたら、その瞬間にいなくなるかもしれない。この温かさを奪われるかもしれない。


    　いつか感じた、正体の分からない不安が蘇よみがえった。


    



    　──時が満ちたとき、アリッサはオレのモノになる。


    



    　記憶のずっと底で、そんな言葉が響いた気がした。


    　嫌だ!


    　誰に言われた覚えもない台詞せりふ。それでも僕は恐怖を感じ、拒絶した。


    　馬鹿馬鹿しい。そう思う、僕は妄もう想そう癖へきでもあるのだろうか。


    　けれど理屈で考えれば笑い飛ばせる不安は、どうしても消えなかった。


    　──ごめん、アリッサ。ちょっとだけ、変なことするかもしれない。


    　胸の中でそう謝った後、僕はアリッサの背中に手を回し、そっと抱き寄せる。


    　より体が密着し、一番柔らかな部分もはっきり分かるようになった。


    　このまま眠れるとは思えない。けれど、腕の中にアリッサがいるという安心感がなければ不安を消すことはできなかった。


    　無理やり目を閉じる。


    　眠れなくてもいい。今はこの温かさを感じられることが、一番の幸せだった。


    



    　　　　　　　５


    



    　眠れない──そう思っていても、いつの間にか寝てしまっていたのだろう。


    　翌朝、けたたましい目覚まし時計の音で目を開けると、腕の中にアリッサの姿はなかった。昨夜の不安が蘇って慌あわてるが、書き置きが机の上に置かれていた。


    『おはようのキス貰もらっちゃった。我慢できなくて、ゴメンね』


    　なんとも言えない気分になる。唇くちびるに手を当ててみるが、感触は残っていなかった。


    「くぅん～……」


    　由ゆ衣いがモゾモゾと小さな黒い体を揺らすのを見て、僕は書き置きを屑くず籠かごに放り込む。


    　アリッサに対して、怒れる立場じゃないなと思いながら。


    　その後、いつものように朝食を食べて、由ゆ衣いに見送られて登校。


    　そこまでは──いつもの通りだった。


    　だが男子寮りようの門を出て学校に向かう途中、違和感のある風景を見つける。


    　川沿いの通学路、その端。ガードレールの外側でなく車道側にアスファルトを突き破って一本の木が生はえていた。幹は細く、高さは二メートルほどで枝には葉が一枚も付いていない。枯れ木のようにも見える。


    　こんな木……前からあったか？


    　奇妙に思う。


    　道の端とはいえ、どう見ても通行の邪魔になる場所だ。普通なら市役所などが対応しそうなものだが。


    　しかし僕以外の生徒は見向きもせずに横を通り過ぎて行く。単に僕が今日初めて気になっただけで、他の皆には当たり前の光景なのかもしれない。


    「まあ……いいか」


    　こんなところでぐずぐずしていては遅刻してしまう。


    　もしも異常事態だというなら、僕以外にも誰か騒ぎ出すだろう。


    　けれど結局──学園までの道行きで、あの木について話題にしている者はいなかった。


    　僕の勘かん違ちがい。


    　周囲の世界に照らし合わせれば、それが結論。見慣れているものでも、ふとしたことで違って見えることもある。そういうことだ。


    　常識は、普通は、いつも周りが証明してくれる。それで間違いはないはずだ。


    　辿たどり着いた教室にはいつもの風景、いつものクラスメイトが集つどっていて、いつもと同じように授業が始まる。けど、そこにもまた、枯れ木を見たときと同じような違和感を覚えた。


    　始業のベルが鳴っても埋まらなかった一つの席があったから。そこの席に座っているはずの生徒の名を誰も呼ばない。


    　先生が出席を取るときも、当たり前のように呼び飛ばされる。


    　まるでそこには、元から誰も座っていなかったかのように。


    　だがそれもまた普通なのだと、僕の周囲は無言で示し、いつの間にか僕もその常識に従っていた──。


    



    　九月の第四週に入り、傘さん陽よう祭さいまで残り一週間を切ると、学園全体が活気付いてくる。気温は日に日に下がるが、生徒たちは逆に熱く盛り上がり、あちこちから掛け声や作業音が響いていた。


    　授業は午前までになり、午後は全て傘さん陽よう祭さい準備に当てられている。だがそれでも時間が足りないのは皆同じで、それぞれの準備・練習に忙しく取り組んでいた。


    　クラス展示のプラネタリウムは、きちんとした分担作業のおかげで順調に進んでいる。


    「──遠とお見み、俺らのとこはかなり数が揃そろったぜ。ま、飾り付けるのが一番手間なんだけどよ」


    　余裕ができたのか、モビール製作班の山やま崎ざきがダンボールドームの仮組みをしている僕に近づいてきた。


    「それはこっちも同じだ。内側の塗装は終わったけど、実際にダンボールを組み上げるのは前日だしな。たぶん色々調整しなきゃいけない」


    　僕はダンボールを支えながら言う。あと外側の見み栄ばえもどうにかしたい。それが残り時間での課題だろう。


    「とーみくん、とーみくん、上う手まく組みあがりそうだねー」


    　ダンボールドームの反対側を支えていた女生徒──左さ庭にわさんが嬉うれしそうに話し掛けてきた。


    「ああそうだな。でもたぶん小さな隙すき間まとかそこら中にあるだろうし、黒いガムテープは多めに用意しとこう」


    「わかったわ、じゃあ次の買い出しリストに書いとくねー」


    「よろしく」


    　僕はそう答えて、ダンボールをパーツの状態に戻し始める。


    「何だ遠見、お前が仕切ってるのか？」


    　作業をする僕に山崎が意外そうに問いかけてきた。


    「いや、この班は妙に女子が多くてさ。だから力仕事とかをできるだけ引き受けたりしてるうちに、いつの間にか……」


    「ってよく見たら女子が多いどころか、女子しかいねえじゃねえか!」


    　周囲をぐるりと見回して叫ぶ山崎に、僕は苦笑する。


    「まあ……な。色々やりづらくはあるけど……みんな普通に話し掛けてきてくれて、ほっとしてるよ。未み由ゆのことがあってから、避けられてるように感じてたからさ」


    　今も向こうでダンボールを床に並べている左庭さんは学級委員なのだが、これまでまともに話したことはなかった。


    　けれど同じ班になってからは気を使ってか、よく声を掛けてくれる。まあ、それだけ多く雑用を頼まれているとも言うが。


    「──そりゃ近くに友とも月づきや陽ひ名なちゃん、冬ふゆ上がみに、アリッサさんまでいたら、普通の女子は近づけねーよ……お前、どこまで男子の恨うらみを買うつもりだ？」


    　山崎が肩を落とす。


    「どういう意味だ？」


    「俺に言えるのは、お姫様を助けた勇者様は女子に受けが良く、男子にはやっかまれるってことだけさ。それよりアリッサさんはどこ行ったんだ？　同じ班だったろ？」


    　山やま崎ざきの言うとおり、僕の周囲にはアリッサの姿はない。


    「購売だよ。ちょっと飲み物を買いに行ってる」


    　僕はそう答えて、山崎の班が活動してる教壇前に目をやる。いないと言えば、僕も引っかかっていることがあった。気にしなくていいと誰かが頭の中で囁ささやくが、僕はそれを振り切って口に出す。


    「そっちの班もさ、しばらく前から一人少なくないか？」


    「え、そうか？」


    　山崎はきょとんとモビール班の方を見る。


    「んー、全員いると思うけどな」


    「いや、足りないだろ？　あいつが……大おお原はらがいないじゃないか」


    　以前、山崎に光る葉を拾ったと力説していた男子生徒──大原。あれからずっと休みが続いている。


    「──大原？　あ、そういや……来てねぇな」


    　今初めて気付いたように、教室を見回す山崎。悪意は見えない。だが大原が学校を休んでいるのは光る葉に関する口論が原因かもしれないのに、少し淡白すぎる。


    「おいおい……山崎が煽あおったんだろ」


    「はっ、あいつが勝手に自爆したんだろーが。カミングアウトしたのを気にして登校拒否するキャラじゃねーし、どうせ風か邪ぜじゃねーか？」


    「まあ……そうか。そうだよな」


    　言われてみればそれが普通に思える。僕が気にしすぎていただけだったか。クラスメイトの皆も、山崎と同じように軽く考えているのだろう。


    「でもよ──もしかして本気で光る葉を探し回ってたりしてな。そしたら本物の馬鹿だけどよ」


    　突き放したように呟つぶやき、山崎は笑った。


    「山崎……なんか、妙にムキになってないか？　あの噂うわさ関連でさ」


    　一応納得したものの、山崎の皮ひ肉にくるような台詞せりふが気になった僕は訊ねる。


    「そう見えるか？」


    「まあ、少し」


    　肯定すると、山崎は溜ため息いきを吐つく。


    「……俺はよく分かんねーものに縋すがったり、信じたりするのが嫌いなだけだ」


    　肩を竦すくめて告げ、自分の持ち場に戻って行く山崎。


    　そう言えば昔、陽ひ名なちゃんが不吉な予言を広めたときも、山崎はその〝占い〟を信じてはいなかった。


    　だがきっとその理由は詮せん索さくされたくないのだろう。立ち去ることで山崎は無言の意思を伝えていた。


    　──人が何か行動するときの指針になる経験や考えは、心のすごく深い場所にある。


    　例えば〝今の僕〟を形作ったきっかけは、家族を亡くした海難事故だ。けれどそれをあえて山やま崎ざき達に語ろうとは思えない。


    　それと、同じか……。


    　一いち抹まつの寂しさを覚えながらも、僕は作業に戻ったのだった。


    



    　しかしその後も大おお原はらが登校してくることはなく──だがプラネタリウムは順調に完成へと近づいていった。


    　そしてクラス展準備の後も、友とも月づき邸で本番に向けて練習する日々が続く。


    　大原のことは気になっていたが僕も余計なことを考えている暇ひまはなくなり、ダンボールドームの完成度を高めることと、ギターの上達に専念した。


    　指の皮は厚くなり、弦を押さえても痛まなくなってきていたが、まだ楽がく譜ふ通りに弾くのは難しい。ゆっくりなら正確に音を拾えても、皆と合わせて演奏すると途端にボロが出てしまう。必要なのはひたすら自分のパートを繰り返し弾いて、指に覚え込ませることだった。


    　そしてとうとう、傘さん陽よう祭さい前日。


    　第九総合音楽サークル──通称クックルの面々は、クラス展示の準備を終えた後、前夜祭を投げ出して最後の練習に臨のぞんでいた。


    　アリッサが歌声を響かせ、陽ひ名なちゃんはハーモニカを鳴らし、冬ふゆ上がみとツグミはフルートを奏かなで、宮みや島じまはピアノを叩き、山崎と僕がギターを弾き、未み由ゆはタンバリンでリズムを刻みつつ、コーラスをアリッサの声に重ねる。


    　全ての音が絡からみ合い、一つに紡つむがれ──曲となった。


    　頭で追いかけようとしていたメロディーにも、今は自然と乗ることができる。一緒に大きな波になってしまえば、あとはもう流れて行くだけだった。


    「──うんっ、なかなかの出来だったわよ!」


    　演奏が終わると、額ひたいに汗を浮かべながら冬上が言う。


    　皆は楽器を下ろし、肩の力を抜いた。


    　今は夜の十一時。今日は友月邸に全員泊まる予定だ。文化祭前日とあって、外出許可も通りやすかった。


    「今の感覚を忘れないでね!　練習はこれで終わりよ。残すは本番だけ。しっかり寝て、万全の調子で臨みましょう!」


    　冬上の号令で、最後の練習は解散となった。


    　皆、疲れ果てた様子で部屋を出て行く。僕も後に続こうとすると、後ろから冬上に呼び止められた。


    「──遠とお見みくん、ちょっといい？」


    「あ、ああ」


    　僕は立ち止まる。今の演奏について何か指摘されるのだろうか。


    「ふふ、そんなに身構えなくていいわよ。簡単なパートとはいえ、さっきはノーミスだったんだから。私はただ、遠見くんにお礼が言いたかっただけ」


    「お礼？」


    　何のことか分からず、首を捻ひねる。礼を言うならむしろ僕の方。こうやって演奏が形になったのも冬ふゆ上がみのおかげだし、皆をまとめてくれているのも冬上だ。貸し借りで言うなら、相当な量の借りを作ってしまった気がする。


    「ありがとね、遠見くん。私、楽しいわ。朝あさノの宮みやさんに迫られてタダ働きすることになったけど……何の得にもならないはずなのに、妙に楽しいの。だから、ありがと。二回言ったのはツグミちゃんの分も含めてよ。あの子も楽しんでたから」


    「──それにしては厳しかったけどな」


    　僕は苦笑いしながら答える。


    「当たり前よ。全力でやるのが、完かん璧ぺきを目指すのが楽しいんだから。でも何で楽しいのかしらね。私が昔──冬上家に認められるため、何でも完璧にできるよう頑張ってた頃は、楽しくもなんともなかったのに」


    「そりゃ、一人で頑張るのは……自分との戦いみたいなもんだしな。普通はあんまり楽しくないもんだよ」


    「大勢だと、楽しいの？」


    　不思議そうに問いかけてくる冬上に僕は笑う。


    「このメンバーだから、楽しいんだろ？　僕はそうだよ」


    「…………なんか、キザで腹立つ台詞せりふね」


    　冬上はくるっとこちらに背を向けると、フルートをケースに仕舞う。


    「──ま、こういう経験させてくれたのは感謝するわ。明日頑張りましょう」


    　振り返らないまま、そのまま部屋を出て行く冬上。


    　僕はすぐに後は追わず、この二週間ですっかり愛着の湧いたギターを撫なでる。


    「ああ、頑張ろう」


    　そして、小さく呟つぶやいた。


    



    　友とも月づき邸の西館三階。女子グループの後に大浴場を使わせてもらった僕と山やま崎ざき、宮みや島じまは、割り当てられたそれぞれの部屋へと戻った。こんな時は騒ぐのが常の山崎と宮島だが、今日は疲れ果てていたようで、隣となりの部屋からは物音一つ聞こえてこない。ちなみに女子の部屋は二階で、浴場から戻るときに廊ろう下かで耳を澄ましてみたが静かなものだった。


    　だが寮りようよりも数段柔らかいベッドに寝そべると、その理由が分かる。


    　体はまだ火ほ照てっていても、それ以上の睡すい魔まが襲おそってきた。


    　抗あらがう理由は特にない。僕は眠りの波に身を任せようと目を閉じた。


    　視界が瞼まぶたで覆おおわれると、そこには闇やみが広がる。どこまでも果てのないその闇は、天井の先にある夜空を想像させた。


    　──ピシッ!


    　だが空想の夜空が、唐突に軋きしんだ。網あみ目めのように生じたひび割れが、空を砕く。同時に鋭い頭痛が走った。


    「ぐっ……!?」


    　思わず、手で額ひたいを押さえて飛び起きる。


    　何だ……今の？


    　右手で体を支えてベッドから立ち上がろうとするが、震ふるえて力が入らない。練習での疲労だろうか？　だが胸騒ぎがする。先ほどの頭痛は、魔術を強引に破壊されたときの反動によく似ていた。


    　何とか今度は左手を支えにしてベッドから下り、窓に近づく。


    　恐る恐る窓を開くと──何の変へん哲てつもない曇くもった夜空が広がっていた。


    「……何にもない、か」


    　呟つぶやいて、息を吐く。先ほどの頭痛は、自覚していなかった疲れが一気に出てしまったからかもしれない。


    「──眠れないの？」


    　だが思いがけない方向から声が聞こえた。窓から顔を出した僕の頭上──死角となった屋根の上に誰かいる。


    　まあ誰かといっても、声で正体は分かっていた。


    「アリッサか？」


    「うん」


    　魔術で空を飛べるアリッサだから、そう言われても驚きはしない。


    「……そっちこそ、何してるんだよ？」


    「ちょっと涼んでたのよ。あと、やっぱり明日が本番だと思うと興奮しちゃって。でもいつもは空を見上げてると落ち着くんだけど……今夜は何だか胸騒ぎが収まらないわ」


    　月さえも覆い隠す曇った夜空を見上げる。


    「僕もなんだか空が気になって窓を開けたんだ。けど、別に普通の空だった。アリッサは何か感じるのか？」


    「分からない……でも、どこか気持ちが悪いの。ああもう、早く晴れてくれないかしら。星が見えたらきっと安心できるのに」


    　どうやら僕と同じように頭痛を覚えたわけではないようだ。たぶん緊張しているだけなのだろう。アリッサも、僕も。


    「晴れるのを待ってたら、夜が明けるかもしれないぞ。今日はさっさと寝た方がいい」


    「でも……」


    　声に不満と不安を滲にじませるアリッサ。


    「たとえ明日まで空が晴れなくたって、僕が星を見せてやるから」


    　だが僕はそう請うけ負おった。アリッサも自分たちが傘さん陽よう祭さいで何を作っているか、分かっているはずだ。楽しみにしていた由ゆ衣いも一緒に、曇ることのない夜空の下へ連れていってやろう。


    「あ──そっか、そうね……」


    　アリッサの声に明るさが戻る。


    「ケースケ、よろしく」


    「ああ」


    　頷うなずき、おやすみと告げてから窓を閉める。ガラスの向こうを金色の髪を靡なびかせたアリッサが手を振りながら通り過ぎていった。


    　僕はもう一度、ベッドに入る。今度の眠りは何に邪魔されることなく、僕を明日へと運んでいった。


    



    　　　　　　　＊


    



    　暗くもなく、眩まばゆくもなく、黒でもなく、白でもない闇やみ。


    　そんな闇の中で少女は祈りを捧げていた。その手に、闇ではないものを握り締めながら。


    　──かみさま、どうかみんなの願いを叶えてください。


    　闇の向こうにいる何かに向かって、少女は祈り続ける。真しん摯しに。ただ、真摯に。


    　祈りの最中は周囲の音も耳に届かない。瞼まぶたを閉じて、より深い闇の中にいる間は誰の言葉も聞こえない。


    　だから今日の祈りが終わり、意識を外界へ向けたとき、そこで初めて少女は自分の傍そばに誰かがいると気が付いた。


    　小さな息遣い。わずかに感じる人の温度──気配。


    　少女はそちらに顔を向けて問いかけた。


    「だれ？」


    「──オレだよ」


    　その声に少女は顔をほころばせる。


    「院長さん!」


    「ああ、また様子を見に来たんだ。どうだい？　カミサマは応えてくれそうか？」


    「……わかんない。でも毎日ずっとお祈りを続けてるよ!　院長さんが、きっとわたしのお願いは届くって言ってくれたから!」


    　少女はそう答える。すると頭に温かいものが触れた。髪を撫なでてくれたのだと少女は悟さとる。


    「そうだな。キミの声は必ず伝わる。カミサマはきっと願いを叶えてくれる。きっとその時は──もうすぐだ」


    「うん!　そうだ院長さん。今日もお話を聞かせて!　この前続きを聞かせてくれるって約束したでしょ？」


    「確かに約束していたな。分かった、まあ簡単に語ろう。あれから先はまた英えい雄ゆう譚たんみたいなものだ。分かりやすい話だよ」


    　男はそう言うと、靴くつ音おとを響かせて少女から少し離れる。続いて軋きしんだ音が聞こえた。近くの参拝席に腰を下ろしたのだろう。


    「──まだ赤ん坊の娘と共に異国に逃のがれた王様は、当てもなく各地を放浪したのさ。その途中、ある青年と少女を成り行きで救った。それ以降、彼らは共に旅をすることになる」


    「悪い魔法使いさんはどうしたの？」


    　少女の問いに、男は笑う。


    「なんだ、悪い魔法使いの方が気になるのか？」


    「うん」


    「……その頃、悪い魔法使いは魔法の国で成しえなかったことの続きを、その異国で行おうとしていたんだよ。世界の異変に気が付いた王様は、弟子となった青年と一緒に悪い魔法使いの企みを阻止するために動き出した。そして長い旅と戦いの末、王様たちはその目的を果たしたんだ。大きな犠牲を払いながらも、物語の王道に漏もれず、ね」


    　男の声には皮ひ肉にくの色が濃かった。少女はそれを聞いて悲しい気持ちになる。


    「今度こそ……おしまい？」


    「いや、まだ終わらない。計画を阻はばまれても悪い魔法使いは諦あきらめなかった。彼の物語はずっと、ずっと続いていたんだよ。つい──この間まで」


    　その言葉には皮肉よりも、哀れむような響きが込められていた。


    「お願い、叶わなかったんだね」


    「叶わなくて、よかっただろ？　何と言っても〝悪い〟魔法使いなんだから」


    「……そうかもしれない。でも、悲しいよ」


    　少女はぎゅっと両手の中にある〝闇やみではないもの〟を握り締める。


    「まさか、彼の願いも叶えて欲しいと祈っているのかい？」


    「うん」


    「──そうか」


    　ぎしっと音が鳴り、男の声が遠くなった。椅い子すから立ち上がったのだろう。


    「院長さん、もう行っちゃうの？」


    「ああ、物語は終わったからな。古びた登場人物は退場して、カビの生はえた筋書きがなぞられることは二度とない。オレは自分の願いを叶えに行くよ」


    　その言葉を残して足音が遠ざかっていく。


    　バタンと扉とびらが閉まる音を聞いた後、少女はもう一度神に祈る。


    　彼の願いも叶いますように──と。
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    　肌寒いが清せい廉れんな朝の空気。


    　窓を開けた僕は、大きく深呼吸してそれを吸い込む。肺に冷気が流れ込み、体がぶるっと震える。だがおかげで意識は覚かく醒せいした。


    　普段よりも早く就寝したせいか、今日は目覚まし代わりにセットした携帯のアラームが鳴る前に目が開いてしまった。


    　今日が本番だと思うと落ち着かない。遠足前の気分というやつだろうか。


    　空は昨夜と変わらず曇くもっていたが、雨が降りそうな様相ではない。お祭りの日としてはギリギリ合格ラインだ。


    　視線を地上へと下ろすと屋敷の棟むねに囲われた中庭が見える。そこには朝あさ露つゆに濡れた草花が庭園を綺き麗れいに彩っていた。


    　逸はやる気持ちを抑えるために、しばらく中庭の草花を眺ながめていると、北館の一室を覆おおうカーテンが開かれたのが目に入った。


    　視界の端だったので人の姿までは見えなかったが、北館に部屋があるのは未み由ゆだけのはずだ。僕と同じで早くに目が覚めてしまったのだろうか。


    「……そうだ」


    　一つ思い出したことがあって、僕はベッドの枕元に置いてあった携帯を手に取る。


    「前に電話するって約束したよな」


    　落ち着かず、時間を持て余しているのは未由も同じに違いない。僕はアドレス帳から未由の番号を選び、電話を掛けてみる。


    　プルルルル、プルルルル、プル──。


    　コール音は前と同じ三回目の途中で途切れた。


    『もしもし、啓けい介すけくん？』


    　未由の声が携帯から響く。


    「おはよう、未由。えっと……起きてたよな？」


    『え、どうして分かったの？』


    　驚いた声が返ってきた。僕は苦笑しながら説明する。


    「窓から外を眺めてたら、北館で部屋のカーテンが開くのが見えたんだ。たぶん未由の部屋だろうなって思ってさ」


    　そう答えながら僕は窓から顔を出して、北館の方を見た。するとガラス窓の向こうから未由がひょっこりと顔を出す。


    『……あ、啓介くんが見えた』


    「僕も未み由ゆが見えたぞ」


    『の、覗のぞきだよ、啓けい介すけくん。私、まだパジャマなんだから……』


    　遠くに見える未由の姿は再び部屋の奥に引っ込んでしまう。


    「いや、その……ごめん。でも服装までは見えなかったから」


    『ホント？　ならいいけど……それでこんな朝早くにどうしたの？』


    「どうって言うか、別に用事があったわけじゃないんだ。早くに目が覚めて手持ち無ぶ沙さ汰ただったから、未由も同じかなって思って電話してみただけで……」


    　多少気まずさを感じながら答えると、小さな笑い声が聞こえてくる。


    『ふふっ、そうなんだ……ありがとう』


    「何でお礼？」


    『何となく、嬉うれしかったから。うん、私も同じだよ。さっき目が覚めて、今日大勢の前で演奏するんだって思ったら二度寝できなくなっちゃった』


    「そっか、やっぱり緊張するよな」


    『うん……』


    　未由の声に固いものが混じる。


    「まあ昨日の練習は上う手まくいったんだし、本番も何とかなるさ」


    『そうだね、昨日初めて音が合ったもんね』


    「う……それまではずっと僕が音を乱してたからな」


    　溜ため息いきを吐ついて自分の不ふ甲が斐いなさを嘆く。


    『あ、そんなつもりで言ったんじゃないよ。それに昨日は完かん璧ぺきだったんだから』


    「──でも今日もそれと同じ演奏を……いや、昨日以上の演奏をしないとな」


    『大丈夫だよ。啓介くんはすごく頑張ったんだもん。絶対に望む結果を手に入れられる。だってこれまでも、ずっとそうだったんだから』


    　以前アリッサが発した台詞せりふと同じことを言う未由。


    「ずっとそうだった……か」


    　過か剰じような信頼を寄せられている気がして苦笑する。


    『本当だよ？　私は、信じてる。啓介くんも、自分を信じてあげて欲しいな』


    　自分を信じる……。信じられるものがあるとするなら、毎日積み重ねてきた練習だけだ。それはきっと前に冬ふゆ上がみが言った〝手段〟に成り得たと思う。望みに手を伸ばすための方法に。自分で願いを叶えるための力に──。


    「──そうだな信じてやらなきゃ、実力も発揮できないよな」


    　だから僕は明るく告げた。


    『うん、本番に全部ぶつけようね』


    　未由も嬉しそうに言う。


    　それから僕らは本来目覚ましをセットした時間まで、他た愛わいない話を続けた。


    　電話を切るときに、ちらりと窓から未み由ゆの部屋に目をやると、未由はカーテンの隙すき間まから顔を出して小さく手を振っていた──。
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    　傘さん陽よう祭さい当日を迎えた学園。空は相変わらずどんより曇っていたが、お祭りに賑にぎわう校内には暗いムードなど欠片かけらもなかった。


    　二日間行われる傘陽祭のうち、数が多い同好会の発表は一日目に行われる。中・高等部で体育館は二つあるのだが、それでも予約は飽ほう和わ状態だった。その中で我が第九総合音楽サークルが確保できた発表時間は七分。準備後片付けも含めての時間なので、一曲演奏するだけなら過不足ない。これも冬ふゆ上がみが交こう渉しようしてくれたおかげ。


    　順番は午前の部、四番目。余裕のある枠わくを手に入れるため、人の入りが少なく競争率が低い、開場間もない時間を選んだのだ。


    　クックル一同は発表三十分前に待機室へ集合予定。


    　けれどその前に僕は、アリッサと人間形態になった由ゆ衣いを連れて自分のクラスへ向かっていた。当番は二日目に回してもらったので、そのためではない。昨日の約束を果たすためだった。


    「ねえ、お兄ちゃん。プラネタリウムって、すごいの？」


    　僕とアリッサの手を左右の手で握った由衣が訊ねてくる。いつもの麦むぎ藁わら帽子とワンピース姿だ。本人は特に寒くないそうだが、そろそろ服装を改める季節かもしれない。


    「そうだな……素人しろうとにしては、上う手まくできたと思うよ」


    　その答えを聞いたアリッサが不満そうに僕を見る。


    「ケースケ、そういう時はもうちょっと自信満々で請け合いなさいよね。あたしだって楽しみにしてるんだから。昨日、組み立てたときには中へ入れてもらえなかったし……」


    「アリッサは楽しみにしてたから、中途半端な状態を見せたくなかったんだよ。昨日はまだ細かい穴を塞ふさぐ作業が残ってたしな」


    「ふぅん……だったら期待しちゃうわよ？」


    　試すように問いかけるアリッサを見て、僕は苦笑する。


    「──ああ、期待していいよ。もちろん由衣もな」


    　僕の言葉に由衣は「うんっ」と頷うなずく。


    　まだ開場直後とあって、三階にある僕らのクラス──二年二組前はあまり混み合っていなかった。人の波がまだここまで来ていないのだろう。僕は受付に立っていた左さ庭にわさんに挨あい拶さつしてから、アリッサと由衣を中に招く。


    「わぁ……」


    　歓声を上げたのは由ゆ衣いだ。


    　教室の中は暗幕で覆おおわれ、天井からはたくさんの星型の飾りが吊り下げられている。それらを淡い青色のライトが幻想的に照らし出していた。


    「由衣、感激してくれるのは嬉うれしいけど、本番はこれからだぞ？」


    　僕はそう言って、黒い布で覆われた半球状の大きなドームを指差す。


    　ドームの中に靴くつを脱いで入る。中にはシートが引いてあるのだ。定員は三名。真ん中に投影機が置かれている。


    　顔を上げて頭上を見ると、そこには天井があることを忘れてしまうくらい広大な星空が広がっていた。


    「──あ……夜空」


    「すごい星だね……お兄ちゃん」


    　僕に続いて入ってきたアリッサと由衣が呆ぼう然ぜんと星の箱庭を眺ながめる。


    「アリッサ、由衣、できれば寝転んで見てみてくれ。立ってると自分の影で星が隠れるからな」


    　そう言ってまず僕がごろんとシートに転がる。アリッサと由衣もそれに習って僕の両脇に寝そべった。


    　暗い世界を埋め尽くすように輝く幾いく多たの星。それらは皆で作り出した夜空。


    「この空……初めて見るわ。星が知らない形で並んでる」


    　アリッサが呟つぶやく。きっと毎日空を見ているアリッサだから分かったのだろう。


    「ああ、これは冬の星空だからな」


    「冬？」


    「もうすぐ……秋の次にやってくる季節だよ」


    　それを聞いたアリッサは、考える間を挟んでから訊ねてくる。


    「じゃあ、この街からでも見える？」


    「見えるよ。冬になったらな」


    「そう──よかった」


    　アリッサはとても嬉しそうに呟く。


    「何が、よかったんだ？」


    　分からずに問いかけると、アリッサはこちらに顔を向けて微ほほ笑えんだ。


    「だってこの星空、すごく綺き麗れいなんだもの。このお祭りが終わっても……いつか街の空に帰ってくるって思ったら嬉しいでしょ？　ね、ユイ？」


    　アリッサが同意を求めると、由衣も頷うなずく。


    「うん。あたしもお祭りの間しか見れないのは、ちょっと寂しい。けどいつかまた見れるなら──嬉しいな」


    「そっか……じゃあまた冬に、三人でこの星空を見上げよう」


    　僕がそう言うとアリッサが右手を僕の前に翳かざす。小指だけを一本立てて。


    「約束ね」


    　微ほほ笑えむアリッサ。それを見た由ゆ衣いも同じように小指を差し出した。


    「あたしも、お兄ちゃんと約束したい」


    　僕は頷うなずき、左手の小指をアリッサと、右手の小指を由衣と絡からめてユビキリをする。


    　三人の、約束。果たすべき契ちぎり。


    　手作りの夜空の下、手の届く星達に僕たちは一つの誓ちかいを立てた。


    



    　僕らがプラネタリウムを出ると、入り口には順番待ちの人達が並び始めていた。少し中でゆっくりしすぎたことを左さ庭にわさんに詫わび、僕らは歩き出す。


    「まだ少し時間はあるけど、そろそろ集合場所に向かいましょうか」


    　他のクラスの出し物を興味深そうに眺ながめながらも、アリッサがそう告げる。


    　確かに今からゆっくり歩けばちょうどいいかもしれない。


    「──鈴りんちゃん、来てくれるかな」


    　だが、ぽつりと由衣が呟つぶやく。


    　それは僕も気にしていたことだった。ツグミによると、もし鈴ちゃんが来たいと言えばシスターが付き添ってくれるらしいが。


    「それはリン次第よ。ユイは気にしなくていいわ」


    　アリッサはそう言うが、由衣は首を横に振る。


    「ダメだよ!　お兄ちゃんもお姉ちゃんも、みんな頑張ってたもん。演奏、すごく素敵だったもん。あたし、それを鈴ちゃんにも聴いてもらいたい!」


    「でもな、由衣──」


    　僕らが押し付けても仕方ない。そう諭さとそうとするが、既に由衣は瞳ひとみに決意の色を宿していた。


    「やっぱりあたし──迎えに行ってくる!!」


    　言うやいなや走り出す由衣。


    「お、おい!?」


    　慌あわてて呼び止める。


    「大丈夫だよ!　もしダメでもお兄ちゃんたちの演奏には間に合うよう戻ってくるから!!」


    　しかし由衣はそう叫ぶと廊ろう下かの角を曲がり、見えなくなってしまった。


    「アリッサ、どうする？」


    　追いかけるか迷い、アリッサへ訊ねる。すると苦笑が返ってきた。


    「……リンに無む理り強じいはしたくないけど、ユイを止めることもできないわ。あの子はあたしたちのために走っていったんだもの」


    「そうだな──ここは由ゆ衣いに頼ってみるか」


    　僕の呟つぶやきに、アリッサも頷うなずく。


    　そして再び体育館に向けて歩き出した。階段を下り一階に出ると、一気に行き交う人の数が増える。傘さん陽よう学園の生徒はもちろんのこと、他校の生徒や小学生、大学生の姿も多い。だが前年の風景と比べて足りないものがある気がした。


    「どうしたの？」


    　人ごみをまじまじと眺ながめていた僕にアリッサが訊ねてくる。


    「いや……大人の姿が少ないなって思ったんだ」


    　この学園の生徒は多くが寮りよう暮らしだ。なので学園祭には遠方からたくさんの家族が見学に来る。だが廊ろう下かを見回しても、四十代以上の人は数えるほどだった。


    「ふぅん、そう言えばタダシたちは来ないのかしらね」


    　アリッサが何気なく呟く。


    「え……叔お父じさん？」


    　確かに、今年里帰りしたこともあり、向こうからやってくることもあるかもしれない。特に連絡はしていなかったが、学園側から案内は届いているはずだ。


    　どうしてその可能性を思いつかなかったのか。むしろ僕から一度確認ぐらいするべきだった。そうすれば一日目にステージ発表することも伝えられたのに。


    「もしかしてタダシたちも、こっそり来てるかもしれないわよ？」


    　アリッサが声を弾ませて言う。


    「いや……さすがに連絡ぐらいはくれるはずだ。少なくとも今日は来ないよ」


    　僕は首を横に振り、体育館に続く渡り廊ろう下かを目指す。途中、下げ駄た箱ばこの前を通りかかると、校門から校舎までの長い道に屋や台たいが、グラウンドにはフリーマーケットが並んでいるのが見えた。


    「──ちょっと遠回りしていくか。まだ時間あるし」


    　もやもやした気持ちを振り払いたくて、アリッサに提案する。


    「いいの!?」


    　屋台を横目で眺めていたアリッサは喜びの声を上げた。


    　僕らは外へと向かう。下駄箱で靴くつを履はきかえる必要はない。傘陽祭期間中は外履きのまま校内に入れるからだ。


    　校舎内に入ってくる人波に逆らって進んで行く。はぐれないようにアリッサの右手を、左手で握った。


    　その時──すれ違った人波の中に、金髪の少年が見えた気がした。視界の端、形として捉えられない一瞬の交こう錯さく。だが緑色の瞳ひとみが、僕を射い抜ぬいたような──。


    



    「街は閉ざされた。時が満ちたよ、啓けい介すけ」


    



    　耳に滑り込む、声。


    「──っ!?」


    　全身に鳥肌が立つのを感じながら振り返る。だがそこにいたのはきょとんとした顔のアリッサだけだった。流れてゆく人波の中に、金髪の人間は見当たらない。


    「何？」


    　首を傾かしげるアリッサに、僕は何も答えられず再び足を動かして校舎の外へ出た。


    　さっきの声、なんだったんだ？


    　知っている気がする。けれど思い出せない。きちんと顔を確かめられれば、分かる気がするのに。


    　右手がやけに汗ばんでいた。


    「──痛っ!?」


    　唐突に頭が軋きしむ。昨夜と同じ、ひび割れる空のビジョンが瞬またたく。


    　反射的に空を見上げた。視線は迷うことなく、曇くもり空から落ちてくる緑色の光を見つける。


    「ケースケ……あれって──」


    　僕の視線を追ったアリッサが驚いたように呟つぶやいた。


    　そして気が付く。辺りを行き交っていた人々も足を止め、一様に空を見上げていた。足音と話し声で満ちていた学園は突然の静せい寂じやくに包まれる。


    「光る……葉」


    　そう呟いたのは僕ではない。周囲の人々が口々に囁ささやき出していた。


    　光は一つだけでなく、次々と雲の中から生まれ出る。まるで雪のように降り始める緑の葉。


    「光る葉だ……願いが叶う光る葉だ……」


    　熱に浮かされた顔で近くに立っていた男子生徒がぶつぶつと言葉を繰り返す。


    「──本当？　光る葉って……あの噂うわさの？」


    　半信半疑な様子の人も、天上の光景を前に好奇心を覗のぞかせていた。


    「間違いない!　俺が前に拾ったのと同じだ!」


    　そんな声まで上がる。


    　やがて手の届く場所に下りてきた緑色の光は、本当に葉の形をしていた。皆、自分の近くに降りてきた光に手を伸ばし、ある者は奪い合う。


    　僕らの近くにも一枚落ちてきたせいで、周りにいた人達が殺到してきた。


    「ちょっと、あんたたち何なのよ!?」


    　眼の色を変えた人々にアリッサは怯おびえた様子を見せる。


    「アリッサ、こっちだ!」


    　どう見てもまともな状態とは思えない人々の様子に、僕はアリッサを連れて校舎の入り口に戻った。屋根のある場所には葉が降ってこないせいか、人は集まってこない。だが校舎の中から次々と葉を求めて大勢の人達が走り出てきていた。


    　彼らにぶつからないよう、僕とアリッサは壁際に寄る。


    「どうなってるの……？　光る葉の噂うわさは聞いたことあるけど、この反応は異常よ」


    　アリッサは気味悪そうに葉を求める人々を眺ながめて言った。


    「そうだな。どう見ても奇妙な現象なのに、誰も怖がってない……」


    　それどころが喜んでいる。笑顔を浮かべながら、葉を追い求めている。


    「やった!!」


    　葉を掴つかんだ女性が歓声を上げる。すると次の瞬間、葉は溢あふれんばかりの札束に姿を変えた。


    　それを見たギャラリーは雄おたけびを上げて、さらに目を血走らせて光る葉を追いかけ始める。


    　ある者は、光る葉を宝石へと変え、あるものは金きん塊かいを生み出していた。


    「こんなこと……あるわけないわ」


    　魔術師であるアリッサが一番信じられないような表情を浮かべていた。気持ちは分かる。この世界に魔法は存在しないはずなのだ。《方はこ舟ぶね》の者達が使う魔術を残しては──。


    「出来の悪い夢みたいだ……」


    　僕は呟つぶやく。


    　こんなもの、妄もう想そうの中でしか叶わない滑こつ稽けいな願い事だ。


    　異様な熱気が辺りを包んでいた。欲望を剥むき出しにした人々は必死で、獣のようだ。


    　先ほど札束を生み出した女性も、それを踏みつけて新たな葉を追いかけている。


    　だが、本当の異変はこのとき起こった。


    　その女性が二枚目の葉を手にしたとき、光る葉から爆発的に植物の蔓つるが芽吹き、女性を飲み込む。あまりの速さに、僕もアリッサも見ていることしかできなかった。


    「な──」


    　女性を包んだ蔓は絡からみ合って太い木の幹となり、地面に深く根を張る。そして枝には青々とした葉を茂らせた。


    　アリッサは掠かすれた声で呟く。


    「木に……なった？」


    　同様の異変は他の場所でも起き始めていた。葉を手にした人々が次々と木へと変わっていく。それでも人々は葉を求めることを止やめず、校舎から走り出て行く生徒達も途切れない。


    　どうしてだ？　人が木に変わる瞬間を見ていたはずなのに。


    「行くな!　危険だ!!」


    　僕は声を上げて外に出て行く人々を阻はばもうとする。


    「ぐっ!?」


    　けれど濁だく流りゆうのような人波を押しとどめることはできず、弾き飛ばされてしまう。


    「ケースケ!　大丈夫？」


    　突き飛ばされ、尻しり餅もちをついた僕をアリッサが助け起こしてくれた。


    「……ありがと。けど、このままじゃ──」


    　脳裏を大おお原はらの姿が過よぎる。あいつも光る葉を求めてた。そして通学路に生はえた木……。


    　まさか大原も──。


    　不安が的中しているかは分からない。けれど目の前で人が木に変じているのは事実だった。


    「──阻む烈風ハインダーブロウ!」


    　アリッサが人目を気にしている場合でないと判断して、魔術を使う。


    　校舎の入り口が風の壁に塞ふさがれて、そこに突進していた人々を弾き飛ばした。


    「な、何だ!?」


    　戸惑う声が上がる。突如現れた見えない壁を前にして動どう揺ようが広がった。しかしそれも校舎の外に降り注ぐ光る葉を目にした途端、あっけなく消え去る。


    「渡り廊ろう下かから外に出られるぞ!」


    「回り込め!」


    　目の前の不思議より光る葉を優先し、別の出入り口に向けて走り出してしまう人々。


    「ダメだわ!　校舎から全員を出さないようにするのは無理よ!」


    　アリッサが悔くやしげに呻うめく。


    　外は既に森──いや、樹海に変へん貌ぼうしていた。人間を飲み込んで木々はその数を増やし、もはや校舎の外に出るのも困難だ。生おい茂った枝葉に空は閉ざされ、建物の中が暗く陰っていく。


    　こんな有あり様さまでは文化祭どころではない。他の皆は無事だろうか。


    　それに先ほど鈴りんちゃんを迎えに行った由ゆ衣いは──。


    「ケースケ!　こうなったら原因を叩くわよ!!」


    　僕の手を掴つかむと、駆け出すアリッサ。真まっ直すぐに階段を目指し、そのまま上階を目指す。


    「原因!?」


    「あの葉っぱよ!　決まってるでしょ!!」


    　一階……二階……三階……辿たどり着いたのは校舎の屋上。扉とびらをいきおいよく開いて、アリッサは空を仰ぐ。


    　そこには降り注ぐ緑の雨。アリッサは両手を天に翳かざすと高らかに告げた。


    「──揺れる空音エアークエイク!!」


    　ブォンと大気が震ふるえる。空の景色がぐにゃりと歪ゆがみ、突き刺ささるような熱さを肌に感じた。次の瞬間、視界の中にあった光る葉が全て炎に包まれる。


    「分子振動による超過熱よ。地面に落ちる前に燃やし尽くすわ。炎はミユの専売特許じゃないんだから」


    　得意気に言うアリッサだったが、すぐにその顔が強こわ張ばった。


    「嘘うそ……」


    　葉が炎に包まれたのは一瞬だけ。すぐに緑色の光に消し飛ばされてしまう。


    「どうなってるんだ？」


    　僕は訊ねる。


    「魔術が無効化された……こんなのまるで──」


    　呻うめくアリッサだったが、その間にも光る葉は空から押し寄せていた。もし触れてしまえば、僕らも木になってしまうかもしれない。何しろ全く理屈が分からないのだから。


    「アリッサ、一旦建物の中へ!」


    　そう叫んだときだった。


    　真っ白な、無音の爆発が空を薙ないだ。


    　光る葉は一瞬でその輝きに呑のまれて消失する。白びやつ光こうの衝撃波が巻き起こした突風に煽あおられながら、アリッサが呻うめいた。


    「これは……《星の咆哮レヴアーブレイズ》!?」


    　聞き覚えがあった。いや、見覚えもだ。僕は一度アリッサの記憶を夢で垣かい間ま見みたとき、この魔術を目にした。《方はこ舟ぶね》の結界を内側から貫いた《流ながれし星ほし竜りゆう》の高位魔術。こんなものを使える人間がアリッサ以外にいるとすれば──。


    「アリッサ!　久しぶりね!!」


    　空から声が降ってきた。懐かしい声だ。約二か月、聞いていなかった声。


    　白と黒を基調とした法ほう衣いを纏まとい、金色の髪を靡なびかせて中空に立つスタイルのいい女性。法衣に描かれた幾き何か学がく模様は微かすかに発光している。


    「伯お母ば様!!」


    　アリッサは驚きと、喜びが交じり合った声を上げた。


    　そう、悠ゆう然ぜんと僕らを見下ろしていたのはウルト＝クラノ＝ストーリング。行ゆく方え不明になっていたアリッサの伯母であり、《方舟》からやってきた魔術師だった。


    



    



    「──まったく、やっと街に入れたわ。《星の咆哮レヴアーブレイズ》で境界をぶち破れなかったらどうしようかと思ったわよ」


    　ウルトさんは校舎の屋上に立つ僕とアリッサの前に降下してくるとぼやく。


    「伯母様、いったいどうなってるの？　どうしてここに？」


    　アリッサはウルトさんに詰め寄り、抑えきれない様子で質問を重ねた。


    「待って。私も事態を全て把は握あくしてるわけじゃないの。とにかく上を見なさい」


    　そう言って空を指差すウルトさん。僕とアリッサはそれに従う。


    　ウルトさんの魔術によって吹き払われたのは光る葉だけではなかった。空を覆おおっていた雲も押し流され、その先にある青空が覗のぞく。だが──。


    「何よ……あれ──」


    　呆あつ気けに取られた様子で呟つぶやくアリッサ。だが、僕が感じたのは既き視し感かん。


    　空には網あみの目のようなひび割れが走っていた。いや……よく見ればひび割れではない。


    　根だ。木の根が青い空を侵食し、地平線までを包んでいる。そして空の最も高い場所には……逆さまに生はえた大樹。遙はるか高みにあるというのに圧迫感を感じるほど大きい。


    　逆さまの空くう樹じゆはその枝葉を左右に──まるで翼のように広げ、太陽を覆おおい隠していた。


    「あの樹が……光る葉を降らせたのか？」


    　僕がこぼした言葉に、ウルトさんは頷うなずく。


    「たぶんね。この街を閉ざしているのも恐らくアレの仕し業わざよ」


    「街を閉ざす？」


    　意味が分からずに僕は訊ねる。


    「あんた達は気付いていなかったかもしれないけど。この街はもう一か月も前から妙な結界に覆われていたの。一般人は普通に行き来ができるみたいだったけど、私はどうしても中へ入ることができなかったわ。さっきのように派手で人目に付く手段を用いる以外には、ね」


    　よく見れば、空に張り巡らされた根に一箇か所しよだけ大穴が空いている。ウルトさんは外から先ほどの魔術を使い、中へ入ってきたのだろう。その穴も次第に塞ふさがりつつあるようだったが。


    「そういや一週間ほど前に、ウルトさんの幻を見た気も……」


    　僕が思い出して呟くと、ウルトさんは苦笑する。


    「ああ、あれはルナの──じゃなくて月の力を借りて精神体を投影しようとしたんだけど、力が足りなくてね。すぐに消えちゃったの」


    　やはり見間違いじゃなかったようだ。アリッサが「そんなことがあったなら教えなさいよね」と僕の脇腹を抓つねる。僕は「ごめん」と素直に謝った。


    「──内部の〝未来〟を見通すこともできなかったし、大規模な干かん渉しようは調整者として慎重にならざるを得なかったから、しばらく様子を見ていたのよ。もちろん外から色々探りながらね。だけど今日になって事態が急変したわ。この街が完全に異界化したの」


    「異界化って……どういう意味ですか？」


    「文字通り、別の世界になったって意味よ。一般人すらも立ち入れなくなったし、この街のことを誰一人気にしない。意識の外──世界の外側に置かれてしまったの」


    「世界の外側……」


    　今日、生徒の家族が少なく見えたのもそのせいか。叔お父じさんや咲さきねえの事を思い出さなかったのも、同じ原因かもしれない。


    「そんなわけで手段を選んでいる場合じゃないって判断して、強引に侵入させてもらったわ。ついでに厄やつ介かいなものも掃そう除じできたみたいだし、一石二鳥だったわね」


    　光る葉を消し飛ばすことができたのは、あくまで偶然だったようだ。助かったのは事実だが、肩透かしでもある。


    「分かっててやったんじゃないんですね……。なら、現状がどうなっているのか、どうすればいいのか……これ以上はウルトさんにも分かりませんか？」


    　僕が問うと、ウルトさんはアリッサを気にするようにちらりと見る。何かアリッサに聞かれたくない話があるのだろうか。だがウルトさんは迷った様子を見せつつも、そのまま口を開いた。


    「私なりの仮説はあるわ。そしてそれは大きく外れていないっていう確信もある」


    「仮説？」


    「ええ。できればアリッサには黙っておきたかったんだけど……」


    　ウルトさんがそう言うとアリッサは眉まゆを吊り上げた。


    「伯お母ば様!　あたしを子ども扱いしないでよ!」


    「──そうね。こうなった以上、アリッサも事実を正しく理解してなきゃ、不ま味ずいことになる。じゃあ、言うわ。事の発端は恐らく──《魔狼フエンリル》と《天使王ミトロン》の戦いよ」


    「それって……夏休み前の？」


    　アリッサの言葉にウルトさんは頷うなずく。


    「そうよ。ホリィ＝ライトによって世界を閉ざす壁《天牢ウオルフ＝ライエ》は、ケイスケを媒ばい介かいに《魔狼フエンリル》として召喚されたわ。そして世界の守護者《天使王ミトロン》もアリッサを器にして顕けん現げんした。この戦いは《魔狼フエンリル》が圧倒したけど、《天使王ミトロン》の剣によって《魔狼フエンリル》も傷を負った。それが問題だったの」


    「どういうこと？　あたしのせいなの？」


    　不安そうな顔をするアリッサを見て、ウルトさんはその頭を撫なでる。


    「違うわ。悪いのはあんたの馬鹿親おや父じ、ホリィよ。だからあんたは気にしちゃダメ。話は単純なの。《魔狼フエンリル》は世界を隔へだてる壁そのものだったから、負った傷は世界の穴となり、流した血は〝向こう側〟の世界そのものだった……ってわけ」


    「えっと……正直、よく分かんないんですが」


    　単純と言われても困る。それとも僕の理解力が低いだけか？


    「もう、だからね。今、この街は壁の向こうにある世界──《形成界イエソド》の法則が流入しておかしくなったと考えるのが妥当なの。そして空にある樹は《形成界イエソド》の因子が具現化したもの……つまり《代界存在ロウラー》、天使である可能性が高いのよ」


    「天使……」


    　思いがけない単語に、ぽかんと口を開けるアリッサ。だが天使だというなら、アリッサの魔術が弾かれたことも頷うなずける。あれはさながら天使の樹──天てん樹じゆといったところか。


    「だからアリッサ、それにケイスケ。絶対にここで《天使王ミトロン》の力は使っちゃダメ。同質の力は混じりやすいわ。下へ手たをすれば浸食される。分かったわね？」


    　ウルトさんは真剣な表情でアリッサの目を覗のぞきこむ。このために今の話をアリッサにも聞かせたのだろう。


    「う、うん……分かったわ」


    　アリッサも真ま面じ目めな顔で頷うなずいた。


    「いい子ね」


    　満足そうに笑うウルトさんだったが、僕はウルトさんの話を素直に受け入れることに躊ちゆう躇ちよを覚えた。


    　今の話が本当ならウルトさんはこの事態をある程度予測していたことになる。それに未み由ゆの体を乗っ取った《嘆なげきし魔ま王おう》は、自分の顕けん現げんが《方はこ舟ぶね》の計画の内だと言っていた。引っかかる部分は多い。


    　そんな僕の雰ふん囲い気きを察したのだろう。真面目な顔でウルトさんは僕を見る。


    「──ケイスケ、聞きたいことがまだ他にあるのは分かるわ。でも今はゆっくり説明している時間はないの。この事態を乗り切ってから全部話すわ。あなたと……ミユにもね」


    「……分かりました」


    　問い詰めている時間はない。僕もそれは理解していた。真まっ直すぐにウルトさんの瞳ひとみを見つめたまま頷く。


    「ありがと。何だかケイスケ、頼もしくなったわね。何かを背負い、守ろうとする人の顔よ」


    　ウルトさんはそう言うと、アリッサと同じように僕の頭をグリグリ撫なでた。


    「ちょ……やめてください」


    　気恥ずかしくて慌あわてて逃のがれ、ぼさぼさになった髪を直す。


    「ふふ──じゃあ早さつ速そく行動を始めましょう。まずは一番手っ取り早そうな方法を私が試してみるわ。元げん凶きようさえなくなれば世界の法則は正しい形に修正されて、木になった人も元に戻るはずだしね」


    　にやりと笑って天上の樹を指差すウルトさん。


    　さきほど一いつ掃そうされたものの、天てん樹じゆからはまたもや光る葉が落ちてきていた。


    「もう一回全力で撃ってやろうじゃない。天使に中途半端な魔術は効かないから、加減なしの高位魔術よ!　スーラ、代行詠唱シヨートカツト!!」


    　指をピストルの形にして、ウルトさんが告げる。そして今のが何かしらの呪文だったのか、《姿の言葉シヤープワーズ》の詠えい唱しようもなしに《起動言語トリガー》を叫んだ。


    「星のレヴアー、咆哮ブレイズ!!」


    　指先から白い光の奔ほん流りゆうが放たれる。空を全て純白に染め上げる輝きはまっすぐに天樹に向かい、落ちてきていた葉を全て飲み込んで──突き抜けた。


    「あれ？」


    　ウルトさんが首を捻ひねる。天てん樹じゆは無傷。確実に命中はした。だがウルトさんの魔術は炸さく裂れつすることはなく、そのまますり抜けてしまったのだ。


    「まさか、これでも効かないなんて……」


    　信じられないようにアリッサが呟つぶやく。だがウルトさんは首を横に振った。


    「いいえ。《星の咆哮レヴアーブレイズ》は世界法則そのものに干かん渉しようする、魔法の域に近い高位魔術よ。天使であっても無傷ではいられない。考えられるのは、あの樹が実体を持っていないってことかしらね」


    「実体がない……じゃあ幻ってこと？」


    「違うわね。降ってくる葉と街を包む根は物質として存在している。けど本体である樹は恐らく《形成界イエソド》としての在るべき形……精神体なのよ。だから攻撃が届かない。でも……だとしたら橋渡しをして葉を実体化させている何か──もしくは誰かがいるはず。この街のどこかにね」


    　ウルトさんは山に囲まれた美み傘かさ市全景を手でぐるりと示した。


    「まさか、それを探さなきゃいけないの!?」


    　悲鳴じみた声を上げるアリッサ。僕もさすがに無茶だと思ってしまう。田舎いなかの一都市であっても、特定のものを探し出すには広大すぎる。


    「確かに長期戦になりそうね……まずはこちらの態勢を整えましょうか」


    　ウルトさんも苦笑いしながら堅実な提案をした。


    「はい、早く未み由ゆたちと合流した方がいいと思います。由ゆ衣いのことも心配だし……」


    　同意する僕だったが、その肩がアリッサに叩かれる。


    「──ミユに関しては心配いらないみたいよ」


    　アリッサが指差す方を見ると、空を駆ける炎の馬がこちらに向かってくるところだった。その背には未由の姿がある。


    　ほんの少しだけ心が軽くなるのを感じた。


    　よかった……。


    　安あん堵どの息を吐き、僕は未由に手を振ったのだった。


    



    　　　　　　　３


    



    「──じゃあ冬ふゆ上がみと陽ひ名なちゃん、それにツグミも無事なんだな」


    　炎えん馬ばから降り立った未由が、そう告げるのを聞いて僕は胸を撫なで下ろす。


    「うん。光る葉っぱが落ち始めた時、私たち体育館の待機室にいたから。ちょっと陽名さんの様子がおかしくなったけど、ツグミさんが引きとめてくれたおかげで木にはならなかったよ」


    「陽名ちゃんが？　どんな風におかしくなったんだ？」


    「降ってくる葉っぱを見つめて、あれは願いを叶えてくれるんだって呟つぶやきながら歩き出したの。今は落ち着いてるし、ツグミさんが見張ってくれてるから大丈夫だよ」


    　陽ひ名なちゃんまでさっきの人達のように正気を失っていたのか……。


    　だとしたら本当に危ないところだった。


    「山やま崎ざきと宮みや島じまは見てないのか？」


    「ごめん……集合場所にはまだ来てなかったし、分からないよ」


    「そっか……」


    　肩を落とす。どうにか無事でいてくれればいいのだが。


    「ユキエは平気だったの？」


    　するとアリッサが横から未み由ゆに訊ねた。


    「普通だったよ。すごく冷静だった」


    　未由の答えを聞いて、アリッサは腕を組む。


    「あたしたちみたいに《道パス》で《高次存在ヴイナー》と繋つながっている魔術師は、外部からの精神干かん渉しようを受けにくいんだろうけど……そうじゃない人にも光る葉の影響が薄い人はいるみたいね。どうしてかしら？」


    　悩むアリッサだったが、ウルトさんが口を挟む。


    「──アリッサ、それは気になることではあるけど今は後回しにしましょう。とりあえずミユにも事情説明をさせてもらっていい？」


    　それを聞いた未由が、かしこまってウルトさんに頭を下げる。


    「お久しぶりです、ウルトさん。ご無事でよかったです」


    「いいのよ、そんなかしこまらなくて。私はあなたに何もしてあげられなかったんだから」


    「？」


    　ウルトさんの言葉に首を傾かしげる未由。


    「……何でもないわ。それじゃあ今分かってることを教えるわね──」


    　曖あい昧まいに笑い、ウルトさんは僕らにしたのと大よそ同じ説明をした。《方はこ舟ぶね》の事情は全てが終わってから話すとも付け加えて。


    「つまり……この現象を引き起こしてる犯人が、この街にいるってことなんですね？」


    　話を聞き終わった未由がそう訊ねる。


    「まあ人とは限らないけど、そうね。できれば皆で手分けして、怪しいものがないか探して回りたいと思うんだけど──」


    　ウルトさんはそう言ったが、僕は手を挙げて言う。


    「すみません、その前に僕は由ゆ衣いを捜してもいいですか？　一人で教会に鈴りんちゃんを迎えに行ったから心配で……」


    　ウルトさんは微ほほ笑えんで頷うなずく。


    「分かってるわ。ケイスケはアリッサと一緒にユイを捜してきて。その途中で気になったものがあれば教えてくれればいいから。どうせ当てなんてないんだしね」


    　それを聞いた未み由ゆも手を小さく挙げる。


    「あの……じゃあ私は校内を探してみたいです。山やま崎ざきくんたちが無事かも気になるし。正気の生徒もまだ残ってるかもしれないから。あと、ツグミさんたちに啓けい介すけくんたちの無事を伝えなきゃいけません」


    「そうね、人の密度は高いみたいだし、何か収穫はあるかもしれないわ。よろしくねミユ。私は──クレーターになってる《魔狼フエンリル》と《天使王ミトロン》の戦場跡へ行ってみるわ。怪しいといえば、あの場所が一番怪しいし」


    　それぞれの方針が固まり、僕たちは頷うなずき合う。


    「じゃあ遅くても一時間後に、もう一度ここへ集合ってことで。落ちてくる葉は、定期的に私がお掃そう除じしとくわ。何かあったら空にどデカイの打ち上げなさい!」


    「はい!」


    　ウルトさんの号令に応じ、僕らは行動を開始した。


    



    　アリッサに抱かかえられながら、眼下に広がる景色を眺ながめる。空から見下ろす美み傘かさ市の街並みは本当に変わり果てていた。


    　道路のあちこちにはアスファルトを砕いて樹木が根を張り、近くのガードレールや電柱に蔦つたを巻きつけている。停まっている車の中から、フロントガラスを突き破って生はえた木まであった。


    　どこもかしこも木、木、木だ。


    　学園ほどの密度ではないが、いたるところに木々が生おい茂っている。まるで緑に沈んだ街だ。人間の文明が突然滅び、百年ほど経った後かのような光景。


    　この森を作っている一本一本の木が元は人間だなんて、とても信じることはできない。


    「ケースケ、こっちで合ってるわよね？」


    　道が見えづらいせいか、自信がなさそうにアリッサが訊ねてくる。


    「ああ、このまま川沿いに飛んで男子寮りようを通り過ぎれば、教会の鐘しよう楼ろうが見えてくるはずだ」


    　鐘楼はそれなりに高かったので、木々に埋もれて見えないということはないと思う。僕は眼下の景色に由ゆ衣いの姿がないか、目を皿のようにして捜していた。


    「んー……あ、ホントだ。見えたわ!」


    　前方に目を凝こらしていたアリッサが声を上げる。どうやら目的地を見つけたらしい。


    　結局、児童養護施設までの道のりでは由衣の姿は見つけられず、僕らは礼拝堂の前に降り立つ。施設の敷地内にも木々が固まり、こんもりと林のようになっている場所がいくつか見えた。あれはこの施設に暮らしている子供達だろうか。そう考えるとやりきれない気持ちになる。


    「──ケースケ、今はユイたちを捜しましょう」


    　そっと僕の背中を押して、アリッサが言う。


    「分かってる……」


    　僕は観かん音のん開きの扉とびらを引いて、礼拝堂へ足を踏み入れた。


    「っと──!?」


    　だがいきなり目の前に木の幹が現れる。思わずぶつかってしまいそうになったが、寸前で踏みとどまった。


    「こんなところにまで、木になった人がいるのか……」


    　扉を開けたときに拾ってしまったのかもしれない。もしかしたらこの木は──。


    　嫌な想像をしそうになるが、思い直す。鈴りんちゃんは目が見えない。仮に葉が落ちてきても気づかない可能性が高いはずだ。


    「由ゆ衣い!　鈴ちゃん!　ここにいるか？」


    　僕はその木を避けて堂内へ入ると、呼びかけてみる。


    「……お兄ちゃん？」


    　するとか細い、震ふるえる声が耳に届いた。


    「由衣？　いるのか？」


    　一度周囲を眺ながめても見つからず、声をかける。すると並んだ椅い子すの間から、ぴょこんと由衣が顔を出した。


    「お兄ちゃん!」


    　ダッと走り出し、僕にしがみ付いてくる由衣。


    「お兄ちゃん……みんな、みんなおかしくなって、木になっちゃった……あたし、止めたんだけどシスターも……」


    　由衣はそう言って入り口に生はえた木を指差す。そうか、これはシスターだったのか。


    「怖かったな……でも大丈夫だ。きっと皆、元に戻るから」


    　ぎゅっと抱き締めて、頭を撫なでる。


    「ホント？　元に戻るの？」


    「ああ、原因をなんとかしたらな」


    　僕が保証すると、由衣はようやく落ち着いたように息を吐いた。


    「ねえユイ。リンは……？」


    　アリッサが僕の後ろから、躊躇ためらいがちに由衣へ問いかける。


    「あ──鈴ちゃんだけは変にならなかったから、平気だったの。ほら、そこにいるよ」


    　由衣は自分が隠れていた椅子の辺りを指差す。すると白い杖つえを抱かかえた鈴ちゃんが恐る恐るといった様子で顔を出した。


    「リン!」


    　アリッサは歓声を上げて、鈴りんちゃんへ駆け寄った。


    「アリッサ……さん？」


    　少し怯おびえた様子で鈴ちゃんはアリッサの名を呼ぶ。きっとまだ何が起こったか分からず、混乱しているのだろう。


    「よかった無事で!　どこも怪け我がない？」


    「うん……ゆいちゃんがここで隠れてようって言って、ずっと動かなかったから怪我とかしてないよ」


    　そう言って鈴ちゃんは由ゆ衣いを見る。


    「そっか、ユイが守ってくれたのね」


    　アリッサはそう言って笑うが、僕は鈴ちゃんが見せた仕草にどこか違和感を覚えた。


    　しかしその正体が分からないまま、アリッサが次の言葉を発する。


    「──じゃあちょっと遠いけど、皆で学園に行きましょう。ユキエとか他にも無事な人がいるしね」


    「学園……」


    　鈴ちゃんは表情を曇くもらせて呟つぶやく。


    「リン、こんなときまで気にするの？」


    「あ……ううん、そうだね。気にしても意味がないよね」


    　苦笑いをして鈴ちゃんは「いっしょに行くよ」と頷うなずいた。アリッサが差し出した手を握る鈴ちゃん。


    　あれ……？


    　またもや何かが引っかかる。


    「ケースケ、早く行くわよ!」


    　言外に帰りは飛んで行けないんだからと告げて、アリッサが考え込んでいた僕を呼ぶ。


    「そ、そうだな……」


    　僕は頷うなずき、由衣の手を引いて歩き出した。


    　施設を後にして町へ出る。車道のど真ん中から木がアスファルトを突き破って生はえている光景は、ひどく非現実的だ。


    　だが学園ほど人が密集していなかったせいか、木はあっても道を塞ふさぐほどではない。


    　路面に食い込んだ根っこで転ばないよう気をつけながら、足を運ぶ。


    　人のいなくなった町は、怖くなるほど静かだった。深夜の静せい寂じやくとは違う。何もない、空虚な無音だ。偶然つま先に当たって弾ける小石の音さえ、大きく聞こえる。


    　ぎゅっと右手を握ってくる由衣の左手を握り返し、同じように前を歩くアリッサと鈴ちゃんを見る。


    「あ、リン──そこは根っこがあるから、こっちよ」


    　アリッサは鈴りんちゃんが転ばないように手を引いて誘導していた。


    「うん……」


    　危なげない足取りで従う鈴ちゃん。自分自身でも杖つえで前方を確認しながら歩いて行く、辺りをきょろきょろと見回しながら。こんなにも音がないというのに、何か気になることがあるのだろうか。


    　その時、地上へと近づいてきていた光る葉の第三波が、遠くから放たれた白い閃せん光こうに呑のまれて消える。音はない。だが空は真っ白に染め上げられ、衝撃の余波が風となって髪を揺らす。


    「きゃっ!?」


    　由ゆ衣いが驚いて僕の背に隠れた。


    「大丈夫だ、由衣。あれはウルトさんの──」


    　説明しようとした僕だったが、その言葉は半ばで途切れた。


    「平気よ、リン。今のは悪いものを消し去る光だから」


    　アリッサがリンへと同じように説明しているのを見たから。


    　由衣と〝同じように〟光に驚き、背中へ隠れた鈴ちゃんを目にしたから──。


    「待ってくれ!」


    　僕は立ち止まり、前の二人を呼び止めた。


    「ど、どうしたのよ、ケースケ？」


    　いきなりの大声に背中をびくっとさせて振り返るアリッサ。


    「確認したいことがあるんだ……鈴ちゃんに」


    　僕が視線を向けると、鈴ちゃんは肩を震わせてアリッサの陰に隠れる。


    　やっぱり──そうなのか？


    「ちょっとケースケ。怖い声を出すから、リンが怯おびえちゃったじゃない」


    　ああ、そういう捉え方もできる。でも……。


    「──鈴ちゃん、今のは僕の声じゃなくて、僕の視線を怖がったんだろ？」


    　問いかける。まっすぐに鈴ちゃんの目を見ながら。


    「何言ってるのよ!　リンは目が見えないことを忘れたの？」


    　アリッサは顔を険しくして咎とがめるが、僕は言葉を続けた。


    「さっき礼拝堂にいたとき、鈴ちゃんは由衣のことを〝見る〟仕草をした。それに差し出されたアリッサの手を迷わずに取ったことも引っかかった。加えて音もないのに辺りを気にしていたこと、今の光に驚いたこと……。なあ、鈴ちゃん、正直に答えてくれ。もしかして──今の鈴ちゃんは目が見えているんじゃないか？」


    　鈴ちゃんは俯うつむいて表情を隠す。


    「見えちゃ……ダメなの？」


    　アリッサの腕を離し、か細い声で鈴りんちゃんは呟つぶやく。僕の予想は当たっていたらしい。


    「そうじゃない。どうして目が見えるようになったのか、確かめなきゃいけないって思ったんだ。もしかして鈴ちゃんも、光る葉にお願いしたのか？」


    　テストの点数アップを望んだ宮みや島じまの友人のように。好きな子と同じ班になれることを祈った大おお原はらのように……。


    「──違うよ」


    　しかし鈴ちゃんは否定した。


    「違うって……じゃあどうして──」


    「わたしのお願いを叶えてくれたのは、かみさま。お祈りが通じて現れてくれた、かみさまだよ!」


    　そう叫んで鈴ちゃんは空から逆さかさまに生はえる大樹を示した。その瞳ひとみが緑色に輝くのを僕は見る。光る葉の色と同じだ。鈴ちゃんがどう考えていようと、願いを叶えたのは天てん樹じゆの力によるものだろう。


    「──じゃあ、神様ってことでもいい。だけど、何で僕らに目が見えるようになったことを隠していたんだ？」


    　最も不可解なのは、その点だった。光る葉が奇跡を起こす瞬間を目にしている以上、鈴ちゃんの願いが叶ったこと自体は不思議じゃない。けれどそれを隠す理由がどうしても思いつかなかった。


    「リン……」


    「鈴ちゃん……？」


    　アリッサと由ゆ衣いが不安そうに鈴ちゃんを見る。


    「けーすけさんも、アリッサさんも、ゆいちゃんも……かみさまを悪いものみたいに言ったから。かみさまが必要ない人なんだって、知ったから」


    　両の目に緑色の光を灯ともして鈴ちゃんが答える。


    「どういう意味だ？」


    「分かるはずなの……あの光を見たら分かるはずなの。かみさまが、どんな願いでも叶えてくれるって。幸せにしてくれるって。それが分からないけーすけさんたちに、ほんとのことは言えなかった……」


    　アリッサから一歩二歩と距離を取り、持っていた白い杖つえを手放して、鈴ちゃんは僕たちを順番に眺ながめる。


    「どんな願いも叶えるだって？　皆、木になったんだぞ。最初は願いを叶えていたかもしれないけど、今はこんな状態だ。幸せなはずないだろ？」


    　僕は我慢できずに反論するが、鈴ちゃんは首を横に振る。


    「──幸せだよ」


    　断言した。一切の迷いなく。鈴りんちゃんは近くの木に歩み寄ると、その幹に手を触れた。


    「みんな、笑ってる。木になるのは、そうしないと叶えられない望みを願ったから。誰かと取り合うような願い、一人が叶えちゃうと他の人が不幸になっちゃう願い……そういうものを叶えるには、一人に一つずつの世界がないとダメなの。だから木で包んで、夢を見せてる。みんな、みんな、満足してるんだよ？」


    　その言葉を聞いて、僕の背中に冷たい汗が流れる。


    「……何でそんなことが鈴ちゃんに分かるんだ？」


    　まさか、と思う。問い詰めはしたが、鈴ちゃんも皆と同じ被害者だと思っていた。願いを叶えはしたが、運良く木になることは免まぬがれただけだと。でも──。


    「だって──かみさまをお招きしたのは、わたしだもん」


    　鈴ちゃんは誇らしげに告げた。両手を広げて、空の大樹を崇あがめるように。


    「嘘うそでしょ……リンがこの現象を引き起こしたっていうの？」


    　信じられない様子で呻うめくアリッサ。


    「わたし、毎日、毎日、お祈りしたの。かみさまに届くように、強く、強く、心からお願いしてたの。そしたら今日、かみさまは本当に来てくれた!」


    　胸に手を当てて、鈴ちゃんは答える。よく見ると、胸元からわずかな光が漏もれていた。


    「それ……何だ？」
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    　僕が指差すと、鈴りんちゃんは服の内側から緑色の物体を取り出す。紐ひもで結んで首に掛けていたらしい。


    「これ？　お祈りをかみさまに届けるためのものだよ」


    　最初は、空から落ちてきているのと同じ光る葉に見えた。だが違う。淡く緑色に輝いてはいるが、それは鳥の羽根だった。


    「ケースケ……きっとあれが本当の核よ。すごく心がざわつくわ」


    　アリッサが小さく囁ささやく。内にある《天使王ミトロン》の力が共鳴しているのだろうか。ともかく信しん憑ぴよう性はある。ならあれを破壊すれば──。


    「鈴ちゃん、その羽根を見せてくれないか？」


    　慎重に僕は一歩前に進み出て、頼んでみた。


    「ダメ」


    　だが鈴ちゃんは僕が近づいた分を後退し、胸元に羽根を戻してしまう。


    「どうしてだ？」


    「けーすけさん、嘘うそを吐ついてるから。わたし、声で分かる。きっとこれを取り上げる気なんだ。これがないと、お願いがかみさまに届かなくなるからダメ」


    　鈴ちゃんに建たて前まえは通じない。それを理解した僕は思うままを告げることにした。


    「鈴ちゃん、今の状態は絶対におかしい。こんな願いの叶え方はダメだ。元の世界に戻さなくちゃいけない。だからその羽根を渡してくれ」


    「いや……どうして元に戻さなきゃいけないの？　みんな、幸せなのに。ずっと悲しんでた子が、泣いてた子が、やっと笑顔になったのに。たーくんだって喜んでるのに。どうして？」


    　たーくんとは、この前訪れたときに鈴ちゃんと揉もめていた男の子だ。彼も木になって夢を見ているのだろう。


    「皆、自分の内側に閉じこもって、街には誰もいない。こんな寂さびしい街の風景が、正しいわけない。夢の中で幸せになったって、何にもならないだろ!」


    「──みんなにとっては、夢じゃないよ。もう一つの世界なの。でも、そっか……けーすけさんはみんながいなくなって寂しいんだね。だったら、かみさまにお願いするといいよ。そしたら、またみんなのいる世界に行けるよ」


    　迷いのない口調で告げる鈴ちゃんに背筋が凍る。


    　鈴ちゃんには一切の悪意がない──なのに、噛かみ合わない。


    「そんなの一人きりの世界と同じだ!」


    　僕の言葉を聞いた鈴ちゃんは悲しそうな顔をする。


    「やっぱりけーすけさんには、かみさまが要らないんだね。アリッサさんと、ゆいちゃんも同じ？」


    　問われてアリッサと由ゆ衣いは頷うなずく。


    「リン、皆を幸せにしたいって気持ちは分かるわ。でもこれは違う。リンなら分かるでしょ？」


    「鈴りんちゃん!　こんなのおかしいよ!!」


    　二人の言葉を正面から受けて鈴ちゃんは体を震ふるわせる。


    「なら……みんなから、幸せを奪うの？　わたしからも──光を取り上げるの？　やっと見えるようになったのに。まだどれが何て名前の色か分からないけど、こんなに眩まぶしい世界が見れたのに!」


    　アリッサと由ゆ衣いが言葉を失くす。


    　世界を元通りにするということは、再び鈴ちゃんが視力を失うということ。それを真正面から突きつけられて平静でいられるほど、二人の心は冷たくない。


    　それは僕も同じ。アリッサや由衣ほど関わりは深くないが、僕にとっても鈴ちゃんは友人だ。強引に何かを奪い取ることなど、できはしない。


    　だが僕らが怯ひるんでいた間に鈴ちゃんは一歩二歩と距離を取っていた。


    「鈴ちゃん!」


    　声を掛けたときにはもう遅く、鈴ちゃんは背を向けて走り出す。


    「リン!　待って!!」


    　追いかけるアリッサに僕らも続く。だがその時、近くにあった木がいきなり急成長し、僕らを阻はばむように枝葉を伸ばした。巨大化した根はアスファルトを食い破り、道を塞ふさいでしまう。


    　さらに巨木の幹からは蔓つるが生はえ、触手のごとく襲おそってきた。


    「──弾く光壁シエドライト!」


    　アリッサが僕と由衣の前に立ち、薄い光の膜まくを張り巡らせる。


    　バチッと蔓が光膜に触れると火花が散る。しかし拮きつ抗こうしたのはわずか数秒。すぐに光膜はひび割れ、砕け散った。


    「くっ……!」


    　僕は由衣を抱かかえるとアリッサと一緒に蔓から逃のがれるため後退する。十メートルほど離れると蔓は僕らを追尾するのを止やめ、スルスルと巨木の元へ戻って行った。


    「あの木にも天使の力が宿っているのね……。普通の魔術じゃ歯が立たないわ。かと言って元が人間だから高位魔術で滅ぼすわけにもいかない。厄やつ介かいすぎるわよ」


    　アリッサがぼやく。


    「この道は通れない。アリッサ、飛んで追いかけよう」


    　僕の提案にアリッサは頷うなずく。


    　しかし次の瞬間、大人しくなったと思った巨木の枝葉がザワザワと揺れ、周囲に無数の光る葉を撒まき散らした。葉はまるで統率された虫の群れのごとく、僕らの頭上をグルグルと回りだす。


    「……残念ながら、空路もダメみたいね」


    「というか──鈴りんちゃんが本気になったら、捕まえるどころじゃないな」


    　僕は冷や汗を垂らしながら呟つぶやく。


    「ええ……転移魔術じゃ追跡に向かないし、一度伯お母ば様たちと合流しましょう。どうすればいいか、考えも纏まとめたいわ」


    　アリッサは悔くやしそうに言った。


    「そうだな……相手は鈴ちゃんだもんな」


    　中途半端な覚悟では向かい合えない。先ほどのように迷って動けなくなってしまう。


    「お兄ちゃん、鈴ちゃんは悪い子じゃないよ？」


    　制服の端を引っ張って由ゆ衣いが不安な顔で訴える。


    「──分かってる。分かってるよ」


    　由衣の頭に手を置いて、僕は自分に言い聞かせるように告げたのだった。
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    「過ぎた輝きパストグロウ!」


    　アリッサが《起動言語トリガー》を告げると住宅街の景色が歪ゆがみ、フェンス越しに広がる美み傘かさ市の遠景へと入れ替わる。


    　場所は学校の屋上。


    　鈴ちゃんを見失った僕たちはアリッサの転移魔術で光る葉の包囲から逃のがれ、集合場所へと戻ってきたのだ。


    　まだ再集合の一時間には余裕があったが、アリッサは空へと閃せん光こう魔術を放って合図を送る。根に覆おおわれた天てん蓋がいが金色に染まった。鈴ちゃんの精神が乱れたせいか、天てん樹じゆから新たな光る葉が降る様子はない。


    　しばらくするとウルトさんが金色の光と共に虚こ空くうから降り立ち、遅れて未み由ゆが屋上の扉とびらを軋きしませて現れた。僕とアリッサは二人に事情を説明する。


    「──そのリンって子が持つ、緑色の羽根が《代界存在ロウラー》の媒ばい介かいだってアリッサは言うわけね？」


    　ウルトさんは難しい顔をしてアリッサに確認する。


    「うん。少し引っ張られるような……そういう感じがしたわ。伯母様が同質の力だって言った意味、分かった気がする。《天使王ミトロン》の欠片かけらを持っていたトウコとは違って……異なるけど近い、そんな力だった」


    「なら、間違いないでしょうね。その羽根は恐らく《形成界イエソド》の結晶──たぶん天使の名が宿っている。欠片なのか《真の名シアー》なのかは分からないけど、その子は今《代界存在ロウラー》そのものに等しい力を有しているんだと思うわ」


    　改めて聞くと、背筋が凍る。あまりに大きい力だ。きっと鈴りんちゃんはその力を祈りという形で行使してしまったのだろう。


    「鈴ちゃんが力を自覚して使った場合、どうなりますか？」


    　僕が訊ねるとウルトさんは肩を竦すくめる。


    「どんなことだってできるわ。この街という限定空間でなら万能よ。ある意味、今の《天使王ミトロン》よりずっと強力ね」


    「え……《天使王ミトロン》よりも強いんですか？」


    　驚いて問い返す。


    「あくまで今の《天使王ミトロン》と比べて、だけどね。天使が有する最大の能力は世界法則を自由に操れることよ。対抗するには《高次存在ヴイナー》を召喚して、魔法で法則自体を歪ゆがめながら戦うしかない。千年前の戦いはそういうものだった」


    「今は、違うんですか？」


    「ええ。戦いに敗北した《天使王ミトロン》は、もうこの世界の王ではない……そういうことよ」


    　意味ありげにウルトさんは微ほほ笑えむ。何な故ぜか僕の右手を見つめながら。


    　何か含むところのある台詞せりふが気になった。しかしそれについて質問する前に未み由ゆが口を開く。


    「つまり《天使王ミトロン》さえ失った力を使える鈴さんは、犠牲を出さずに勝てる相手ではないんですね？」


    《高次存在ヴイナー》の召喚は発動すれば自分で解除する方法がないため、精神力が尽きるまで止まらない。つまり命と引き換えだ。


    「まともにやればそうなるわね。でも羽根を破壊さえすればいいんだから、戦う必要まではないわ。全員で協力すれば羽根を奪い取る隙すきぐらいは作れるでしょう」


    　ウルトさんは軽い調子で言う。この人がそういうならば、たぶんそれは可能なのだろう。そんな気がした。


    　だがアリッサが、ぎゅっと拳こぶしを握り締めて呟つぶやく。


    「本当に──奪うしか、ないのかな？」


    「アリッサ……」


    　困った顔で頭を掻かくウルトさん。


    「無理やり奪ったら、リンはたぶん……泣いちゃうわ」


    「でもね、説得は失敗したんでしょう？　それとも……もう一度話し合えば、大人しく羽根を渡してくれると思う？」


    「分からない……でも、いくら考えても鈴の心に届く言葉は思いつかないわ」


    「なら──」


    「でも!!」


    　ウルトさんの言葉を遮さえぎって、アリッサは叫ぶ。


    「リンの言う幸せは、どこか違うの!　本当じゃないの!　本当の幸せは自分一人の夢の中にはきっとない!!　だってあたしがこれまで幸せだって思った瞬間は、いつも誰かが傍そばにいたときだったから!!」


    　方法は見つからない。けれど、納得はできない。そんな感情をアリッサは迸ほとばしらせる。


    　しかし僕はその中に、答えがあるような気がした。


    「──アリッサ」


    　僕は肩で息をするアリッサへ声を掛ける。


    「分かってるわよ……ケースケ。こんなこと言っても何の解決にもならないくらい」


    「違う。やるべきことは今、アリッサが自分で口にしたじゃないか」


    「え……？」


    　目尻に涙を浮かべながら、アリッサは僕を見上げる。


    「鈴りんちゃんが考えている幸せが、アリッサにとっての幸せと違うのなら、それを示せばいい。そうだろ？」


    「あ──」


    　アリッサの表情から苦悩の色が消える。


    「そっか……方法はまだあった。リンに届くかもしれない方法が!」


    　表情を輝かせ、アリッサは僕の手を握り締めた。


    「どんな方法だ？　何だろうと僕は協力してやるよ」


    　僕自身は背中を押しただけ。具体的な方法などいくら考えても思いつかない。


    　だからこそ、アリッサが見えているものに心が躍る。一緒に見てみたくなる。


    　アリッサは笑顔で光の先を指し示す。


    「ケースケ、傘さん陽よう祭さいを続けるわよ!!」
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    　少女は光の中にいた。


    　形も、色もある世界の中にいた。


    　その世界を埋め尽くす彩いろどりは、少女が名前を知る唯一の色──緑。


    　緑に包まれた街を少女は歩く。


    　他のものは分からない。形の名前を知らないから。文字も模様と変わらない。


    　理解できなければそれは闇やみと同じ。


    　正体が分からない、曖あい昧まいな闇のまま。


    「──かみさま……これでみんな、幸せになったよね？」


    　少女は空を見上げて呟つぶやく。だが天頂にある大きな緑は、答えてくれない。


    「アリッサさんたちは──分かってないだけだよね？　泣くしかない、人の気持ちを」


    　もう一度呼びかけても、返事はない。


    　少女は声が届かないことを理解していた。今は祈っているわけではないのだから。


    　これは少女の独ひとり言ごと。


    　吐き出さずにはいられない恨うらみ言ごと。


    　少女は思い出す。その気持ちの名前を。


    　少女にかみさまを与えてくれた人が教えてくれた名前を──。


    「うん……知らないだけなんだよ。ゼツボウを」


    　きっと、きっとそうなんだ。


    　何度もそう繰り返しながら、少女は緑の街を歩き続けた。
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     第四章　希望の歌、絶望の声
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    　かつん、かつん、かつん──。


    　無人の廊ろう下かに足音が響く。教室の入り口はどこも看板や装飾が用意されていたが、中に人の姿はなかった。本来なら騒がしいお祭りの只ただ中なかにあるはずの景色が、こうも静まり返っていると余計に空虚さが際立つ。


    　だが僕は一いち縷るの望みを託たくして教室を一つ一つ見て回る。どうしても見つけなければならない人がいた。僕らの傘さん陽よう祭さいを成し遂とげるために。


    　きっと、無事だ。少なくともあいつなら──山やま崎ざきなら、光る葉に惑わされていないはず。曖あい昧まいなものは信じない、そう言っていた山崎に望みを託す。


    　求めているのは山崎と宮みや島じまの姿。未み由ゆが一人で探索したときには見つけられなかったらしいが、今は僕とアリッサも加わり、手分けして校舎を探索中だ。ウルトさんと由ゆ衣いには冬ふゆ上がみたちと合流し、〝準備〟を進めてもらっていた。


    「山崎ー、宮島ー？」


    　名前を呼びながら歩いて行くが、反響した自分の声が戻ってくるだけ。


    　この階にはいないか……。


    　今いるのは自分達のクラスがある校舎の三階だった。一度、未由も捜した場所と聞いている。


    　二階に下りて階段横のトイレ前を横切った時、ふと自分が無意識に避けていた場所があることに気付く。女子トイレだ。


    　別に誰もいないからといって中へ入ろうと思ったわけではない。未由も同じ思考をしたのではないかと考えただけ。つまり男子トイレは、きちんと捜していないのではないかという予想。


    　僕は男子トイレの中に入り個室を確かめてみるが、そんなに都合よく山崎たちは見つからなかった。けれどそれからは男子トイレの中も注意しながら進んで行く。そして別館一階の職員室横にある、教職員用トイレ前で僕はそれを聞いた。


    　──ドン!　ドン!


    　激しく何かを叩く音。僕は男子トイレの中を覗のぞき込む。するとそこには個室トイレの扉とびらを外から押さえつけている山崎の姿があった。


    「山崎!」


    「遠とお見み、か？」


    　思わず声を上げると、山崎は驚いた顔でこちらを見る。


    「よかった、無事だったんだな」


    「あ、ああ……何が何だか訳分かんねえけど、一応な。ともかく今は、この扉を押さえるのを手伝ってくれ!」


    　必死な形ぎよう相そうで扉とびらに体重をかけている山やま崎ざき。理由は分からなかったが、僕もその扉を両手で押さえる。


    「出してくれ!　出してくれよ山崎!　あれは願いを叶えてくれるんだ!　俺の望みが叶うんだよ!」


    　しかし扉の向こう側から聞こえてきた声に僕は息を呑のむ。


    「宮みや島じま……か？」


    「遠とお見み？　遠見もいるのか？　なあ、山崎を説得してくれよ。俺を外に出してくれ!　俺にも願いを叶えさせてくれよ!!」


    　個室の中にいる宮島は切せつ羽ぱ詰まった声で訴える。


    　鈴りんちゃんの言った通りだ。願いを叶えてくれると、幸せになれると、光る葉を見るだけで理解できる。宮島の様子はそれを体現していた。


    　しかし山崎が宮島の声を遮さえぎって叫ぶ。


    「いい加減にしろ宮島!　あんなもんに頼るのは止やめろ!!」


    「山崎だって分かってるはずだろ？　あれは俺たちを幸せにしてくれるって!」


    「ああ、分かるよ。嫌ってほどな!　でも俺はそんな幸せ信じねえ!　絶対にだ!!」


    　山崎の怒号に気け圧おされたのか、宮島は扉を叩くのを止やめる。


    「でも……でもさ──」


    　トイレの中からすすり泣く声が小さく響いてきた。山崎は溜ため息いきを吐いて、扉に寄りかかる。


    「やっと大人しくなったか……遠見が来てくれて助かったぜ。お前は宮島みてえに血迷ってないみたいだしな」


    　苦笑を浮かべ、僕を見る山崎。


    「そうだな、一応正気だよ。でも……これから言うことを聞いても正気扱いしてくれるかは自信ないけどな」


    「……どういうことだ？」


    　訝いぶかしげに問いかけてくる山崎に、僕は答える。


    「なあ、傘さん陽よう祭さいを続けないか？　予定通り曲を演奏しよう。僕はそのために山崎たちを捜してた」


    「──正気か？」


    「やっぱり、そう言われると思った」


    「当たり前だ。こんな状況なんだぞ!　傘陽祭なんて続けてる場合か？」


    　むしろ心配そうな目つきで山崎は僕を見る。だが僕は真剣に言葉を続けた。


    「こんな状況……それを打破するために、必要なんだ」


    　それを聞いて山崎の顔色が変わる。


    「遠見、お前──何か知ってるのか？　街がこんなになっちまった原因に心当たりがあるのか？」


    　僕は頷うなずいた。


    「どういうことだよ!　ちゃんと説明しろ!!」


    　山やま崎ざきは僕の胸倉を掴つかみ上げて詰め寄る。


    「──全部は説明できない。たぶんすぐに理解してもらうのは無理だし、言えば言うほど嘘うそ臭くなる話だ。だから今は、これだけ見せる」


    　そう告げてから、僕は財さい布ふから十円玉を取り出した。


    「覚えてるか？　懐かしいショーだ」


    　僕は親指で十円玉を空に弾き上げ、落ちてきたところを右手で掴み取る。そしてぎゅっと右手に力を込めてから、手を開いた。そこにはもう、十円玉はない。


    「ああ……久しぶりに見たな」


    　それがどうしたという顔で僕を見る山崎。


    「これは、手品じゃない」


    「……へ？」


    「十円玉を消したのは正しよう真しん正しよう銘めい、科学じゃ証明できない不思議な力だ。こんな力があったせいで僕は色んな事件に巻き込まれてきた。規模に差はあるけど、今回みたいなさ。だからこの状況もどうにかしようと動いてる。その手段が傘さん陽よう祭さいの続きなんだ」


    「それを信じろってか？　今の手品だけで？」


    　僕は首を横に振る。


    「いや、今度は指で隠さずに十円玉を消してみせるよ」


    　そう言って僕はもう一枚硬貨を取り出そうとしたが、山崎はそれを止めた。


    「あのなあ、遠とお見み。たとえどれだけ超能力や魔法みたいに見えても、それを可能にする手品のタネはあるもんなんだ。どれだけ真に迫ってようと、俺はそういう見世物は絶対に信じねえ」


    「山崎……」


    「だから手品の真偽なんて置いておいて、聞きたいのは一つだけだ。おかしくなっちまった街を元に戻す──そのために俺たちの演奏が必要なのか？　本当に？」


    「ああ──僕の信じている人が、そう言ってる」


    　睨にらみ付けるような山崎の眼まな差ざしから視線を逸そらさずに、僕は答えた。


    「ははっ、信じてる人か……遠見らしい。まあいい、分かった」


    「え……？」


    　唐突に言われて、僕は聞き返す。


    「協力してやるって言ってんだよ。お前にな」


    「どうして……曖あい昧まいなものは信じない、そう言ってたのにか？」


    「お前は、曖昧なものじゃねえだろ？」


    　山やま崎ざきは眼鏡の位置をわざとらしく直しながら答えた。


    「──面白くもねえ昔話をするとさ、俺の両親は性た質ちの悪ぃ新興宗教にのめり込んだ挙句あげく、蒸発しちまったんだよ。そんで俺は婆ばあちゃんに育てられた」


    　言い訳をするように独白を始めた山崎は、汚れたトイレの天井を見上げる。


    「けどそれが理由で疑い深くなったわけじゃねえ。第一、両親がいなくなったのは物心付く前だ。でも俺は毎日のように家族を引き止められなかったことを嘆く婆ちゃんを見てた。だから決めたんだ。俺は曖あい昧まいな神様や救いの教えなんかより、目の前にいる家族やダチを信じようってな」


    　山崎はそう言ってコンコンとトイレの扉とびらを叩く。


    「そんな訳で俺は遠とお見みの言葉を信じて協力する。お前はどうだ？　全部聞いてただろ？」


    「──俺は、嫌だ」


    　呼びかけられた宮みや島じまが低く答えた。


    「そこまでして叶えたい願いがあるのか？　じゃあそれを聞かせろよ。俺や遠見も色々と暴ばく露ろしたんだし」


    「お前らが勝手に喋しやべったんだろうが」


    「まあそうだけどよ。せっかくの機会だ、宮島も吐き出したらどうだ？」


    　山崎が言葉を投げかけると、宮島はしばらく沈黙した。


    「──きっと山崎と遠見は笑うよ」


    「そりゃ馬鹿馬鹿しいものだったら笑うさ。でも、宮島にとっちゃ違うんだろ？」


    「当たり前だ」


    「だったら笑いどころなんてねえじゃねえか」


    　当たり前のように言う山崎。二人の付き合いは僕よりもずっと長い。山崎の言葉にはそれを証明するような重さがあった。


    　トイレの内側からは迷う雰ふん囲い気きが伝わってきた。しかし意を決したように宮島が告げる。


    「──パパを、見返したいんだ」


    「ぎゃはははははは!」


    「笑うのかよっ!?」


    　当然ながらのツッコミだったが、山崎は悪びれずに笑う。


    「はははっ、いや笑ったのは内容にじゃねえよ。お前がパパなんて単語を口にしたのが面白くてさ」


    「……それはそれで酷ひどくないか？」


    「まあとにかく、だ。どう見返したいんだよ？」


    「手段は何でもいいさ。とにかく俺を認めさせたかった。勝ちたかった。でも無理なんだ。パパはどうしようもないほど、高い地位にいる人だから。パパの出来ないことを出来るようになればって色んな特技を身につけたけど、そんなもの相手にしてもらえなかった……」


    　宮みや島じまは声に悔くやしさを滲にじませて告げた。


    「お前の親おや父じさん、そんなにすげぇ人なのか？」


    「──すごいよ。今、この国を動かしているうちの一人だ」


    　もしかして政治家なのだろうか。そういえば現職の大臣で一人、宮島という姓の人物がいた気がする。


    「そりゃ確かに大物だ。けどだからって勝てないわけじゃ──」


    「勝てないんだよ!　山やま崎ざきは本当の権力ってものを知らないんだ。どんなに頑張っても、全部パパの思うとおりになる。ずっと手の平の上なんだ。俺はそんな駒こまみたいな存在じゃないって認めさせたい。どんな手段を使っても、この願いを叶えたい!　絶対に……ママのためにも」


    　僕は山崎と顔を見合わせる。


    　宮島にも簡単に語り尽くせない葛かつ藤とうがあったのだ。他人が踏み込めないほど、深く長い思いの堆たい積せきが。


    　宮島の願いを否定することはできない。間違っているとは言えない──もしも、最後の一言がなければ。


    「宮島、お前の願いって……自分の内側で叶えるだけでいいものなのか？」


    　だから僕は問いかけた。


    「え？」


    「具体的にこれまでどんなことがあったのか……知らないし、そこまでは聞かない。でも、もし宮島が自分だけのためじゃなく、他人のためにも願いを叶えようとしてるなら、光る葉に願ったらダメだ」


    　僕の言葉に横から山崎が「どういうことだ？」と訊ねてくる。


    「たぶん宮島は皆と同じように木へと変わって、そこで願いが叶った夢を見続けることになると思う。それはきっと本人にとっては現実と変わらないほどリアルな夢だ。でもそこには宮島にとって大切な人がいないんじゃないか？」


    「…………」


    　トイレの中からは沈黙が返ってくる。我慢しきれなくなったかのように、山崎も口を開いた。


    「なあ、宮島。俺には難しいことはよく分かんねえけどよ。どうせ勝つなら、真正面から戦って勝とうぜ」


    「だけどパパには……」


    「今、勝てないのは当たり前だ。俺らまだ学生で、同じ土ど俵ひように登れねえんだから。本当の勝負は大人になってからだ。その前に諦あきらめて神頼みするのは情けねえ。そうだろ？」


    「……………………かも、な」


    　その声は小さかった。しかし宮島は確かに頷うなずいたのだと僕らには分かった。


    「さすが俺の親友だ。お前は将来、絶対に大物になるさ。俺が保証するぜ」


    　個室から出てきた宮みや島じまの肩を嬉うれしそうに叩く山やま崎ざき。


    「大物……か。なれるといいけど……でもそのためには、まず日常の中で頑張らないとダメだよな……。仕方ない──遠とお見み、俺も協力するよ」


    　宮島はそう言って手を差し出してきた。僕は喜んでその手を取ろうとしたが、寸前で思い止とどまり、至し極ごく真ま面じ目めに宮島へ告げた。


    「……いや、握手は手を洗ってからにしてくれ」


    



    　階段に三人分の足音が響く。


    　僕は山崎と宮島を〝舞台〟へと案内していた。本来の発表の場であった体育館へ行くならば階段を上る必要はないため、二人は不思議そうな顔をしている。そして目的地に着いたとき、その顔は驚きと呆あきれが混じった表情になった。


    「まさか……ここで演奏するって言うのか？」


    　信じられないといった様子で山崎が呻うめく。


    「ああ、そうだよ」


    　だが僕は真面目な顔で頷うなずき、〝屋上〟の扉とびらを開けた。


    「あ、ケースケ!　二人は見つかったのね!!」


    　僕らの姿を見てアリッサが声を上げる。


    「山崎くん、宮島くん、無事でよかった」


    　アリッサの隣となりにいた未み由ゆも、ホッとした笑顔を浮かべた。


    　山崎と宮島の説得に時間がかかったので、二人は既にここへ戻っていたようだ。そして彼女達以外にも、屋上には第九総合音楽サークルの全員が集まっていた。


    「三人とも遅刻よ？　早く準備しなさい」


    　フルートを手にした冬ふゆ上がみが命令する。


    「……センパイ。私は準備万端です」


    　同じくフルートを持つツグミが言う。


    「わたくしも、いつでもオッケーですよ？」


    　少し顔色が悪かったが、陽ひ名なちゃんもハーモニカを掲げて告げた。


    「ワン!」


    　狼姿の由ゆ衣いが僕の足元を嬉しそうに駆け回る。


    　屋上の中心には体育館にあったはずのピアノがドンと鎮ちん座ざしており、僕と山崎のギターも置かれていた。


    「すげぇ、ピアノなんてどうやって運んだんだ？」


    　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく山やま崎ざき。僕は曖あい昧まいに笑ってごまかす。実を言えば、ウルトさんに転移魔術で運んでもらったのだ。


    　僕はギターを手にする前に、陽ひ名なちゃんへと近づいて行く。


    「陽名ちゃん、平気か？　少し取り乱したって聞いたけど……」


    　僕が問いかけると陽名ちゃんはバツが悪そうな笑みを浮かべた。


    「すみませんです……ちょっとあの葉っぱに惑わされてしまいました。兄さんのことで揺さぶられると、わたくしは弱いですね」


    　陽名ちゃんの願いを知り、僕は気休めの言葉さえ掛けられなくなる。


    「啓けい介すけさん、そんな顔をしなくていいです。自己を保つことは魔術師の基本。兄さんに教わった、その言葉を思い出しましたから。幻に身を委ゆだねることは、それを裏切ることになります。だからもう、大丈夫です」


    　陽名ちゃんの声には虚勢ではない強さがあった。僕は感謝を示すため、いつものように頭を撫なでようとしたが、考え直して左手を差し出す。


    「よろしく頼む、陽名ちゃん」


    「──はいです」


    　陽名ちゃんは普段の明るい笑みを浮かべて、握手を交わしてくれた。


    　よし、じゃあ始めよう。


    　僕はケースからギターを取り出し、肩へとストラップを掛ける。


    　皆に向き直ると、全員の瞳ひとみが僕を見ていた。山崎もギターを持ち、宮みや島じまはピアノの前に座っている。


    　冬ふゆ上がみとツグミはフルートを構え、陽名ちゃんはハーモニカを口に当てていた。未み由ゆはタンバリンを手にマイクスタンドの前に立ち、由ゆ衣いは屋上の端で尻尾しつぽを振りながら演奏を待つ。


    　そしてアリッサはマイクを持って僕に微ほほ笑えんだ。


    「ケースケ、準備はいい？」


    「ああ」


    　僕はしっかりと頷うなずいた。


    　それを見てアリッサはくるっとターンし、緑に埋もれた美み傘かさ市へと向き直る。このどこかには鈴りんちゃんがいるはず。そこまで届くよう、屋上を演奏場所に選んだのだ。


    「伯お母ば様!　お願いね!!」


    　給水塔の上へ呼びかけるアリッサ。そこにはウルトさんが立っている。ウルトさんは音波拡大の魔術を使ってくれるらしい。街全部まで響き渡るスピーカーだ。


    「任せときなさい!」


    　親指を立てて、請け合うウルトさん。


    　僕らの傘さん陽よう祭さいは、今ここに再開された──。
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    　　　　　　　２


    



    　異界の天てん樹じゆに侵おかされた空へ、歌が響く。


    　そこに僕らの奏かなでる音が重なり合い、一つの曲へと紡つむがれた。


    　自分の音が皆の中に違和感なく混じり合う。それはとても心地よい感覚だった。


    　この演奏が鈴りんちゃんの説得にどう繋つながるのか、それは分からない。けれど今はただ、積み重ねてきた練習の成果を発揮することだけに努める。


    　ピアノとフルート、ギターとハーモニカ。それにタンバリン。二週間前に結成されたばかりの新米音楽隊。けれど冬ふゆ上がみが書き上げた楽がく譜ふの上で、僕らの音は見事に絡からまり合う。音がお互いを高め合う。


    　そして演奏している自分さえ聴き惚ほれる音楽は、未み由ゆのコーラスも合わさったアリッサの歌声により、天上まで届くものへと昇華していった。


    



    　　夜の行く先、日が昇るまで見えない明日


    　　月の行く先、星と共に零こぼれていく昨日


    　　別れる道と遠ざかる足音


    　　交まじわる道と重なる足音


    　　近くにいたあなたは遠い、遠くにいたあなたが近い


    　　君は泣くけど、私は泣かない


    　　君が笑えば、私も笑う


    



    　以前、アリッサが美み澄すみさんのために唄った歌とは似て非なるもの。基本のメロディは同じだが、構成も歌詞も違う。アリッサが鈴ちゃんも含めた多くの人達に伝えたい想いを込めた詩だ。


    　校舎の周囲は緑が支配する無人の密林。目に見える聴衆は由ゆ衣いとウルトさんだけ。


    　しかしどこかで鈴ちゃんは聞いてくれているはず。たった三人でも聞き手がいるならば、歌には命が宿る。練習のときとは比べ物にならないほど、心を震ふるわせるものになる。


    



    　　君の行く先、辿たどり着くまで見えない地平


    　　私の行く先、一度刻めば消えない足跡


    　　ぶつかる言葉と背そむける泣き顔


    　　触れ合う言葉と向き合う笑顔


    　　昨日にいた私が遠い、明日にいる私も遠い


    　　君は泣くけど、私は泣けない


    　　君が笑えば、私は泣こう


    



    　奇跡のような時間に終わりが訪れる。


    　歌声が余よ韻いんを残して途切れ、僕が最後に奏かなでた一音も空へと消えていった。


    　静けさが辺りに満ちる。ギャラリーがほとんどいない以上、歓声はない。けれど、これまでで最高の演奏ができたという手ごたえがある。


    　皆の顔を見回すと、満ち足りた顔をしていた。きっと僕も同じ表情を浮かべているのだろう。


    　そんな中、アリッサが空に向かって叫んだ。


    「リン!　聞いてくれた？」


    　まだウルトさんによる音波増幅は続いてるようで、アリッサの声は大きく響いた。


    「傘さん陽よう祭さいに誘ったとき……学園に来るのは渋ったけど、リンは言ってくれたわよね？　あたしたちの曲は聴いてみたいって!　きっとあの時リンは、あたしたちの曲がいいものになるって思ったから、聴きたいって言ってくれたんだと思う!」


    　必死な声でアリッサは訴える。


    「──どうだった？　あたしたちの曲はリンが期待していたものより、良かったかしら？　もしほんの少しでも期待以上だったなら、幸せな気分になってくれたのなら、あたしたちの前に姿を見せて!!　お願い、もう一度あたしの話を聞いて欲しいの!!」


    　アリッサの声は校舎や遠くの山に反響し、山やま彦びことなって木こ霊だまする。


    　その残響が消えようかという時、校舎を取り巻いていた木々に変化が起こった。


    　地鳴りのような音を立て、数十本の木が絡からまり合いながら成長する。木々は一本の巨木となって、あっという間に校舎の屋上を越える高さとなった。


    「うおっ、な、何なんだ!?」


    「き、木が……」


    　山やま崎ざきと宮みや島じまが目の前の現象に目を丸くする。


    　他の皆も頭上を覆おおうように広がる枝葉を見て、緊張に体を固くした。


    「──リン、来てくれたのね」


    　しかしアリッサだけは、恐れる様子を見せず前に一歩踏み出す。その目は真まっ直すぐに太い枝の一つに腰掛ける少女を見つめていた。


    　いつの間に現れたのか、淡く緑色に光る両目で鈴りんちゃんは僕らを見下ろしていた。


    「アリッサさんたちの歌……すごくよかったよ。期待以上とか……そういうのより、唄ってくれたことに、びっくりした。びっくりして……心があったかくなった。ゆーちゃんの曲以外で……こんな気持ちになったの初めて」


    　鈴ちゃんの声が僕らに届く。辺りが静かでなければ聞き取れないようなか細い声だ。


    「ありがとう、リン。あたしたちも頑張ったかいがあったわ」


    　嬉うれしそうにアリッサは笑うが、鈴りんちゃんは胸元をぎゅっと押さえて告げる。


    「でも──これは渡さないよ？」


    　手の下にあるのは例の羽根だろう。この現象を起こしている力の源……。


    「言ったでしょ、もう一度話を聞いて欲しいって。強引に奪うつもりはないわ」


    　やはりアリッサは説得をする気なのだろう。だが、先ほどと今とで何が変わったのか……。皆を幸せにしたいという鈴ちゃんの願いは、僕には切り崩くずせないほど一いち途ずだ。


    「話って……なに？」


    「幸せに、ついてよ」


    　アリッサは言う。だが鈴ちゃんは表情を固くした。


    「アリッサさんも……けーすけさんみたいに、夢の中で幸せになっても意味がないって言うの？」


    「──いいえ。どんな形であれ、求めてたものが手に入れば嬉しいと思う。幸せな気持ちにもなれると思う」


    　意外なことに、アリッサは鈴ちゃんを肯定する。


    「アリッサさんも、分かってくれたんだね……」


    　鈴ちゃんは表情を緩ゆるめるが、アリッサは首を横に振った。


    「でもね、リン。幸せってそれだけじゃないの」


    「え？」


    「さっきリンは、あたしたちの曲がよかったって言ってくれたわ。心があったかくなったって言った。幸せを感じてくれたんでしょ？」


    　戸惑いながらも鈴ちゃんは頷うなずく。


    「それはリンが求めていたものだった？　リンが想像できた曲だった？　今、欲しいと思っていた幸せだった？」


    　今度の問いには──首を縦たてに振らない。


    「──違うわよね。リンはあたしたちが演奏を始めるなんて、これっぽっちも思ってなかった。どんな曲を歌うかなんて、想像もできなかった。でも……リンは幸せになってくれた。そうでしょ？」


    「それは……」


    「リン、幸せは自分が思い描く世界の外側にもあるのよ。夢の中じゃそれは手に入らない。そんな寂さびしい世界に皆を閉じ込めておいていいの？」


    　頑かたくなだった鈴ちゃんの表情が揺れる。


    「でも……みんな、今の幸せで満足してるんだよ？　欲しいものがもらえれば、悲しくはなくなるよ？　それじゃ……ダメなの？」


    「なら聞くけど、リン。あなたが今までで一番幸せを感じたことは何？」


    　アリッサの問いに、鈴りんちゃんは迷いなく答える。


    「施設に来たばかりのわたしに、ゆーちゃんが声をかけてくれて……最初の友達になってくれたことだよ!」


    　鈴ちゃんは、目が見えるようになったことを挙げなかった。それは強く求めていたからこそ、こうやって叶えられたはずなのに。


    「それはリンの願ったことだった？」


    　重ねて問われ、鈴ちゃんは息を呑のむ。


    「……友達は、欲しかったよ。でも、ゆーちゃんのことは知らなかった。その時、初めて話したから」


    　それを聞いてアリッサは優しく告げる。


    「ねえ、リン。ゆーちゃんユヤのことを知らなかった時のあなたが、友達ができる夢を見ても……そこに彼女は現れなかったでしょう？　出会いは夢の中では起こらない。リンが感じたような幸せに、木になった人達は出会えない」


    「あ……」


    　鈴ちゃんは体を震ふるわせた。


    「リン、出会いがくれる幸せを皆に返してあげて」


    「……っく……でも……でもっ!」


    　嗚お咽えつと共に涙を浮かべる鈴ちゃん。たぶんアリッサの言いたいことは正しく理解したのだろう。だからこそどうすればいいか、分からなくなってしまったのだ。


    「神様が……ううん、リンが皆の願いを一人で叶かなえる必要なんてないのよ。そこまでリンは強くないし、あたしたちは弱くないわ」


    「──でも、それでも、どうやったって叶わないお願いがあるんだよ!　かみさまじゃないと叶えられないお願いが!　アリッサさんは、みんなのゼツボウを知らないからそんなこと言えるんだよ!!」


    「確かにあたしは……リンたちの思いを完全には理解できない。でもね、絶望した人をもう一度笑わせてくれるのは、幸せにしてくれるのは──神様じゃなくて、どこかにいるただの人間なんじゃないのかしら？」


    　その時アリッサが浮かべた微ほほ笑えみ、その表情に僕は歌姫ユヤの面影を見る。


    「ゆー……ちゃん？」


    　鈴ちゃんも僕と同じことを感じたようだった。


    「リンは神様に頼らなくても、他人を幸せにできる人になれるわよ」


    　その言葉が最後の一押しとなった。


    「──えぐっ……うわああああああああん!」


    　自分が皆の願いを叶える、叶えなきゃいけない。そんな想いで気を張っていたに違いない。堰せきを切ったように鈴りんちゃんは泣き出してしまった。


    「リン……木になった人達、元に戻してくれる？」


    　優しい声でアリッサが問いかける。


    「……ぐすっ…………………………うん──」


    　泣きながらアリッサの言葉に頷うなずく鈴ちゃん。


    　僕はそれを見て胸を撫なで下ろす。まだ全ての問題が片付いたわけではない。でもとりあえず街は元通りにできそうだ。


    　アリッサは鈴ちゃんに木から降りてくるよう手招きしていた。


    「出会う幸せ、か」


    　口の中でアリッサが言った言葉を小さく繰り返す。


    　赤の他人と出会い、様々な出来事を通して友人になる。そして幸せな時間を共有する。それはこの数か月で僕が何度も体験してきたことだった。


    　出会う前はどんな未来が待っているかなど想像も付かない。他人というのはそれだけ大きな存在。人生をも容た易やすく左右する。


    「僕の世界を一番大きく変えたのは間違いなくアリッサだな……」


    　本当に大した奴だ。


    　僕は笑みを浮かべながら、アリッサに近づいていく。何となく礼を言いたい気分だった。


    　しかし──。


    



    「──侵食された世界の中でさえ、こんな幸せな結末を導く……。キミは大した英雄だよ、啓けい介すけ」


    



    　どこからか、若い男の声が響いた。讃たたえるように、嘲あざけるように。


    　冷や汗が吹き出て、安あん堵どに弛し緩かんしていた全身が緊張する。知っている、この声を僕は知っている。けれど、記憶にない。ありえない──矛む盾じゆん。


    「誰っ!?」


    　アリッサが周囲を見回すが、声の主は見つからない。


    　バキ……バキバキ……。


    　だが異変は巨木の上──鈴ちゃんが腰掛けた枝の後ろに現れた。


    「え……？」


    　振り向いた鈴ちゃんが驚きに固まる。泣くことも忘れて息を呑のむ。


    　直径十メートル以上はある木の幹──その陰から巨大な緑色の〝頭〟が顔を出していた。それが頭と判別できたのは、単に目と鼻と口の位置にそれらしき穴が空いていたから。木の洞うろのような穴の中は暗く、見通すことができない。


    　口にあたる穴が大きく開く、バキバキと音を立てて。それで僕はその頭が木に近い材質で出来ていることに気が付く。


    　大きく、大きく、開いた口。その動作が意味することに思い至ったときには遅かった。


    　──バクン!


    　叫ぶ間もない。


    　何一つ、間に合わない。


    　鈴りんちゃんの姿は、座っていた木の幹ごと抉えぐり取られていた。


    「な……」


    　脳裏が白く染まる。


    「う、そ……リン？」


    　アリッサは目の前で起こった光景に、ただ呆ぼう然ぜんとしていた。


    　そんな僕らを睥へい睨げいするがごとく、緑色の巨人が幹の陰から姿を現す。それはまるで木が無理やり人の姿を模しているかのようだった。全身の質感は木の幹に近く、頭と体は緑色。両腕と下半身は茶色で、樹木そのものという印象だ。


    　そんな木もく人じんの喉のどがごくんと動く。


    　今、何を飲み込んだ？　何を──。


    「おい……ふざけるなよ……ふざけんなぁぁぁっ!!」


    　感情が爆はぜる。確信した、あれは敵だ!


    　僕は震ふるえる右腕を押さえ、《姿の言葉シヤープワーズ》を唱えようとする。


    「ゴオオオオォォォォォォォォォッ!!」


    　けれど僕の叫びをかき消すほどの雄おたけびを上げ、木人は樹上から僕らのいる屋上へと身を躍らせた。しかも僕らを叩き潰つぶそうとするかのように腕を大きく振り上げる。


    　口頭詠えい唱しようが必要な僕の魔術は間に合わない。それを悟る。


    　アリッサはまだショックが抜けておらず、棒立ちで落ちてくる木人を見上げていた。


    「傷負う盾ハートアーマー!」


    　だが未み由ゆが僕らの頭上に車輪の盾たてを作り出す。


    「スーラ、代行詠唱シヨートカツト!!」


    　さらにウルトさんが給水塔の上から飛び出し、木人の前へと躍り出た。


    「──止まる星風レヴアーウインド!」


    　ウルトさんの前にある空間が球状に灰色へと染まる。木人と共に降ってきていた木の葉はその領域に呑のまれた途端、ピタリと止まる。まるで時間が止まったような光景。


    「オオオオオォォォォオォォォ!!」


    　木人はその腕を振り下ろし、一撃で車輪の盾を打ち砕いた。そのままウルトさんの作り出した灰色の球体にも激突する。


    　ギシッ──!


    　空間に嫌な音が響いた。


    　車輪の盾たてと同じように壊されはしなかったが、球体は木もく人じんの拳こぶしに押し潰つぶされるようにして歪ゆがんで行く。


    「固形化した時間壁さえ押し潰すっていうの!?　皆、早く逃げなさい!!」


    　ウルトさんは顔に絶望を浮かべて叫ぶ。しかし僕らがその言葉を聞いた瞬間にはもう、障壁ごとウルトさんを拳に捕らえた木人が屋上へと腕を振り下ろしていた。


    　ドンッ!!


    　衝撃が校舎を揺らし、土煙が上がった。


    　風圧に耐え切れず、吹き飛ばされた僕は屋上のフェンスに激突して咳せき込む。フェンスの網あみ目めにすがり付いて倒れるのを堪こらえると、僕は顔を上げた。


    　そして目の前の光景に全身が震ふるえる。


    　屋上に大穴が開いていた。ちょうどピアノがあった位置で、その付近にいた宮みや島じま、山やま崎ざき、冬ふゆ上がみ、陽ひ名なちゃん、ツグミ……それに由ゆ衣いの姿もない。拳の直撃を受けたウルトさんも見当たらなかった。


    　階下に落ちたか……それとも──。


    　くそっ……ふざけるな、ふざけるなよっ!!


    　すぐに確かめたくても、穴の傍そばには木人が立っている。


    　アリッサは僕と同じ側に飛ばされていたようで、近くに倒れていた。打ち所が悪かったのか、目を閉じて呻うめいている。逆側のフェンスには未み由ゆの姿がある。こちらはよろめきながらも起き上がろうとしていた。


    　早く、態勢を整えないと──。


    　力を出し惜しみできる相手ではない。僕は今持てる最大の魔術を詠えい唱しようする。


    「喰らうは心。界かいの狭はざ間ま、星を阻はばむ牙きばの門。空を閉ざす天の牢ろう」


    　木人は床にめり込んだ腕を引き抜いて周囲を見回している。


    「飢え、猛たけり、狂うのは、満たされることなき、魔なる狼」


    　まだ木人の周囲には土煙が充満していた。そのため、まだ次の標的が見つからないらしい。


    「深き闇やみの森、果てなき空くう漠ばく抱いだく者。欠けし光をただ欲する!」


    　早く、早く!　守るためには力が要る!


    「夜の下から天を仰げ、地の底から星を目指せ!　月を越え、空の頂いただきで青く輝け!!」


    　ようやく《姿の言葉シヤープワーズ》が完成する。


    　僕の声に反応してか、ぐるっと体を回して木人がこちらを向いた。


    　よし、こっちに来い!　僕が相手をしてやる!　鈴りんちゃんもこの腕で取り戻す!


    「──天へ至る狼星シリウス!!」


    　右腕全体が青い光に包まれる。光は狼の頭部を象かたどり、溢あふれた輝きは肩口からほうき星の尾のごとく広がった。


    　しかしそんな派手な光を放った僕から木もく人じんは視線を逸そらし、別の方向を見た。


    　そこにはフェンスに寄りかかるようにして立ちあがろうとしている未み由ゆの姿。


    「おいっ!　お前の相手は──」


    「トォォオォォモォオォォヅゥゥゥキィイィィィミィィイィユゥゥウゥ!!」


    　先ほどの意味のない咆ほう哮こうとは違う。


    　木人は怒りと憎しみの籠こもった声で未由の名前を叫んでいた。


    　──っ!


    　危機感を覚えた僕は、光を後方に噴射して加速し、木人へと駆ける。


    　だが木人は巨体に似合わぬ素早さで未由に向かって襲おそい掛かっていた。


    　僕の繰り出した牙きばは空くうを切り、木人の拳こぶしは未由をフェンスごと屋上の外へ吹き飛ばす。


    　そのまま木人は勢いを殺せず、未由と共に樹海と化した地上へと落ちていった。


    「未由っ!?」


    　慌あわてて後を追おうとする僕だったが、そこに再びあの声が響いた。


    



    「もしキミが彼女を追うというなら、オレはこのままアリッサを連れて行く。それでも構わないか？」


    



    　振り返る。いつの間にか巨木の幹から校舎の屋上へと、道のように太い枝が伸びていた。その上を金髪の少年が歩いてくる。ゆっくり、ゆっくりと歩を進めて、こちらへ近づいてくる。


    　少年は縁取りが入った立派な修道服を纏まとい、緑色の瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせて──薄く微ほほ笑えむ。


    「久しぶりだな、啓けい介すけ」


    　声は親しげに、だが瞳には酷こく薄はくな光を湛たたえ、少年が僕の名を呼んだ。


    　その瞬間、記憶を覆おおっていた緑の蔦つたが剥はがれ落ちる。


    　知っている、知っている、知っている──思い、出した!


    　児童養護施設の院長、ツグミを教会へと連れてきた人物、八や朔さく連れん大だいの一件に裏で手を貸していた張ちよう本ほん人にん──《群れクラウド》の党首!


    　その《鳥の名コードネーム》は《頂の雄鶏ヴイゾフニル》。僕はあいつに一人で挑み、為なす術すべなく記憶を奪われた。


    　グッと青い光に包まれた右手を握り締め、倒れているアリッサを庇かばうように立つ。アリッサは呻うめき声を上げて薄うっすらと目を開けていたが、すぐに動ける様子ではない。


    　守らなければ──。


    　あいつは僕に言ったのだ。絶対に認められない台詞せりふを。


    



    『時が満ちたとき、アリッサはオレのものになる』


    



    　させない、許さない、奪わせはしない!


    　僕は歯を軋きしませて、近づいてくる少年の名を搾しぼり出す。


    「──エノク!」


    　それは何があっても敗北が許されない〝敵〟の名前だった。


    



    　　　　　　　３


    



    「どうだ啓けい介すけ。最後の日常は楽しかったか？」


    　エノクは木の枝から飛び降りて屋上に着地すると、僕に訊ねる。しかしそんな質問に答えられるほど、僕の心中は穏やかではない。


    「──全部、お前が糸を引いていたのか？」


    　だから僕はエノクの言葉を無視して問う。エノクは気分を害した風もなく、笑みを浮かべた。


    「ああ、鈴りんに《形成界イエソド》の欠片かけらを与えたのはオレだよ。あの羽根に宿った名は《空座の代行者ドビエル》というんだ。純粋に神を求める鈴の精神は、欠片を受け入れるに足る器だった」


    「なら、どうして……どうして鈴ちゃんは、あの化け物に喰われたんだ!?」


    　語気を荒くして叫ぶ。けれどエノクは軽い口調で答えた。


    「鈴がキミたちに言いくるめられて、欠片を手放してしまいそうだったからな。連れん大だいに取り込んでもらった」


    「連……大？」


    　エノクの言葉に自然と混ざり込んだ異物。僕はその意味を理解するのに数秒を要した。


    「まさか、あの……木の化け物は──連大だっていうのか？」


    　八や朔さく連大──未み由ゆの両親を死に追いやった人物であり、《群れクラウド》と繋つながり未由をも暗殺しようとしていた男。それがどうしてあんな姿に──。


    「彼にも天使を与えたのさ。《方はこ舟ぶね》を出し抜くには、適合者を悠ゆう長ちように探している時間はもうなくてね。だから強きよう靭じんな肉体と精神を持つ彼に《夜界の支配者スラオシヤ》の欠片を任せてみたが……結果はあの通りだ。肉体は肥大化し、理性も失った」


    「だから未由に……」


    　僕は呟つぶやく。こちらに目もくれず未由へと襲い掛かった理由が分かる。


    「そのようだな。どうやら記憶と感情は多少残っているらしい。むしろ連大は彼女への執念で体を維持しているとも見える。だがそのおかげで《形成界イエソド》の欠片は全てこちら側に具現した。この街を異界化させたのは鈴一人の力ではない。〝オレたち〟三人の力だ」


    「三人……？」


    　予想はできていた。だがあえて聞き返す。


    　エノクは笑みを浮かべたまま、ゆっくりと自分の胸に手を当てた。


    「以前、啓けい介すけにはコレの名を教えていなかったな。オレの中にある欠片かけらの名は《緑翼の宣告者ジブリイル》」


    　そう告げた後、エノクは空にある逆さかさまの大樹を指差す。


    「オレたちが揃そろったことで、《形成界イエソド》そのもの──真ま名なを持つ器《楽園の守護者ガブリエル》も具現しつつある。清められた大地を媒ばい介かいにしてな」


    　エノクは街の端に目を向ける。その方向にあるのはかつての戦場跡──巨大なクレーター。まさか消えた土砂は天てん樹じゆの具現に使われているのか。


    「さあ、現状は理解できたか？《楽園の守護者ガブリエル》が顕けん現げんすれば《天牢ウオルフ＝ライエ》を内側から食い破る牙きばとなる。これが《群れクラウド》の目的。天使による壁の破壊。千年の悲願。ま──そんなこと、オレにはどうでもいいんだが」


    　ここまでしておいてまるで他ひ人と事ごとのように告げるエノク。いきなり何を言い出すのだろう。


    　校舎の周囲からは地鳴りのような音が断続的に響いていた。未み由ゆと連れん大だいが戦っているのかもしれない。しかし助けに行きたくても、この場を離れることはできなかった。姿の見えない山やま崎ざきたちの無事を確かめる隙すきもない。


    「今語ったことは、言わば〝先代〟までの《頂の雄鶏ヴイゾフニル》が持っていた望み。オレにとっては興味もないことさ。ああそういえばアリッサにはきちんとした自己紹介はまだだったか。オレはエノク＝ケテル。《群れクラウド》の党首だ」


    　エノクは僕からアリッサへと視線を移して告げた。アリッサはずっと話を聞いていたのだろう。険しい表情を見せながら体を起こす。


    「あんたが《群れクラウド》の……。なのに組織の悲願に興味がないって言うの？」


    「ああ、色々と事情があって、オレはこれまでの党首とは違うのさ。どうしようもないほど、決定的にな。オレは《頂の雄鶏ヴイゾフニル》であって《頂の雄鶏ヴイゾフニル》でない──そう言ってもいいほどに」


    　哀れむような皮ひ肉にく混じりの苦笑をエノクは浮かべた。


    「それなら、何でこんなことをするのよ!　リンまで巻き込んで!!」


    　アリッサが怒りを抑えきれない様子で叫ぶ。


    「鈴りんは神様が欲しいと願っていた。だから与えただけ。一方的に巻き込んだわけじゃない。鈴は手に入れた力を利用していただろう？」


    「それは……」


    　言葉に詰まったアリッサへエノクは畳たたみ掛けるように言葉を重ねる。


    「オレも同じだ。《群れクラウド》の計画を手段として使うことにしただけさ。オレの願いを──叶えるために」


    「願いって……何なのよ？」


    　そこでエノクは僕を見た。


    「奇跡の不平等を、取り除のぞくこと」


    　その瞳ひとみはあまりに暗く、底が見えなかった。全身に鳥肌が立つ。僕は自分が恐怖したことに遅れて気付いた。


    　何だ──今の憎悪は？


    「奇跡の、不平等？」


    　鸚おう鵡む返しに問うアリッサへは笑顔を向けるエノク。


    「そのままの意味だ。オレはね、そこそこ不幸な人生を歩んできた。そこそこだ。オレより不幸な人間なんていくらでもいる。けど少なくとも、どうしようもなく世界に絶望する程度の不幸は味わった。ずっと絶望しながら生きてきた。でも知ってしまったのさ、神様が本当はいることを」


    　エノクは整った顔を苦々しく歪ゆがめる。


    「それだけならまだいい。神様がいたとしても、誰の願いも叶えないとしたら平等だ。けどね──神様に祝福された、選ばれた人間がいたんだよ」


    「……魔術師のことを言ってるの？　方はこ舟ぶねにいるあたしたちのことを──」


    　そう訊ねるアリッサだったが、エノクは首を横に振る。


    「いいや、魔術なんて現実の前には付け焼き刃さ。大きな力ではあるけど奇跡じゃない。オレが言っている選ばれた人間というのは、運命さえも捻ねじ曲げて不幸を覆くつがえすやつのことなのさ。無意識のうちに世界を自分が望む形に導く、本当の魔法使いだ」
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    「そんな人間いるわけ……」


    「いるじゃないか!　キミの隣となりに!!」


    　エノクは口の端を吊り上げて笑う。僕を指差しながら。


    「え……？　僕、が？」


    　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


    「そうさ!　啓けい介すけ、キミは歴史上の英雄と同じだ。世界に愛され、一人の力では到底成し遂とげられない事をも可能にする。あらゆる困難には偶然が味方し、奇跡のような勝利を得る!　事実、これまでキミはそうしてきただろう？」


    「……僕の力だけじゃない。皆の力があったからだ。それにどうして僕がそんな奇跡を起こせるっていうんだよ？」


    　確かに今までの戦いは際きわどいものばかりだった。けど、そんなよく分からない力で片付けられるものではない。


    　しかしエノクは言葉に詰まる様子もなく、はっきりと告げる。


    「啓介が《天牢ウオルフ＝ライエ》と繋つながっているからだ」


    「──《天牢ウオルフ＝ライエ》と？」


    　僕は自分の右腕を見る。


    「今この《物質界マルクト》の支配者は《天使王ミトロン》ではなく、《天牢ウオルフ＝ライエ》なんだよ。だから《天牢ウオルフ＝ライエ》と《道パス》を繋ぐものは、無意識に世界法則を支配する。《天使王ミトロン》の因子保持者たちが有していた力はその残りカスさ」


    《天使王ミトロン》の因子保持者は運命を味方に付ける。それは聞いた覚えがあった。けれど彼らは一人を残して命を奪われた。死を避けられなかった。生き残ったのは美み澄すみさんだけ。僕が救おうとした人だけ。けど、そこで引っかかる。


    「……待てよ、好き勝手なこと言ってるけどな。僕は救えなかった人ユヤもいるんだ。奇跡ばかり起こっていたわけじゃない!」


    　僕にとっては忘れられない出来事。奇跡が起こせるというなら、あの瞬間どうして僕は見ていることしかできなかったのか。


    　けれどエノクは平静な顔を崩くずさない。


    「それは当時の啓介と《天牢ウオルフ＝ライエ》の繋がりがまだ薄かったからだろう。だから偶然で救いきれない命もあった。けれど《天使王ミトロン》との戦いで、《魔狼フエンリル》を制せい御ぎよしてからは、違ったはずだ。思い出してみろ」


    　エノクの言葉に従ったわけではない。けれどそれでもホリィ＝ライトの事件以降に起こった出来事が脳裏を過よぎる。


    　美澄さんの手術、奈な波なみ市での騒動、連れん大だいが起こした事件……。


    「どうだ？　危機に陥おちいったとしても、それは覆くつがえっただろう？　決して啓けい介すけは不幸にならなかっただろう？」


    　答えられない。


    　成功するか分からなかった美み澄すみさんの手術は上う手まくいった。


    　連れん大だいの命令でツグミに攫さらわれた冬ふゆ上がみは、生きていた。その直前に、運良くツグミと友達になっていたおかげで。


    　それに……この前のテスト。異様なまでに勘かんが当たり、赤点を免まぬがれた。


    　偶然が作用して良い方に転んだことは確かに多い。でも──。


    「それが、どうしたのよ!」


    　アリッサの声が響いた。


    「ケースケがどんな力を使っていても構わないじゃない!　もしこれまでの戦いに偶然が味方してくれたって言うのなら、あたしは感謝するわ!」


    　その言葉を聞いて、胸が軽くなるのを感じた。どうやらいつの間にかエノクに追い詰められていたらしい。


    　だがエノクは溜ため息いきを吐ついて言う。


    「──アリッサ、それは人が良過ぎる。啓介の力は本来《天使王ミトロン》の物だ。《天牢ウオルフ＝ライエ》はその座を簒さん奪だつしたんだよ。奇跡はたった一人に占有させていいものじゃない。オレたちの手で取り戻して、皆に分け与えるべきものだ。キミも本来こちら側の存在だろう？　一緒に世界の秩序を正そう、アリッサ」


    　エノクは手を差し出す。アリッサに向けて。


    「ふざけないで!　あたしは《天使王ミトロン》の力なんてどうでもいいわ!　それにね、ケースケがズルしてるみたいな言い方は許さない!　ケースケは頑張って、傷ついて、諦あきらめないで、あたしを──あたしたちを助けてくれたの!　楽して幸せを手に入れたことなんて一度もない!　すごく、すごく辛つらいことも乗り越えてきてるのよ!!」


    　エノクの言葉に一歩も退ひかず、アリッサは叫ぶ。


    「そうか……アリッサにはまだ分からないんだな。知らないんだな──絶望を。だから啓介を許容できる」


    　その時、エノクの声こわ音ねが変わった。アリッサに向けられていたときはわずかに温かみのあった眼まな差ざしも、冷たく凍る。


    「まあそれも当たり前か。これまでアリッサはずっと啓介に救われてきたのだろうから。なら教えなきゃいけない。絶望を、見せ付けなきゃいけない。そうしないとオレたちは……分かり合えない!!」


    　ビギッ!


    　アリッサの足元から異音が響く。


    「──っ!?　彼方へフアラ……」


    　飛び退のいて魔術を唱えようとするアリッサだったが、それより早くコンクリートを砕くだいて伸びた木の枝がアリッサの全身を包み込む。


    「アリッサ!」


    　僕はすぐに《天へ至る狼星シリウス》の発動した右腕で木を抉えぐり取ろうと駆け寄った。


    　しかし、視界の端に緑色の光が瞬またたく。


    　その一撃を避けることができたのは、ほとんど本能によるものだった。肩口から吹き出る光の尾の推進力で無理やり横に飛ぶ。僕の首筋を、鋭い緑色の刃が薄く切り裂さいていった。


    「くっ……」


    　態勢を立て直しながら距離を取った僕が見た物は、先端に三日月形の透明な刃を取り付けた杓しやく杖じようを持つエノクの姿。いや、あれは鎌かまというのが適当かもしれない。


    　アリッサを絡からめ折った枝は、高さ数メートルの木へと姿を変えていた。拘こう束そくを解こうとアリッサはもがいているが、抜け出せそうもない。


    「──薙ぐ旋風クラツプワール!」


    　魔術を使おうと《起動言語トリガー》を叫ぶアリッサだったが、何一つ変化は現れなかった。


    「無駄だ、アリッサ。天使の力を帯びた物に直接触れられると魔術の発生は阻害される。そこでオレと啓けい介すけの戦いをよく見ていろ」


    　アリッサを見上げてそう告げたエノクは、鎌を構えて僕を見据える。


    「今のはよく避けたよ。さすがは《天牢ウオルフ＝ライエ》との同化者だ。けれどこの街においては《形成界イエソド》の影響力が《天牢ウオルフ＝ライエ》を凌りよう駕がする。世界はオレに味方をして、キミは負ける。それが避けようのない結末だ!」


    　──ピシッ!


    　屋上の床面に走る亀き裂れつ。アリッサを拘束した時と同じように、木の枝が足元から僕へと襲おそい掛かる。


    　けれど、不意打ちでなければ対処は可能。僕は足を絡め取られる前に生はえてきた木を青い牙きばで抉り取った。


    　この《天へ至る狼星シリウス》なら攻撃が通じることを確かめる。この前、エノクに触れることも叶わなかった《貪れ魔狼デイバウアー》とは違う。今は右腕に顕けん現げんしているのは四節の願いを重ねた高位魔術。


    「なら、これはどうかな？」


    　エノクは間合いの外──僕には全く届かない距離で三日月鎌を横に振るう。だが空間に残った緑色の軌跡が、鎌を振りぬいたスピードのままにこちらへ飛来した。


    　どこから取り出したのか分からないあの鎌は、どうやらアリッサの剣と同じく天使の力の具現らしい。右腕の牙で受け止めるのは危険すぎる。


    　そう判断して左へ飛ぶ。距離が離れていたので、避けるのは容た易やすい──そう思った。


    　しかし脇腹に鋭い痛みが走る。


    「──痛つぅ!?」


    　見れば制服がざっくりと切り裂さかれ、血が流れ出している。完全に避けたはずなのに。


    「おかしなことじゃないさ。オレは今の攻撃が当たって欲しいと思った。だから飛ばした刃は直前で啓けい介すけに当たるよう軌道を変えたんだ」


    　平然と告げるエノクに僕は苦々しい表情を返す。


    「法則を操る力ってやつか……」


    　ウルトさんによれば、この街に限ればできないことはないという万能の力。僕には攻撃を避けることができないということになる。


    「そうさ。致命傷にならかったのは《天牢ウオルフ＝ライエ》の加護が働いたからだろう。つまりその傷が、この場における《天牢ウオルフ＝ライエ》と《形成界イエソド》の影響力の差だ!」


    　エノクはそう言うと、今度は鎌かまを連続して振るった。


    　空間に刻まれた残像が実体を持つ刃となって飛んでくる。


    「くそっ!」


    　鎌の動きを目で追っていれば、その射線上からは容た易やすく逃げられる。だと言うのに僕の体には傷が刻まれた。


    　痛みで魔術が霧む散さんしないよう、僕はエノクへと意識を集中させる。


    　休みなく鎌を振るうエノクに近づく隙すきはない。何しろ避けても当たるのだ。突破手段が思いつかない。


    「ケースケ!」


    　アリッサが悲痛な声を上げる。今、僕はそれほどぼろぼろなのだろうか。


    　何度も何度も浅く鋭い傷を負い、痛みは飽ほう和わ状態だ。どこに怪け我がを負ったのかも把は握あくできない。


    　このままじゃ勝てない……アリッサを奪われる!


    　切り札とも言うべき《天使王ミトロン》の力は使えない。ウルトさんの言うように《天使王ミトロン》の魂が侵食されれば、取り返しがつかなくなる。アリッサの心をエノクに渡すわけにはいかなかった。


    　僕がやるしかない。


    　だが直前で軌道を変える刃を躱かわすことなど、人間には不可能。そう──人間には。


    　僕は走りながら、一瞬だけ目を閉じる。戦場では正に自殺行為。だがどうせ避けても当たるのならば関係ない。


    　必要なのは、人でなくなること。


    　いつか《群鶫スラシユ＝クラウド》を屠ほふった時のように、心を飢えで満たす。


    　それは失ったものを、欠けようとしているものを、手に入れようとする衝動。アリッサを奪われたくないという願い。心を《天牢ウオルフ＝ライエ》と重ね、目を開く。


    　知覚が拡大する。周囲の世界が凄すさまじく鮮明に感じられる。向かってくる残像の刃が一つ一つ手に取るように把は握あくできた。屋上の下から忍び寄る木の枝の位置さえ、伝わる振動で予測できる。


    　これは人の枠わくを越えた感覚。《高次存在ヴイナー》と混じり合うことで、見える世界。


    　自我の境界を危あやうくすることは知っている。以前アリッサは《天牢ウオルフ＝ライエ》に呑のまれかけた僕を必死に繋つなぎとめてくれた。


    　けど今は、この力が必要。そうしなければエノクに牙きばは届かない。


    　足を止め、右腕を構える。


    「ああああああああああああっ!」


    　叫び、牙を解き放つ。右腕が青白く輝き、肩口からは溢あふれた光が炎のごとく吹き上がる。


    　今、自分は魔術そのもの。


    　エノクへと止まることなく突き進む、一匹の星狼!


    　ゴウッ!!


    　肩の光が爆発し、僕の体を流れ星へと変える。


    　急加速で迫るエノクの姿。しかし同時に幾いく多たの刃が僕を切り裂さこうと襲おそい掛かる。


    　けれどその動きは手に取るように分かった。


    　最小限の動きで刃の隙すき間まを縫ぬっていく。避けた瞬間に向きを変える刃も、命中する直前でさらに加速し振り切った。


    　もうこの刃は当たらないと確信する。世界が──《天牢ウオルフ＝ライエ》の感覚がそう告げていた。


    「な──」


    　初めてエノクの顔に動どう揺ようが走った。目前まで近づいた僕に、直接三日月の鎌かまを振り下ろすエノク。


    　だが、加速する意識の中で、その動きはあまりに遅かった。


    「があああああああぁぁぁぁぁっ!!」


    　手加減はしない。殺すつもりで、エノクの体の中心を抉えぐり取るつもりで牙を繰り出す。


    　自我の境界が揺らいでいるせいか、躊ちゆう躇ちよは覚えなかった。


    　青く輝く狼ろう牙ががエノクの左胸に突き刺さる。


    　──パァンッ!!


    　しかしその瞬間、右腕が纏まとっていた光が弾け飛んだ。


    「な……？」


    　目の前にはエノクの修道服を破り、その胸に食い込んだ僕の右手。


    　だがもう、そこにあるのは《天へ至る狼星シリウス》の牙ではない。頼りない人間の体へと戻った僕の右腕を、エノクがガシッと握り締めた。


    「……驚いたよ、啓けい介すけ。自分自身を《天牢ウオルフ＝ライエ》と同化させることで、オレの法則干かん渉しようを相そう殺さいするなんて、本当に驚いた」


    　エノクは間近から僕の目を覗のぞきこむ。


    「なん……で……」


    　信じられずに呻うめく。右腕が拘こう束そくされた今、逃のがれることもできない。


    「簡単なことだ。啓けい介すけの魔術がオレに干かん渉しようしようとして、逆に消し飛ばされた。それだけさ」


    　耳を疑う。ウルトさんは魔法の域に近い高位魔術の攻撃を受ければ、天使でもただでは済まないと言っていた。《天へ至る狼星シリウス》は紛まぎれもなく高位魔術。全く通用しないなんて話が違う。しかも相手は天使そのものではなく、その欠片かけらを宿した人間なのに。


    「──啓介、さっきの話と同じさ。物事には隠された本質がある。オレがこれまでの《頂の雄鶏ヴイゾフニル》とは異なるように、啓介が英雄ではないように……オレたちに宿った天使も、キミが考えているものとは、少しばかり違うんだよ」


    「それは……どういう……？」


    「教えてやってもいいが、もう啓介には関わりのないことになるからな。無駄なことは止やめておこう」


    　エノクはそう言って緑の瞳ひとみに、暗い輝きを点した。


    「さあ、啓介。英雄ごっこは終わりだ」


    　──ザンッ!


    　体に衝撃が走った。何が起こった分からず、僕はふらふらとエノクから離れて尻しり餅もちをつく。


    　あれ？　どうして僕はエノクから離れることができたんだ？


    　右腕を掴つかまれていはずなのに。尻餅なんてつけるはずがないのに。


    　事実、右腕はまだエノクに掴まれたままだった。右腕だけが──掴まれていた。


    　ぽたっ、ぽたっとエノクが持つ三日月の鎌かまから血が滴したたっている。


    「あ……あ……」


    　理解、してしまう。僕は左手を伸ばして右肩に恐る恐る触れてみる。


    　ない……ない!


    　肩口から伸びているはずの右腕がない。どこにも──ない。いや、あるんだ。エノクの手が掴んでいるんだ。


    「いやあああああっ!!」


    　悲鳴を上げたのはアリッサだった。それが僕を我われに返らせたのか、激痛が頭ず蓋がいを貫いた。


    「がっ……ぐうっ……があああああああっ!!」


    　耐え切れず、苦く鳴めいが口から漏もれる。


    　右肩を押さえた左手の隙すき間まからは血が溢あふれ、僕の足元に血溜まりを作っていった。


    「──これでもう啓介はただの人間だ。オレの鎌は《道パス》ごとキミの《魔狼フエンリル》を断ち切った。よかったな、キミは運命を都合良く捻ねじ曲げてきた咎とがから解放されたんだ。罪深い英雄はいなくなったのさ」


    　エノクはそう言うと、僕の右腕をゴミのように投げ捨てる。連れん大だいが空けた大穴の傍そばで止まった右腕をエノクはしばらく見つめていたが、やがて溜ため息いきを吐ついた。


    「宿主から離れれば《魔狼フエンリル》が具現化するかと思ったが……そうでもないらしい。ここに現れてくれれば、色々と手間が省はぶけたんだがな」


    　さして残念そうでもなくエノクは呟くと、右肩を押さえる僕を見下ろす。


    「……放っておくと失血死してしまいそうだな。傷を塞ふさいでやってもいいが──どうするアリッサ？」


    　僕ではなく、木に拘こう束そくされたアリッサへエノクは訊ねた。


    「どうするもこうするもないでしょ!　早く傷を治して!　ケースケが死んじゃうわ!!」


    「そうか……そんなに治してほしいか。だとしたらその希望が失われたとき、アリッサは絶望を知ることになる。そういうことなら、ここで死ぬのを待とう」


    「な……」


    　エノクは僕から離れるとフェンスに背中を預ける。


    「や、止やめてよ!　ケースケを助けてよ!　お願い!　お願いだから!!」


    　薄れる意識と、寒くなる体を抱かかえながら、僕はアリッサの声を聞く。


    　ああ……僕はアリッサになんて声を出させてるんだ。


    　僕はアリッサを助けるはずだろ？　心配させてどうする。


    　鈴りんちゃんだって連れん大だいから取り戻してやるつもりなんだ……早く未み由ゆに加勢しなきゃいけないんだ……皆の無事も確かめなきゃいけないんだ……こんなところで寝ている場合じゃないんだ!


    　零こぼれ落ちて行く力を振り絞しぼり、僕は立ち上がろうとする。


    　そんな僕を見て、エノクは哀れみの表情を浮かべた。


    「啓けい介すけ、自覚しろ。キミはもう特別な力など持たない、ただの人間だ。幸せな結末なんて約束されてはいない。たった一人の大切な人間さえ守り切ることができない。世界に翻ほん弄ろうされる、小さな人間の一人なん──」


    　しかしエノクは最後まで言葉を続けることができなかった。それを遮さえぎる鋭い声が響いたから。


    「スーラ、代行詠唱シヨートカツト──流れし星竜レヴアテイーン＝ミルキーウエイ!!」


    　屋上の床を吹き飛ばして、白い光がエノクを呑のみ込む。


    　その白びやつ光こうは天まで届く光の柱となり、天てん樹じゆの根をも貫き、雲を吹き散らす。光が消えたとき、屋上には二つ目の大穴が開いていた。その周囲に転がっている小さな瓦が礫れきが、重力を無視して浮き上がる。


    　大きな気配に、世界が塗り替えられていくのを肌で感じた。体が勝手に震ふるえ出す。


    　凄すさまじい威圧感。巨大な何かが、穴の底から姿を現す。


    　真っ白な大きな翼、青い体たい躯く、長い首、鋭い金色の角、煌こう々こうと輝く蒼そう眼がん──。


    　見たこともない生き物だった。けれどそれを表わす言葉はすぐに出てくる。


    　──竜。


    　まさしくそれは、そう呼ぶ他ない存在だった。


    「まさか伯お母ば様……召喚サモンを使ったの!?」


    　アリッサが悲鳴のような声を上げる。召喚、それは自らを媒ばい体たいとした《高次存在ヴイナー》の具現化。自らの命が燃え尽きるまで止まらない最後の手段。


    　アリッサ以外はウルトさんしか使えないであろう魔術だった。


    「ルォォォオォォォォオォォォォォ!!」


    　竜が……星ほし竜りゆうが啼なく。翼を天へと広げて。金色の羽毛が雪のように舞った。


    　ふわっと重さを感じさせない動きで星竜は浮き上がり、給水塔の上へと移動する。星竜の周囲だけがまるで無重力空間になっているかのようだった。


    　その瞳ひとみは空を真まっ直すぐに見上げている。視線の先を辿たどる。すると──巨木の枝にエノクの姿があった。修道服のあちこちが焼け焦こげていたが、本人に傷を負った様子はない。


    「──方はこ舟ぶねの魔術師か、思い切ったことをする」


    　呟つぶやくエノクへ向けて、星竜は再び白く輝くブレスを放った。


    　ジュッと一瞬でエノクが立っていた巨木の上半分が消滅する。


    「だがな!」


    　緑色の軌跡が白びやつ光こうを二つに裂さいた。出来た光の狭はざ間まをエノクは三日月の鎌かまを構えて、星竜へと落ちて行く。


    「それでも──届かない!」


    　鎌が一いつ閃せんする。


    　星竜の片翼が切り裂かれ、光へと還かえった。


    「ルォォォォッ!」


    　痛みを感じるのか、星竜は鳴き声を上げる。ずしんとその巨体が給水塔の上に落ち、浮き上がっていた瓦が礫れきも地面に転がった。星竜が塗り替えた世界が〝正された〟のだと悟る。


    「たった一体の《高次存在ヴイナー》で乱されるほど、この街を包む法は緩ゆるくない。それにその星竜──《頂の雄鶏ヴイゾフニル》の記憶にあるよりもずいぶんと小さいようだな」


    　屋上に降り立ったエノクは三日月の鎌を空に掲げる。


    　すると遙はるか頭上にある天てん樹じゆが──左右に分かれた翼のような枝葉が、光り輝く。


    　全身の毛が逆立つほどの嫌な予感。


    「ウルト、さん……逃げて!」


    　血を失い、ガタガタと震ふるえが止まらない僕は、それでも声を絞しぼり出す。


    　しかし片方の翼を失い、重力にも縛しばられた星ほし竜りゆうは、その場を動くことができない。


    「──滅べ」


    　エノクは鎌かまを振り下ろした。同時に天てん樹じゆから無数の緑の光が降り注ぎ、それは空中で収束して一本の矢へと変じる。


    「ルォォオォォォォォッ!」


    　星竜は落ちてくる緑の矢を、金色に輝くブレスで迎げい撃げきする。凄すさまじい衝撃波と共に突風が吹き荒れ、僕はゴロゴロと屋上の端まで転がされた。


    　全身全霊の一撃なのだと肌で感じる。


    　金色の光は緑の矢と激突し、その輝きで矢を分解消滅させていった。だが天樹から降り注いだ光は消えかけた緑の矢を瞬またたく間に復元させ、今度は逆に竜の吐息を突き破る。


    　空から大地へ緑の一いつ閃せんが刻まれた。星竜の体を深々と射い抜ぬく緑の矢。


    「ルイィィィイィィィィィッ!!」


    　断だん末まつ魔まのような悲鳴を上げ、屋上へと串くし刺ざしにされた星竜。体から力が抜けたように、ぐったりと横たわる。


    「伯お母ば様？　伯母様っ!?」


    　アリッサが呼びかけても動かない。


    「──無駄だ、もう星竜は法の矢に射抜かれた。しばらくすれば塵ちりと化す」


    　エノクは冷れい徹てつに告げると、屋上から樹海を見下ろす。


    「あちらも終わったようだ」


    　その言葉と共にドンッと大地が揺れた。何かが校舎の下から跳躍し、立ち上がれない僕の頭上に影を落とす。


    　ズシンとすぐ傍そばに木の巨人が降り立った。ボロボロになった屋上がその衝撃でガラガラと崩くずれる。


    　連れん大だい……。


    　靄もやが掛かり、今にも途切れそうな意識の中でその姿を見上げた。連大はその手に赤黒いものを握り締めていた。


    　まるで汚れを払うように、連大は〝それ〟を足元へと投げつける。近くに転がったモノ──その正体を見て、暗い帳とばりで閉ざされそうだった意識が一瞬で覚かく醒せいする。


    「未み……由ゆ……っ!」


    　もう満足に回らない舌で、名前を呼ぶ。


    　制服は真っ赤な血で染まり、足はおかしな方向へ捻ねじれ、腕などは千ち切ぎれかかっている。だかそれは間違いなく、友とも月づき未由。失ってはいけない人。


    「ミユ……ミユっ!?」


    　アリッサはもはや泣き声で動かない少女へと呼びかける。しかし反応はない。生きているかも、分からない。


    　何だよこれ……ふざけるな……認めない、認めない、認めない!!


    　傷口を押さえるのを止やめて、左腕で体を支える。ガタガタと震ふるえる足に力を込めて、立ち上がる。


    「この状況でキミができることは何もないよ、啓けい介すけ。もはや英雄ではないキミに不幸は覆くつがえせない」


    　冷ややかな声でエノクが告げた。


    「…………」


    　答えない。言葉を発する余力はない。歯を食いしばり、全ての力をただ一つの目的のために使う。


    　離さない、離さない、手放さない。


    　力がない？　そんなことは知っている。


    　英雄ではない？　そんなことは分かっている。


    　だけど……でも──。


    　全部、全部、関係ない。


    　掴つかんだものを二度と離さないために、僕は動く。そのためだけに足を進める。


    　手段も、過程も選ばない。


    　ただ僕はそう在ればいい。


    　エノクが不愉快そうに顔を顰しかめた。


    「──目め障ざわりだな。もういい、待つのは止やめだ。連れん大だい、片付けろ」


    「オォォオォォォオォォォオォッ!」


    　連大がエノクに応じるがごとく咆ほう哮こうする。そして大木の幹に似た豪腕を振り上げた。


    　避ける体力も、抗あらがう方法もない。


    　けれど僕は左手を握り締めて、落ちてくる拳こぶしを見据えた。


    　奪うのか？　お前が、僕から奪うのか？　未み由ゆを、奪ったのか？


    「アリッサ、よく見ていろ。これが絶望だ。これが絶望なんだっ!」


    　愉快そうに笑う声。歓喜に満ちたエノクの声。


    　僕から、アリッサを奪うのか？　アリッサから、僕を奪うのか？


    　嫌だ。どうしようもないほどに、それは嫌だ。


    　空からっぽは悲しいんだ。痛いんだ。


    「ケースケェェッ！！」


    　響く守りたい人の声。奪われたくない人の叫び。


    　だから戦う。


    　小さな、脆もろい人の拳で──神のごとき存在へと挑みかかる。


    　結果など最初から分かっていた。けれど僕はこうするしかない人間だった。


    「だあああああぁぁぁぁっ!!」


    　残る力を叫びと共に吐き出し、左ひだり拳こぶしを振り上げる。


    　全ての力を燃やし尽くす。感覚が擦すり切れ、途絶えていく。視覚も、聴覚も、嗅覚も、味覚も、触覚も、ただ拳を突き上げるための糧かてへと変える。


    　ぷつんと目の前が暗くなった。


    　響いていた自分の絶叫が聞こえなくなった。


    　鉄臭い血の匂においと味がどこかへ消えた。


    　傷の痛みも、血を失った寒さも、感じなくなった。


    　もはや拳が届いたのかすら分からない。


    　けれど五感を失っても、心は消えない。


    　想いだけはここにある。それが最後の力。


    　繋つないだ手。交わした約束。結んだ絆きずな。


    　笑うアリッサの顔。抱き締めた温かさ。


    　──失いたく、ないんだぁぁぁぁぁっ!!


    　想いを解き放ち、爆発させる。


    　それで全部。僕の力は、それで全て。


    　後に残るのは、空からっぽの僕という輪りん郭かく。


    　もう何一つ僕の中には──。


    



    『ルオォォォオォォォオォォォォ!!』


    



    　けれど、虚うつろな心の中に咆ほう哮こうが轟とどろいた。聴覚はもう途絶えているはずなのに。


    　これは、星ほし竜りゆうの……。


    　しかし考える力すら残っていない。


    　空っぽになった自分の中へと落ちて行く。


    　僕は拳を最後まで振り上げることができただろうか。


    　何かを……掴つかむことができただろうか。


    　分からないまま僕は、ぼくは──ボク、ハ────。
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     終章


    



    　──音が、聞こえる。


    　笛の音ねだ。


    　知っている。とても耳に馴な染じんだメロディ。


    　僕らが……第九総合音楽サークルがずっと練習していた曲の原型──《野原の笛ライラツク》。


    　丘の上で奏かなでた風の魔術。


    　アリッサが僕に聞かせてくれた音。


    　……いい曲だ。


    　あの時と同じようにそう思う。


    『──自分の好きなものを褒ほめられるのって嬉うれしいわね』


    　アリッサの笑顔と声を思い出す。


    　けれど、姿はない。僕の周囲にあるのは、真っ暗な闇やみだけ。


    　次第に笛の音も小さくなっていく。


    　待ってくれ!


    　叫ぶ声も闇に溶ける。追いかけようにも、自分の足がどこにあるか分からない。手を伸ばそうにも、自分の姿さえ見つけられない。


    　だが、遠くなっていく笛の旋せん律りつが形になったかのように、闇の中に揺れる金の糸が浮かび上がった。


    　必死にそちらへと向かう。


    　体が動いているのか、自分でも判断できない。


    　しかし構わず、腕を伸ばした。感覚さえなかったが、思いだけで届けと祈った。


    　届いたかどうかは分からない。


    　けれど一瞬、金の糸は強い光を放った。


    『──ケースケは私の願いを叶えてくれるわよ』


    　再び、声が響く。自信に満ちたアリッサの声が。


    『だってこれまでも、ずっとそうだったんだから』


    　光は大きくなり、僕を包む。


    　眩まぶしい。


    　あまりにその光は──眩しすぎた。


    



    「う……」


    　瞼まぶたに強い光が当たっているのを感じて僕は目を開く。


    　クリーム色の天井が見えた。知らない場所、それを理解する。すぐ近くの壁には窓があった。そこから眩まばゆい日差しが射し込んできている。


    　体は柔らかな感触で包まれていた。どうやら自分はベッドに寝かされているようだ。


    　腕をついて体を起こそうとして違和感を覚える。左腕しか動かない。


    　右腕に──そもそも感覚がない。


    「あ……」


    　思い出す。全部、思い出す。


    　僕は左手で右肩に触れた。包帯が巻かれている。そしてそこから伸びているはずの右腕は存在しない。


    　それは目覚める前の記憶が夢ではない何よりの証明。


    　意識をしたことで、ズキンと傷口が痛んだ。


    「──っ!!」


    　僕は左手を支えに上半身を起こす。強い痛みのおかげで完全に覚かく醒せいした。


    　ここはどこだ？　僕はどうしてベッドで寝ている？　あれからいったいどうなったんだ？


    　頭の中に溢あふれる疑問。その答えを求めて僕が寝かされていた部屋の中を見回す。


    　そこにはベッドがあと二つ置かれていた。空からではないベッドが──。


    「あ、あ……」


    　僕はベッドから立ち上がる。血が足りないのか、ひどい眩暈めまいと頭痛がした。


    　しかしそんなことは構わずに、ベッドに横たわる二人へと近づいていく。


    「未み由ゆ……ウルトさん……」


    　名前を、呼ぶ。眠る二人の名前を。


    　最後に見たときは生きているのかも分からなかった未由は、傷一つなく寝息を立てている。


    　ウルトさんは僕以上に包帯を巻かれた状態で、寝かされていた。《流ながれし星ほし竜りゆう》を召喚し、エノクの攻撃で滅ぼされかけていたはずだったが……息をしている。


    　よかった……。


    　何な故ぜ助かったのかは分からない。けれど今は、二人が無事なことが嬉うれしかった。


    　僕は部屋を再び観察する。


    　床には絨じゆう毯たんが敷かれているが、部屋は石で作られているようだった。僕が寝ていたベッドの傍そばにある窓からは、青い空と海が見える。近づいて下を見下ろすと、木々が生おい茂るジャングルと白い砂浜が広がっていた。


    「どこだよ……ここ──」


    　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。しかし見覚えがある気もした。何故だろう。こんな南国のような場所に来たことなどないはずなのに。


    　だが僕はその疑問の解消は後回しにして、部屋にある扉とびらへと近づく。


    　捜さなきゃいけない。


    　だって足りないのだ。ここにいるのは未由とウルトさんだけなのだ。


    　あの場にいたのは彼女たちだけではない。


    　屋上の崩ほう落らくで姿の見えなくなった冬ふゆ上がみ、陽ひ名なちゃん、ツグミ、山やま崎ざき、宮みや島じま……それに由ゆ衣い。彼らの姿は部屋の中にはない。


    　そして、そして──。


    　軋きしむ心。


    　僕は左手を握り締める。


    　扉とびらは木製で、押すと簡単に開いた。鍵かぎなどは付いていないらしい。


    　部屋を出ると長い廊ろう下かが続いていた。左右には規則的に扉が並んでいる。


    　石造りのせいか空気はひんやりしていた。歩き出して足の下に冷たさを感じ、僕は自分が裸足はだしなことに初めて気付く。


    　ふらつきながらも部屋を一つ、一つ、確かめて行く。どこも僕らがいたのと似たような内装だったが、人の姿はない。


    　ない、ない、ない。


    　どうして、どうしていないんだ!　アリッサ!


    　胸の内で叫ぶ。


    　やがて廊下は突き当たり、上と下へ伸びる階段を見つけた。


    　どちらに行こうか迷う。


    　すると下へ向かう階段の先を誰かが通り過ぎた。


    　白と黒を基調とした法ほう衣い。特徴的な幾き何か学がく模様が描かれた服の柄がらが目に焼きつく。


    「──っ!!」


    　僕は迷わず、階段を駆け下りた。下へ、下へと影だけを残して進む何者かを追いかける。右腕がないせいか体のバランスが取れず、何度も転びそうになった。その度に壁へ縋すがり付いて上がった息を整える。


    　三階分ほど降りると階段は途切れ、広い空間へと僕は足を踏み入れた。


    　まるで中世の城。舞踏会でも開かれそうな大広間がそこには広がっている。


    　広間の端には開け放たれた大きな扉があり、そこから眩まばゆい光が差し込んできていた。どうやら外へ続いているらしい。


    　その出口に、また影が見えた。逆光になっているがそのシルエットは、僕が求めている人によく似ていた。


    「アリッサ!!」


    　僕はその名を呼んで、扉の外へ──光の中へと飛び出す。あまりの明るさに目が眩くらむ。


    



    「ここにアリッサちゃんは、いないよ」


    



    　白く染まった景色の中、声が響く。


    「でも──その声は……」


    　耳に届いたのはアリッサの声。僕が聞きたかった声に外ほかならない。


    「ううん、違うよ。よく見てよ」


    　次第に目が慣れてきた。


    　世界が色付き、僕の目の前いる存在を浮き上がらせる。


    　形を成す輪りん郭かくは一つではなく、二つ──。


    　白い砂の上に現れる、二つの黒い影。


    　それはお座りの格好で僕を見下ろす体高二メートルほどの巨狼と、空中にふわふわと浮かぶ半透明の少女だった。


    　狼の毛並みは夜をそのまま切り取ったような漆しつ黒こく。銀色に光る首輪を付け、瞳ひとみを青く輝かせている。


    　そして少女が纏まとうのはアリッサと同じ法ほう衣い。顔立ちもアリッサと瓜うり二つ。だがその髪は金色ではなく黒色で、年齢もアリッサよりいくつか幼いようだった。


    「君は……誰だ？」


    　僕は戸惑いながら訊ねる。


    「スーラはスーラ。スーラ＝クラノ＝ストーリング＝ミルキーウェイだよ」


    　スーラと名乗った少女は空中に浮かびながら黒狼の首に抱きついた。


    「この子は、名前を訊かなくても分かるよね？」


    　巨大な狼は青い瞳で僕を真まっ直すぐに見つめている。


    　黒い体毛、銀の首輪……大きさこそ違うが、連想する名前はある。


    　ごくりと唾つばを飲み込んだ。


    「由ゆ衣い……なのか？」


    　恐る恐る問いかける。


    　すると黒狼は頷うなずく仕草を見せた。


    　頭の中に声が響く。悲しげな色を帯びた声が。


    『うん、あたしは由衣。そしてここは方はこ舟ぶねだよ──お兄ちゃん』

  



  
     あとがき


    



    　こんばんは、ツカサです。


    　現時刻が朝か昼だったりするかもしれませんが、それでもあえて「こんばんは」。


    　何な故ぜ「こんばんは」かと言うと……長い話になります。いや、結構どうでもいい話ですが。


    　実はこの出だしの挨あい拶さつ、最初の頃は被かぶらないように頑張っていました。


    　これまでの挨拶を振り返ると──一巻は「はじめまして」、二巻は「お久しぶりです」、三巻は「こんにちは」、四巻は「どうも」、五巻は「あけましておめでとうございます」、六巻は「こんにちは」、七巻は「お久しぶりです」、八巻は「どうも」……となっています。


    　まあ……見て分かると思いますが、六巻以降から被ってますね……。


    　そう、実は六巻の時点で諦あきらめてしまったのです!


    　全然偉そうに言うことじゃありませんが、五巻で一区切りだったのでまあいいかなぁと妥協してしまいました。


    　けれど──この巻のあとがきを書こうとして、ふと気付きました。挨拶を使いまわすにしても「はじめまして」と「あけましておめでとうございます」は使えないことに。九巻目ともなればずっとシリーズを追い続けてきてくださった方が大半でしょうし、今は正月ではありません。さらに前巻からの間隔が短いので「お久しぶり」も封印です。となると選択肢は「こんにちは」と「どうも」だけということに……。


    　さすがに三回、同じ挨拶を使うことには抵抗を覚えました。一度は捨てた拘こだわり……しかしそれでも譲ゆずれないものがあります。


    　そういう訳で「こんばんは」です。今、このあとがきを書いてるのも夜だし、「こんにちは」がアリなら、「こんばんは」もオッケーかなという安易な発想です。実は「ハロー」や「ちわっす」、「ぼんじゅーる」なども候補に挙がりましたが、そんな砕けた挨拶をする度胸はまだありませんでした。


    　もし違和感があれば、あとがきだけ夜に回していただけると気持ちよく読めるかもしれないです。


    　でも何となく、本を読み終わるタイミングって夜の時が多い気がします。だから案外「こんにちは」よりも需要があるかもしれないと密かに期待。まあ私だけかもしれませんが……。


    　──何だか本当に中身のない話でしたね（というかこんなことを書いて次回以降の挨拶をどうするつもりなのでしょうか。まあその辺りは未来の私に丸投げです）。


    　あとがきが全部スッカスカでは申し訳ないので、ここらでグイッと強引に話を本筋らしきものに戻そうかと思います。


    　最初の方でこれまでの挨拶を振り返りましたが、つまりこうしてあとがきを書くのは九回目。そしてとうとう次回は二ふた桁けた──一巻が出たときは思いも寄らなかった十巻目となります。


    　この九巻はシリーズ全体の起き承しよう転てん結けつで言えば、「転」に突入した巻です。そのため、これまでとは少し雰ふん囲い気きの違う部分もありますが、転がった先にはきっと普通に歩いているだけでは辿たどり着けない場所が広がっているはずです。私自身も手探りですが、その景色をぜひ読者の皆様と見てみたいと願っています。


    　それでは残りスペースも少なくなってきたので、謝しや辞じを。


    　近この衛え乙おと嗣つぐさん、いつもお世話になっています。近衛さんの絵はキャラクターに命を吹き込んでくれます。数多くのキャラクターに形を与えてもらえたこと、どれだけ感謝しても足りません。今回はどんなイラストが見られるのか、ワクワクしながら待っています。


    　担当のＭさん。今回も鋭いアドバイスをありがとうございます。前巻の時は突然入院されてびっくりしましたが、また手加減と妥協のない助言を聞けてホッとしました。もちろん実際はご指摘をどう反映するかで頭が一杯でしたが、それで四苦八苦すること自体に安心感を覚えました。


    　そして今、この本を手に取り、この文章を読んでいる方へ最大級の感謝を。


    　では、また。

  



  
    ツカサ


    Tsukasa


    



    ８月15日生まれ。真っ直ぐ歩くことが苦手な人生の方向オンチ。二十年以上も京都で暮らしているのに、あまり京都に詳しくない。毎年、春は花粉に悩まされる。
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